
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　体たい育いく館かんの裏うらで、むかい合あった村むら瀬せくんは、まぶしそうな目めで私わたしのことを見みた。

　私わたし──吉き良らアンリが言いったことに、ショックでなにも言いえなくなったんだと思おもう。

「────もし、村むら瀬せくんの告こく白はくする相あい手てが私わたしなら、もうやめてほしいの」

　告こく白はくの相あい手てが私わたしだなんて、うぬぼれかもとは思おもったけど……。

　村むら瀬せくんの、この表ひょう情じょう。

　まちがいじゃなかったみたい。

　……だけど、ダメなんだ。

　私わたしは、飛とびはねそうになる心こころにふたをして、村むら瀬せくんから目めをそらす。

　村むら瀬せくんと私わたしの、この恋こいは……男だん子しバスケ部ぶの一いち員いんとして、マネージャーとして、みんなのじゃまになってしまうって思おもうから。

　でもそれは、私わたしも、この気き持もちを捨すてなきゃいけないっていうこと。

　自じ分ぶんの言こと葉ばに、胸むねがズキンと痛いたむ。

　言いわれた村むら瀬せくんも……？

　私わたしは、村むら瀬せくんのことを見みていられなくて、その場ばを逃にげだした。

　村むら瀬せくんを、傷きずつけたかったわけじゃない。

　だけど、ああ言いうしかなかったんだ。

　胸むねが苦くるしくなって、少すこし走はしったところで、足あしを止とめる。

　走はしった距きょ離りは、そんなに長ながくない。

　だけど、ケガをして以い来らい、速はやく動うごかないこの足あしは、長ながい距きょ離りを走はしれない。

　はたから見みたら、ただの早はや歩あるきくらいだったかも。

　うしろから、村むら瀬せくんが追おいかけてくる音おとがしないことに、ほっと息いきをついた。

　村むら瀬せくんは、クラスメイトで、同おなじ男だん子しバスケ部ぶの男おとこの子こ。

　明あかるくて、まっすぐな、みんなの人にん気き者もの。

　ただ、それだけだったはずなのに……。
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『──おきてを変かえられたら、告こく白はくさせてくれ！』

　そう言いわれた日ひのことを思おもいだして、胸むねがぎゅっとなった。

　あんなふうに言いわれたのは、うれしかった。

　だけど、男だんバスには、『部ぶ内ない恋れん愛あい禁きん止し』のおきてがある。

　昔むかし、部ぶ員いんとマネージャーが付つき合あったことがきっかけで、強きょう豪ごうチームだったのに、あっという間まにバラバラになっちゃったんだって。

　それで作つくられたおきてだって、いっしょにマネージャーをしてた葉は月づき先せん輩ぱいが教おしえてくれた。

　村むら瀬せくんは、そのおきてを変かえるため、男だんバスのみんなに『勝しょう負ぶ』をいどんでたらしい。

　でも……私わたしは、今いまの男だんバスが、大だい好すきなんだ。

　ケガのせいで、バスケができなくなった私わたしのぶんも……。

　バスケ部ぶのみんなには、思おもいっきりバスケをやってほしい。

　もし、おきてがなくなって、私わたしたちが付つき合あったとして。

　そのせいで、昔むかしの男だんバスみたいに、みんなの心こころがバラバラになっちゃうなんて、絶ぜっ対たいにいやだ。

　だから私わたしは、この恋こいはあきらめるって決きめたんだ。

「…………なのに、どうしてこんなに苦くるしいの……」

　付つき合あうつもりはないって言いった私わたしに、村むら瀬せくんは、なにもこたえなかった。

　村むら瀬せくん、なにかをこらえるような、つらそうな表ひょう情じょうをしてたな……。

　でも、これが正ただしい選せん択たくのはずなんだ。

「追おいかけてこなかったってことは、わかってくれたって意い味みだよね……」
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　そうつぶやきながらも……。

　村むら瀬せくん、引ひき留とめてくれなかったなって……心こころのどこかで思おもっている自じ分ぶんがいた。

　どこまでもまっすぐな村むら瀬せくんだから。

　納なっ得とくができなかったら、きっと、反はん論ろんしてくると思おもったのに……。

「……って、反はん論ろんされなくてよかったじゃん！　私わたしは付つき合あうつもりはないんだから！」

　なんで、ショック受うけてるの、私わたし！

　勝かっ手てすぎるよ……。

　こんな気き持もち、消きえろ消きえろ消きえろ！

　そう思おもいながら首くびを横よこにぶんぶん振ふったら、頭あたまがクラクラしてきちゃった。

　校こう舎しゃのかべに手てをついて、うなだれる。

「なにをやってるんだろう……」

　恋こい心ごころを封ふう印いんするとか言いいながら、追おいかけてこない村むら瀬せくんに、ショックを受うけるなんて。

　考かんがえてることと、感かんじてることが、反はん対たいだ……。

　そういえばさっき、まだ部ぶ活かつが終おわってないところで、村むら瀬せくんを連つれだしてしまった。

　男だんバスのみんな、なんて思おもったかな……？

　不ふ安あんになりながら、体たい育いく館かんをのぞくと、部ぶ員いんのみんなはもう帰かえってしまっていた。

　ちょうど、村むら瀬せくんの勝しょう負ぶの話わ題だいになったところで、飛とびだしちゃったから……。

　いろいろ勘かんぐられてるかもしれない。

　次つぎの部ぶ活かつで、どうしよう……。

　里り奈なちゃんも、先さきに帰かえっちゃったかな。

　そう思おもいながら部ぶ室しつにおいてあったかばんを取とって、スマホを見みながら外そとに出でる。

「あっ、アンリちゃん！」

　顔かおを上あげると、入いり口ぐちのところで、里り奈なちゃんが待まっていた。

　その顔かおを見みたら、急きゅうに胸むねがいっぱいになって──。

「里り奈なちゃあああん!!」

　思おもわず里り奈なちゃんに駆かけ寄よって、ぎゅうっと抱だきついてしまった。

　里り奈なちゃんは、背せ中なかをやさしくぽんぽんしてくれた。

　帰かえり道みちを歩あるきながら、さっきまでのことを、里り奈なちゃんに話はなした。

　いっぱいいっぱいだったから、話はなしの順じゅん番ばんもめちゃくちゃで、わかりにくかったと思おもうけど……。

　里り奈なちゃんは、うなずきながら、最さい後ごまで聞きいてくれた。

「アンリちゃん、……がんばったね」

　その言こと葉ばに、また涙なみだがこみあげてくる。

　がんばったのかな……？

　私わたしは、地じ面めんに視し線せんを落おとした。

「ううん、私わたし、がんばったわけじゃない……。正ただしい選せん択たくをしたって思おもってるのに、ぐずぐず心こころ残のこりがあって、ダメダメだよ」

「アンリちゃん……」

　里り奈なちゃんの気きづかうような声こえに、私わたしは顔かおを上あげられない。

　私わたしも村むら瀬せくんも、バスケ部ぶをつづけるためには、こうするしかなかった。

　なのに、こんなに胸むねが痛いたい。

　どうして、うまくいかないんだろう。

　私わたしが言いったのは、「村むら瀬せくんと付つき合あうつもりない」ってことだけ。

　本ほん当とうは、私わたしたちが『両りょう想おもい』だなんて……村むら瀬せくんは、知しらないほうがいい。

　だって、男だんバス部ぶ員いんであるかぎり、私わたしたちは付つき合あうことができないんだから……。

　村むら瀬せくんにとっても、バスケは一いち番ばん大だい事じなもののはず。

　きっと、わかってくれるよね？

　私わたしも、村むら瀬せくんに直ちょく接せつ、宣せん言げんしたんだもん。

　きっぱりと、あきらめなきゃ……。

　私わたしは、心こころの痛いたみを振ふりはらうように、大おおきく伸のびをした。

「～～～～～～～～あーでも、これですっきりした！　もう、このことを考かんがえなくていいんだもん！　里り奈なちゃん、聞きいてくれてありがとね」

　里り奈なちゃんが、目めを丸まるくする。

　でも、すぐに私わたしの気き持もちをくみ取とってくれたように、ほほ笑えんだ。

「ううん、わたしは話はなしを聞きくことしか、できなかったし……」

　その気き持もちが、ありがたいんだ。

　一人ひとりで抱かかえこんでいたら、どうしようもなくなっていたから。

　ひとまずは、明日あしたがお休やすみでよかった。

　この土ど日にちで、しっかり『いつもの私わたし』にもどろう。

　私わたしは正ただしい選せん択たくをしたはずなんだから……。
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　わたし──鳥とり居い里り奈なの『恋こい人びと』は、うちの中ちゅう学がくの『王おう子じさま』。

　かっこいいってウワサされてる人ひとは、他ほかの学がく年ねんにもいるけど、その中なかでも、一いち番ばんきゃーきゃーさわがれている人ひとなんだ。

　それは、純じゅんくんが、男だん子し以い上じょうに『かっこいい』女じょ子しで、ファンが多おおいから……。

「あっ、純じゅんりなカップルだ！」

　聞きこえてきた声こえに、わたしはつい、びくっとなっちゃった。

　と同どう時じに──。

「わっ！」

　階かい段だんから、足あしを踏ふみ外はずしてしまった！

　落おちる！　と思おもったけど──。

「……大だい丈じょう夫ぶ？　りなちゃん」

　上うえから声こえが降ふってきて、見み上あげると、純じゅんくんの顔かおがあった。

　わたしのことを、腕うででしっかりと支ささえていて。

　その距きょ離りの近ちかさに、ドキドキしてきて……。

「きゃ──────────!!」

　あたりに、歓かん声せいが響ひびきわたる。

　その声こえに、わたしはまたもびくっとなって……。

　振ふりかえると、階かい段だんの上うえのほうから、たくさんの女じょ子しが、わたしたちを見み下おろしていた。

「いまの見みたっ!?　華か麗れいに助たすける純じゅんくん!!」

「王おう子じっ……マジ王おう子じっ…………」

「私わたしも助たすけられたーい！」

　す、すっごく見みられてたっ……！

　ころびかけたのも恥はずかしいし、純じゅんくんとのやりとりを見みられてたのも恥はずかしいし……。

「じゅ、純じゅんくん、ありがとう」

「りなちゃんが無ぶ事じでよかった」

　そう言いいながら、ほほ笑えみかけてくる純じゅんくんに、また心しん臓ぞうが跳はねてしまう。

　……って、ぼんやりしてる場ば合あいじゃない！　みんなが見みてる！

　ちらりと振ふりかえると、案あんの定じょう、みんながきゃーきゃー言いっていて、わたしは汗あせが出でてきた。

　純じゅんくんが、わたしと付つき合あってるってことを宣せん言げんしてから、学がっ校こう内ないでわたしまで注ちゅう目もくされることが増ふえたんだ。

　純じゅんくんは、見みられることに、慣なれているんだろうけど……。

　一いっ般ぱん人じんのわたしは、毎まい回かいどぎまぎしちゃうんだ……！

『学がっ校こうの王おう子じさま』と付つき合あうって、こういうことだったんだなぁ。

　でも、わたしたちのことを好こう意い的てきに受うけ止とめてくれてる人ひとが多おおいみたいで、ほっとしてもいる。

　もしかして、かげ口ぐちを言いう人ひともいるのかなって、覚かく悟ごしていたから……。

「────りなちゃん？　どうかした？」

　とつぜん、目めの前まえに純じゅんくんの顔かおが現あらわれて、わたしはぴょんっと跳はねちゃった！

「な、なんでもないよ！　いろんな人ひとに声こえをかけられるの、まだ慣なれないなぁって思おもって」

　わたしは、両りょう手てをぶんぶん振ふりながら言いう。

　すると、純じゅんくんの表ひょう情じょうが、かすかにくもった。

「いやな思おもいさせてる、かな……？　私わたしと付つき合あいはじめて、そういうことが増ふえちゃったよね」

「えっ……ううん！　いやじゃないよ！　ただ、こうなってはじめて、純じゅんくんの気き持もちがわかったなぁって」

　アイドルみたいですごいけど、いざ自じ分ぶんが近ちかくにいたら、すごく大たい変へんだってことがわかった。

　わたしの言こと葉ばに、純じゅんくんは苦にが笑わらいした。

「もう慣なれっこだからねぇ。でも、りなちゃんが気きになるなら、そっとしておいてもらえるように、みんなにお願ねがいしてみようか？」

「えっ、わざわざお願ねがいするのも、なんだか悪わるいし……みんながわたしを純じゅんくんの『恋こい人びと』だって認みとめてくれてるのは、うれしいもん。がんばって慣なれてみせるよ」

　わたしがそう答こたえると、純じゅんくんの顔かおがポッと赤あかくなった。

　だって、この前まえちょっとあったいざこざだって、みんな純じゅんくんのファンでいられなくなることが悲かなしいって感かんじだったもんね。

　わたしが純じゅんくんを独ひとり占じめするなんて、もうしわけない。

　それに……きっとこれからもずっと、純じゅんくんはめだつ人ひとだと思おもうし。

　わたしは、そんな純じゅんくんの『恋こい人びと』でいたいんだから。

「──じゃあさ、私わたしたちのことを知しってる人ひとが、だれもいないところなら、まわりの目めを気きにしないでいられるんじゃない？」

　純じゅんくんが、ちょっと声こえをひそめて言いう。

「今こん度どの日にち曜よう、二人ふたりでラビランドに行いかない？　お母かあさんから、チケットもらったんだ」

「えっ、行いきたい！」

　ラビランドっていうのは、今こ年としオープンしたばかりの遊ゆう園えん地ち。

　うさぎのマスコットキャラクターがすごくかわいくて、わたしも大だい好すきなんだ。

　あっ、いきおいで「行いきたい」って言いっちゃったけど、これって……。

　デート…………だよね!?

　しかも、二人ふたりっきりで!?

　まわりから声こえをかけられるのも緊きん張ちょうするけど……純じゅんくんと二人ふたりっきりっていうのは、もっと緊きん張ちょうするよー！

　でも、純じゅんくんは、ただうれしそうで。

「よかった！　じゃあ、８時じ半はんに駅えき前まえでいいかな？」

「う、うん」

　うわぁ……なにを着きていこう!?
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　迎むかえた日にち曜よう日びは、絶ぜっ好こうのデート日和びよりだった。

　よく晴はれていて、少すこし暑あつくなりそう。

　そう考かんがえてたところに、純じゅんくんがやってきた。

「りなちゃん！　おまたせ！」

　純じゅんくんは、細ほそ身みのジーンズに、シャツとデザイン性せいのあるジャケットっていう、めちゃくちゃかっこいい服ふく装そうだった。

　足あし元もとはきれいな色いろのスニーカーで、いっぱい歩あるくことを考かんがえたのかな？

　一いち応おうわたしも、低ひくいヒールのショートブーツにしてみた。

　デートだからスカートがいいのかなって思おもったけど、動うごくことを考かんがえて、チュニックとレギンスを合あわせた。

　こんなかっこいい純じゅんくんのとなりに並ならんで、変へんじゃないかな……？

「りなちゃん、すごくかわいい」

「えっ!?　あっ、ありがとう!!」

　純じゅんくんが、照てれくさそうにそんなことを言いうものだから、ボッと顔かおが熱あつくなっちゃった！

　えっと、えーっと……！

「じゅ、純じゅんくんも、かっこいいよ……」

　最さい後ごのほうは、声こえが小ちいさくなっちゃった。

　でも、純じゅんくんにはしっかり聞きこえてたようで、一いっ瞬しゅん目めをみはって、頬ほおを赤あかくさせながら笑わらった。

「ありがと。じゃあ行いこっか」

　純じゅんくんも、ドキドキしてるのかな？

　それって、わたしといっしょだから、なんだよね……？

　同おなじ気き持もちなんだって思おもったら、心こころがぽかぽかしてきた。

「うわぁ、やっぱり人ひとが多おおいね。りなちゃん、はぐれないように、手てをつないでおこっか？」

「えぁ!?　えっ、えっと……」

　どぎまぎしてるうちに、手てを取とられてしまった！

　純じゅんくんの手ては、わたしよりちょっと体たい温おんが低ひくいみたい。

　少すこしだけひんやりとして、気き持もちいい。

　純じゅんくんの細ほそくて長ながい指ゆびが、わたしの手てをすっぽりと包つつみこんでいて、ドキドキしてしまう。

　こんなんで、今日きょう一いち日にち、心しん臓ぞうが保もつのかな？

「りなちゃん、絶ぜっ叫きょう系けいは平へい気き？」

「すっごく落おちるのとかじゃないなら、大だい丈じょう夫ぶだと思おもう……」

「じゃあ、あっちのゆっくりめのやつにしておこうか」
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　純じゅんくんは、速はやいのが好すきなのかな？

　ラビランドには、小ちいさい子こどもむけの、あんまり怖こわくないアトラクションも、多おおいんだ。

　わたしに合あわせてもらってたら、悪わるいなと思おもったけど……。

　降おりたあとの純じゅんくんが、楽たのしそうだったからよかった。

　そのあとも、メリーゴーランドみたいな、怖こわくないものを選えらんでくれて……。

　すっごく楽たのしい！

　射しゃ的てきゲームでは、なんと二個こもぬいぐるみを取とったんだ。

「純じゅんくん、すごい！」

「たまたまだよ。あのあとは当あたらなかったし……」

　でも、ホイップちゃんとクラウドくんを、一個こずつ取とれたんだから、すごいよね。

　純じゅんくんがホイップちゃんのぬいぐるみを差さしだしてきた。

「よかったら、一個こずつ持もっておかない？　今日きょうの記き念ねんに」

「……いいの？」

「もちろん」

　ふわりとほほ笑えむ純じゅんくんから、ホイップちゃんを受うけ取とって、わたしはぬいぐるみをぎゅっと抱だきしめた。

　純じゅんくんと、ペアのぬいぐるみなんて……。

「ありがとう。大だい事じにするね」

　好すきな人ひととおそろいのものを持もつって、こんなにうれしいものだったんだ……。

　自じ分ぶんの部へ屋やの学がく習しゅう机づくえの上うえに飾かざろう。いつも見みえるところにおいておきたいな。

　わたしは、左ひだり手てにホイップちゃんを抱かかえた。

　右みぎ手ては、純じゅんくんの左ひだり手て。この体たい温おんにも、慣なれてきたなと思おもったら──。

「えっ……え!?」

　純じゅんくんが、指ゆびをからませてきたんだ！

　これって……これって『恋こい人びとつなぎ』っていうやつだよね!?

　うわわわっ！　ふつうに手てをつなぐのにすら、やっと慣なれてきたところだったのに！

「りなちゃん、次つぎは観かん覧らん車しゃに乗のらない？」

　いっぱいいっぱいになりながら、うなずこうとした、そのときだった。

「ストーップ!!」

　わたしと純じゅんくんの間あいだに、だれかの長ながい腕うでが伸のびてきたんだ。
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　とつぜんのことで、思おもわず純じゅんくんの手てをはなして、飛とびあがってしまった。

　立たちはだかった腕うでの主ぬしは──。

「～～～～～～～お兄にいちゃんっ!?」

　純じゅんくんが、そう叫さけぶ。

　そう、わたしたちのすぐそばに、純じゅんくんのお兄にいさんの、明あきらさんと遥はるかさんがいたんだ！

　えぇっ!?

　どうしてここに!?

　お兄にいさんたちとは、純じゅんくんの家いえにお泊とまりしたときに、一いち度ど会あったことがある。

　純じゅんくんのお兄にいさんだけあって、すっごくかっこいいんだ。

　二人ふたりとも大だい学がく生せいで、きっと、純じゅんくんみたいにファンが多おおいんだろうなぁって思おもってた。

　お泊とまりしたとき、お兄にいさんたちはわたしに、純じゅんくんの学がっ校こうでの様よう子すをいろいろ聞きいてきて。純じゅんくんのこと、すごく大だい事じなんだなぁと感かんじたっけ。

　あのときは、すごくにこやかに迎むかえてくれた。

　だけど、今いまはなんだか、きつい目めでにらまれているような……？

「純じゅん……おまえもしかして……」

「里り奈なちゃんと、付つき合あってるのか!?」

　わっ！

　お兄にいさんたちが、直ちょっ球きゅうで言いい当あててくる。

「友ともだち同どう士しで遊あそびにきただけかと思おもったけど、それは……付つき合あってる空くう気きだよな？」

　低ひくい声こえで、静しずかに言いうお兄にいさんたち。

　なんだか、すごく怖こわい……。

「そうだけど？」

　純じゅんくんが、直ちょっ球きゅうでこたえる。

　ファンの子こたちから問といつめられたときも、そうだったけど……純じゅんくんって、いつも堂どう々どうとしているんだよね。

　そのとたん、お兄にいさんたちの顔かおがさらに厳きびしくなった。

　この空くう気きって……。

「────俺おれたちは、反はん対たいだ！」
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　わたしたちをまっすぐに見みて、言いいはなった明あきらさんに、胸むねがギュッとなる。

　となりに立たつ遥はるかさんは、黙だまってるけど、同おなじ意い見けんのよう。

　反はん対たい、って……！

　わたしと純じゅんくんの付つき合あいにってことだよね？

　こんな厳きびしい顔かおをされちゃうなんて……。

　どっ、どうしたらいいの!?

　身み動うごきできないわたしの前まえに、純じゅんくんが進すすみでる。

「いや、待まって？　私わたしたちについて、兄あに貴きたちが反はん対たいとか言いう権けん利りないでしょ！　そもそも兄あに貴きたち、まさか朝あさから、ずっとつけてたの!?」

　いきなりケンカごしの純じゅんくん。

　お兄にいさんたちは、一いち度ど顔かおを見み合あわせてから、純じゅんくんにむきなおった。

「「そうだけど？」」

「当あたり前まえのことみたいに言いわないでよ！　それ、サイッテーなことだからね!?」

　たしかに、ずっとあとをつけられてたなんて、すごく恥はずかしいけど……。

　怒おこってる純じゅんくんに、お兄にいさんたちは、わけがわからなそうだ。

「俺おれたちは、純じゅんのことが心しん配ぱいなんだよ。おまえ、最さい近きんなんか、態たい度どがおかしかったぞ。だから、てっきりわるいやつに引ひっかかってるんじゃないかって」

「おまえが家か族ぞくに……俺おれたちに、かくしごとするなんて……」

「かくしごとって……！　私わたし、もう中ちゅう学がく生せいだよ!?　なんでいちいち報ほう告こくしなきゃいけないの!?」

　どっ、どうしよう……！

　三人にんの言いい争あらそいは、ヒートアップしていく。

　わたしは、なにも口くちをはさめなくて……。

「あーも───!!　兄あに貴きたち、ウザイ[image: !!!]」

　純じゅんくんが、きっぱりと言いいはなって、お兄にいさんたちの顔かおが凍こおりつく。

「りなちゃん、行いこう！」

　とつぜんくるっと振ふりむいた純じゅんくんに、わたしは手てを取とられた。

　純じゅんくんは、空あいてる手てで、お兄にいさんたちにビシッと指ゆびを差さした。

「とにかく！　もうついてこないでよ!?　ついてきたら、絶ぜっ交こうだからね!!」

　絶ぜっ交こうと言いわれた瞬しゅん間かん、お兄にいさんたちの顔かおが、さらにひきつった。

　わたしは純じゅんくんに手てをひっぱられながら、歩あるきだす。

　絶ぜっ交こうと言いわれた手て前まえ、お兄にいさんたちは、その場ばから動うごけないみたい。

　振ふりかえると、厳きびしさと、心しん配ぱいがごちゃまぜになったような顔かおのお兄にいさんたちが、目めに入はいった。

　かるく頭あたまを下さげたけど、お兄にいさんたちは返かえしてくれないまま。

　純じゅんくんは、どんどん進すすんでいく。

　わたしは、小ちいさくなっていくお兄にいさんたちを、ときどき振ふりかえることしかできなかった……。
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　お兄にいさんたちが見みえなくなって、しばらく歩あるいてから、純じゅんくんはようやく歩ほ調ちょうをゆるめた。

　少すこしは気き持もちが落おちついたようだけど、純じゅんくんはまだ口くちを開ひらかない。

　そうとうショックだったんだろうな……。

　たどり着ついた先さきは、観かん覧らん車しゃだった。

　さっき、乗のろうって言いってたから……。

　そこまで人ひとが並ならんでなくて、すぐに乗のることができた。

　ずっとかたい表ひょう情じょうをしてた純じゅんくんだったけど、二人ふたりで乗のりこんだゴンドラが動うごきだすと、ようやく、深ふかいため息いきをついた。

「ごめんね、りなちゃん。いやな思おもいさせちゃって」

「ううん！　いやだなんて……。ちょっとびっくりしたけど」

　あらためて、さっき言いわれたことを、思おもいだした。




　──俺おれたちは、反はん対たいだ！




　まさか、あんなふうに言いわれるなんて……。

　純じゅんくんのおうちに行いったときは、まだ付つき合あってなかったから、ただの『友ともだち』として、快こころよく迎むかえてもらえた。

　でも、わたしが『純じゅんくんの恋こい人びと』になったら、あんな態たい度どをされちゃうんだ……。

　まだ、胸むねが冷つめたくドキドキしてる。

「りなちゃん、兄あに貴きたちのことなんか、気きにしないでね？」

「えっ？」

　うつむくわたしに、純じゅんくんが言いった。

　顔かおを上あげると、きっぱりとした表ひょう情じょうの純じゅんくんと、目めが合あった。

「兄あに貴きたちがああなのは、今いまに始はじまったことじゃないし。兄あに貴きたちに反はん対たいされたって────私わたしの気き持もちは、絶ぜっ対たいに変かわらないんだから。信しんじて」

　まっすぐに見みつめながら、はっきりと言いってくる純じゅんくん。

　真しん剣けんな瞳ひとみに、顔かおが熱あつくなってきちゃった。

「う、うん。わたしも……！」

　わたしがそう言いうと、純じゅんくんはうれしそうに、にこっとする。

　観かん覧らん車しゃはもうずいぶん高たかいところにきていて、純じゅんくんは外そとの景け色しきに目めをやった。

　きれいな景け色しきだなって、わたしも思おもうけど……。

　どうしても、お兄にいさんたちのことを考かんがえてしまう。

　お兄にいさんたち、すごく怒おこっていたし、心しん配ぱいしてるようだったよ？

　あとをつけてきてたのはどうかと思おもうけど……大だい事じな妹いもうとがかくしごとをしてるみたいで……しかも、女おんなの子こと付つき合あってるって知しったら。

　ただの友ともだちだと思おもってたわたしが、恋こい人びとだったなんて知しって、ショックだったにちがいない。

　両りょう想おもいになったのは、純じゅんくんの家いえに行いったあとのことだから、だましたつもりはなかったけど……。

　お兄にいさんたちからしたら、裏うら切ぎられたみたいに感かんじたのかも。

　黙だまったまま、窓まどの外そとの景け色しきをながめている純じゅんくんに、わたしはなにも言いうことができない。

　なんだかんだ言いいながら、すごく仲なかのよさそうな兄妹きょうだいだった。

　わたしはひとりっ子こだから、すごくうらやましかったのに。

　それが、あんなふうに険けん悪あくになっちゃうなんて……。

　お兄にいさんたちの、最さい後ごに見みた表ひょう情じょうが、頭あたまからはなれない。

　わたし、どうしたらいいんだろう……。
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　────村むら瀬せくんへの気き持もちはわすれて、部ぶ活かつに集しゅう中ちゅうするっ！

　そう決きめたのに、うまく切きり替かえられない日ひ々びが、つづいていた。

　ため息いきをつきながら、むかえた朝あさ。

　朝あさからこんな気き分ぶんだなんて、つらいなぁ。

　そう思おもいながら、昇しょう降こう口ぐちで、靴くつを履はきかえていたときだった。

「アンリちゃん、おはよう……」

　その声こえに振ふりかえると──。

「ど、どうしたの!?　里り奈なちゃん！」

　そこには、どんよりと重おも苦くるしい表ひょう情じょうをした里り奈なちゃんが、立たっていた。

　な、なにごと!?

「アンリちゃん、わたし……純じゅんくんと別わかれなきゃいけないかもしれない……」

　里り奈なちゃんが、消きえ入いりそうな声こえで言いった。

　えっ!?　どういうこと!?
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　里り奈なちゃんの話はなしを聞きくために、私わたしたちは、体たい育いく館かんそばのわたり廊ろう下かに移い動どうすることにした。

　ホームルームまで、まだ少すこし時じ間かんがある。

　今いまの時じ間かん、ここならあんまり、人ひとがこないはずだから。

　ひみつの話はなしをするには、ぴったりな場ば所しょなんだ。

　わたり廊ろう下かについてみると、予よ想そうどおり、だれのすがたもなかった。

　段だん差さにならんで座すわって、私わたしは里り奈なちゃんに話はなしの続つづきをうながした。

　週しゅう末まつにあったできごとを話はなし終おえた里り奈なちゃんは、肩かたを落おとしてしまっている。

　なんて声こえをかけたらいいんだろう……。

　前まえにも、純じゅんのファンたちから、反はん対たいされたことはあった。

　でも、二人ふたりとも、みんなの前まえで堂どう々どうと交こう際さい宣せん言げんをして、反はん対たいを乗のりこえたんだ。

　それなのに……

　今こん度どのかべは、まさか純じゅんのお兄にいさんたちだなんて……。

　純じゅんのお兄にいさんたちとは、私わたしも何なん度どか会あったことがある。

　たしかに、けっこう溺でき愛あい気ぎ味みではあったかな？

「あのあと考かんがえていたら……やっぱりわたし、別わかれたほうがいいのかなって……」

「里り奈なちゃん、そんなに思おもいつめなくても！」

　もともと、里り奈なちゃんはそんなに楽らっ観かん的てきな性せい格かくじゃない。

　だから、そう思おもっちゃうのかもしれないけど！

「だって、あんなにすてきな兄妹きょうだいが、わたしのせいで……」

　里り奈なちゃんが泣なきそうな顔かおで言いう。
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　どうしたらいいんだろう……。

　純じゅんのお兄にいさんたちは、昔むかしから、純じゅんのことを、すっごくかわいがっていた。

　純じゅんが中ちゅう学がくに上あがってからは、いつ恋こい人びとができるかってヒヤヒヤしてたらしいし……。

　しかも、できたのが『同どう性せいの恋こい人びと』なんだもんね。

「それに、女じょ子し同どう士しだからダメって、思おもわれてるのかも……」

「そ、そんなことは……」

　同どう性せい同どう士しの恋れん愛あいが理り解かいされつつはあるけど、お兄にいさんたちが、どう思おもってるかはわからない。

　ずっと、『彼かれ氏し』ができないか心しん配ぱいしてたお兄にいさんたちだから、その可か能のう性せいがないとも言いい切きれないし……。

　どうしよう！　うまいアドバイスが思おもいつかない！

「それで、純じゅんはおうちでどうしてるんだろうね？」

「純じゅんくんは、あれ以い来らいずっと、お兄にいさんたちのことを無む視ししてるらしいんだ……。でもそれって、おうちの空くう気きが、ぎすぎすするでしょ？　わたしのせいでそんなことになってると思おもったら、苦くるしくなって……」

　それで、「別わかれなきゃいけない」か。

　あいかわらずというか、なんというか……。

「でも里り奈なちゃん、それは飛ひ躍やくしすぎだと思おもうよ？　お兄にいさんたちのために、純じゅんと別わかれてもいいなんて、本ほん気きで思おもってるわけじゃないでしょ？」

「もちろんだよ！」

　里り奈なちゃんは、ガバッとこっちをむいて、あわてて言いう。

　それを聞きいて、安あん心しんした。

「純じゅんだって、ぜんぜん望のぞんでないと思おもうよ？」

「それは、そうだけど……。純じゅんくんもお兄にいさんたちも、あんなにかっこいいんだもん……。わたしなんかが、お兄にいさんたちに認みとめてもらえる気きがしないよ……」

「『わたしなんか』って。里り奈なちゃんは、もっと自じ信しん持もっていいと思おもうんだけどなぁ」

「アンリちゃんはそう言いってくれるけど、むりだよぉ……」

　里り奈なちゃんが、背せ中なかを丸まるめる。

　転てん校こうが多おおかったせいで、ずーっと、人ひと付づき合あいに苦にが手て意い識しきを持もっている里り奈なちゃん。

　この学がっ校こうに転てん校こうしてきてからは、友ともだちが増ふえたけど……。

「ファンの子こたちから、反はん対たいされたときは、堂どう々どうと言いい返かえしてたのに？」

「あ、あのときは……純じゅんくんが先さきに、宣せん言げんしてくれてたから、いきおいもあって……。でも、ファンに反はん対たいされるのと、家か族ぞくからされるのとはぜんぜんちがうよ。純じゅんくんの大たい切せつな人ひとたちなんだよ？　考かんがえれば考かんがえるほど、どんどん悪わるいことしか考かんがえられなくなっちゃって……」

「それもそうだよねぇ……」

　それに、『はじめての恋こい人びと』なんだ。

　なにもかもがはじめてなんだから、どうしていいかわからなくても、当あたり前まえだよね。

　とはいっても、私わたしだって恋こい人びとがいたことはないんだから、うまいアドバイスなんて、思おもいつくわけもなくて。

「どうしたらいいんだろう……」

「ほんとにね……」

　二人ふたりで肩かたを落おとしてしまう。

「とにかく、純じゅんにもう一いち度ど相そう談だんしてみたら？」

「純じゅんくん、『気きにしなくていい、絶ぜっ対たいに兄あに貴きたちの言いいなりになんかならない』って言いうばかりなんだよね……」

「そ、そうかぁ」

　純じゅんの気き持もちも、わからなくはない。

　意い地じを張はってるだけにも見みえるけど、長なが年ねんあのお兄にいさんたちのそばにいたら、反はん発ぱつしたくもなるだろう。

　妹いもうとがかわいいのはわかるけど、ちょっと極きょく端たんすぎるもんね。

　いつまでも、妹いもうとばなれできないのは困こまる。

　純じゅんにとっては、これがいい機き会かいだって、思おもったんだろうけど……。

　でも、純じゅん……。

　恋こい人びとの里り奈なちゃんが、こんなに悩なやんでるのに、ほうっておいていいの？

　恋れん愛あいって、どうしてこうも、うまくいかないことばかりなんだろう。

　まるで恋れん愛あいの神かみさまが、次つぎ々つぎと試し練れんを与あたえてるみたい。

　二人ふたりでため息いきをついたところに、予よ鈴れいが鳴なった。

「話はなし聞きいてくれて、ありがとね」

「ううん、なにも言いえなくて、ごめん……」

　本ほん当とうに、うまくいかないことばかりだ。
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　放ほう課か後ごの体たい育いく館かんに、ボールの音おとと、男だんバス部ぶ員いんたちの声こえが響ひびく。

　俺おれ──村むら瀬せ稔みのるにとって、学がっ校こう生せい活かつの中なかで、一いち番ばん好すきな時じ間かんだ。

　それなのに、最さい近きんは──。

「村むら瀬せ！　あぶない！」

　その声こえに、はっとした……けど遅おそくて、ボールが俺おれの顔がん面めんに、クリーンヒット！

　いきおいで、うしろに倒たおれこむ。

「いっってえぇぇ!!」

「おい、大だい丈じょう夫ぶか？」

「大だい丈じょう……夫ぶじゃないです……」

　鼻はな血ぢは出でてないようでよかった。

　でも、ちょっと冷ひやさないと、痛いたすぎる。

　俺おれはよろめきながらコートわきに出でて、タオルを濡ぬらしてこようと取とりにいった。

　パス練れん習しゅうでペアになってた部ぶ長ちょうが、ついてきてくれる。

「うわー、赤あかくなってる。わりぃな」

「いえ、ぼんやりしてた俺おれが、悪わるいんですから」

　そうこたえて、ずっと頭あたまから追おいやろうとしていたことを、また思おもいだしてしまった。




『────言いっとくけど、私わたし、村むら瀬せくんと付つき合あうつもり、ぜんぜんないから！』




　男だん子しバスケ部ぶのマネージャーの吉き良らアンリから、そう言いわれたのは、先せん週しゅうのこと。

　あの瞬しゅん間かん、俺おれの頭あたまの中なかは、真まっ白しろになった。

　俺おれにとっての『初はつ恋こい』──羽はね倉くら麻ま友ゆセンパイへの想おもいは、告こく白はくすらできずに終おわったから。

　次つぎの恋こいは、絶ぜっ対たいにがんばるって、決きめていた。

　それなのに……。

　次つぎに好すきになったのが、同おなじ部ぶ活かつのマネージャーの吉き良らで。

　しかも『部ぶ内ない恋れん愛あい禁きん止しのおきて』があるなんて。

　付つき合あえないならしょうがないなんて、あきらめられるなら、はじめから好すきになってない。

　そんなおきて、変かえてやる！　と、俺おれは部ぶ員いんを納なっ得とくさせるべく全ぜん員いんに勝しょう負ぶを挑いどんでいたんだ。

　だけど、吉き良らにあんなことを言いわれてしまった。

　あと対たい決けつするのは部ぶ長ちょうと副ふく部ぶ長ちょうだけってとこまできたのに、根こん本ぽんからくつがえす吉き良らの言こと葉ばだ。

　それから数すう日じつ経たった今いまも、俺おれはどうしたらいいのか、ぜんぜん答こたえは出でていない。

　秋あき空ぞらの空くう気きは冷つめたくて、濡ぬらしたタオルを振ふれば、またひんやりする。

　タオルを何なん度どか当あてたりはなしたりしていたら、顔かおの痛いたみも引ひいてきた。

「すみません、部ぶ長ちょう。もうもどれそうです」

「ちょうど休きゅう憩けいに入はいったし、もう少すこし冷ひやしとけよ」

　もうそんな時じ間かんだったか。

　部ぶ長ちょうを付つき合あわせちゃって、なんだか悪わるかったな。

「──村むら瀬せ、吉き良らさんと、なんかあった？」

　薮やぶから棒ぼうに聞きかれて、深ふかく吸すいかけた空くう気きが変へんなとこに入はいって、思おもいっきりむせてしまった。

「げほっ、ごほっ……なんで……」

「大だい丈じょう夫ぶか？　なんでって、そんなに元げん気きなけりゃ、すぐわかるだろ。吉き良らさんも、なんか様よう子すがおかしいし」

　そっか、そりゃそうだよな……。

　先せん週しゅうまで、「おきてを変かえる！」って息いき巻まいてたのに、今こん週しゅうは『おきて』の『お』の字じも出ださないんだもんな。

　気きづかれて当とう然ぜんだ。

「…………振ふられちゃったんですよね」

「え？」

「俺おれと付つき合あうつもりはないって、はっきり言いわれちゃって。俺おれ、バカですよね～。一人ひとりで盛もり上あがって、おきてを変かえるなんつって空から回まわりして……」

　吉き良らがどう思おもってるかなんて、考かんがえてなかった。

　おきてをくつがえすほうが先さきで、それから、アタックすればいいって思おもってた。

　っていうか、やっぱりなにも考かんがえてなかったかも。

　これまで、クラスでもわりと仲なかがよくて、部ぶ活かつでもよく話はなしてるほうだと思おもっていたし。

　吉き良らと話はなすのは楽たのしくて。

　あいつもきっと、同おなじように思おもってくれてる気きがしていたけど……。

　本ほん当とうは、ずっと、困こまらせてたのかも？

　……そう思おもったら、吉き良らにどう接せっしたらいいのか、わかんなくなった。

　切きり替かえて、バスケに集しゅう中ちゅうできたらよかったんだけど、部ぶ活かつに行いっても、吉き良らのすがたがある。

　吉き良らのほうを見みたらいけない気きがするし、かといって、考かんがえないようにしようと思おもっても、つい考かんがえてしまう。

　そうしてるうちに、顔がん面めんでボールを受うけてしまったんだ。

「え、ほんとに吉き良らさんから、そう言いわれたのか？　付つき合あうつもりはないって？」

「そうっすよ。てか、あんまり繰くりかえさないでくださいよ～。傷きずついてるんすから」

　冗じょう談だんっぽく言いったけど、あらためて聞きいて、またダメージを受うけた。

　失しつ恋れんって、何なん度どしても慣なれることはないんだな。

　慣なれたくない気きもするけど……。

「………………だから俺おれが、おきてを変かえる意い味み、なくなっちゃったんすよねぇ」

　吉き良らは、はっきりと「おきてを変かえるなんて、やめなよ」って言いった。

　だからこれ以い上じょう、動うごきようがないんだ。

「気き持もちはわからなくもねーけど……。ふーん、村むら瀬せは吉き良らさんに言いわれたから、おきてを変かえるのやめちゃうんだ？」

「へ？」

　部ぶ長ちょうは、真しん剣けんな表ひょう情じょうで、俺おれのことを見みてくる。

　なんだか、俺おれが悪わるいことをしているかのようで、動どう揺ようしてしまう。

「おまえは、おきてはおかしいと思おもって、変かえようとしてたんだろ？　だけど、振ふられたからってあきらめるんだ？　結けっ局きょく、自じ分ぶんのためだけだったの？」

　そう言いわれて、俺おれはなにも言いえなくなってしまった。

　言いわれてみれば、たしかにそうだ。

　俺おれの恋こいが叶かなうことと、『おきてを変かえること』とは関かん係けいない。

　たとえば、いつか、俺おれのほかに「部ぶ内ない恋れん愛あいをしたい」ってヤツが現あらわれるかもしれないわけだし。

　それなら、今いま、俺おれがおきてを変かえられることに、意い味みがあるんじゃないか？

　でも、それって……。

「けっこう、酷こくなこと言いうっすね、部ぶ長ちょう」
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　俺おれの恋こいは実みのらないのに、だれかのために、おきてを変かえる？

　しかも『部ぶ内ない恋れん愛あい』っていったら、『吉き良らが、ほかのだれかと』って確かく率りつが、高たかくなるよな？

　おもわず、うめき声ごえが出でそうになる。

　モチベーションなんて、上あがるはずもない。

「でも、おきてをおかしいと思おもったのも、事じ実じつなんすよね。おきてを変かえたいって気き持もちは、変かわってない……たとえ俺おれのためじゃなくても」

　たとえば来らい年ねん、新しん入にゅう生せいでマネージャーが入はいってきたとしたら、その子こと部ぶ員いんのだれかが、恋れん愛あいすることもあるかもしれない。

　そんなとき、俺おれがおきてを変かえていたら……？

　いや、恋こいが叶かなってない自じ分ぶんが、すっげーむなしくなりそうだけど！

　一いち番ばんはじめに、勝しょう負ぶを始はじめようって決きめたときのことを、思おもい返かえした。

　俺おれの恋こいを叶かなえたい気き持もち半はん分ぶん、おかしいと思おもうおきてを変かえたい気き持もち半はん分ぶんだったはずだ。

　叶かなわなかったのは、その半はん分ぶんだけ。

　じゃあ、残のこった半はん分ぶんのために、あがいてもいいのか？

　もしおきてを変かえられたら、俺おれの気き持もちのもう半はん分ぶんは、報むくわれるはずだ。

　しんどい恋こいでも、ムダなんかじゃなかったって。

　思おもえる…………のか？

　俺おれの顔かおつきが変かわったことに気きづいたのか、部ぶ長ちょうが俺おれにむかって、ニッと笑わらいかけてくる。

「自じ分ぶんの気き持もちが叶かなっても叶かなわなくても、村むら瀬せが動うごいたっていう事じ実じつは、大だい事じだと思おもうよ。第だい一いち、オレ、村むら瀬せが本ほん気きだと思おもったから、勝しょう負ぶに挑ちょう戦せんしていいって言いったんだけどな」

「ははっ。こんなとこで俺おれがあきらめちゃったら、部ぶ長ちょうの面めん目ぼく丸まるつぶれっすか？」

「おーまーえーなー！　わかってんなら、弱よわ気きになんなよ！　村むら瀬せらしくないぞ？」

　それに……と俺おれは思おもい直なおす。

　これから先さきずーっと、吉き良らの気き持もちが変かわらないとは限かぎらない。

　可か能のう性せいは１％パーセント以い下かかもしれないけど……もしかしたら、吉き良らが俺おれのことを好すきになってくれることだって、あるかもしれない。

　あんまりしつこくすると、嫌きらわれそうだから、グイグイはいかないけど……。

　でも、俺おれが勝かっ手てに吉き良らを好すきでいるのは、いいはずだよなっ!?

「────部ぶ長ちょう！　俺おれ、やっぱ勝しょう負ぶ再さい開かいしたいです！」

「それでこそ、村むら瀬せだな」

　ぐるぐる悩なやんでばかりいても、なにも始はじまらない。

　まだ、胸むねは痛いたむけど……。

　その痛いたみが気きにならなくなるくらい、ダッシュしちゃったほうが、俺おれには合あってる！

　走はしってるうちに、胸むねより足あしのほうが痛いたくなるかもしれないしな！

「あと勝しょう負ぶしてないのはオレと副ふく部ぶ長ちょうだったよな？　内ない容よう考かんがえておくから、覚かく悟ごしとけよ？」

「はい！」

　俺おれの二度ど目めの恋こいは、始はじまる前まえに振ふられちゃったけど……。

　でも、このままあきらめるなんて、できないんだ！
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　村むら瀬せくんに、「付つき合あうつもりはない」と伝つたえてから、数すう日じつが経たった。

　あれ以い来らい、私わたしは村むら瀬せくんの顔かおを見みることができずにいた。

　村むら瀬せくんと、目めが合あうのが怖こわくて……。

　なるべく会あわないように、話はなさずにすむようにって、さけてしまうんだ。

　このままじゃ、ダメだよね……。

　同おなじクラスで、同おなじ部ぶ活かつ。私わたしの態たい度どがおかしいことに、気きづきはじめてる子こもいる気きがする。

　とくに、部ぶ活かつのときは、思おもいっきり顔かおをそむけちゃうことさえあって……。

　部ぶ員いんのみんなが、なにも言いってこないのが、逆ぎゃくに気きまずい！

　もともと『ただの友ともだち』で、それは変かわらないはずなのに。

　ただの友ともだちって、どんなふうに話はなすものなんだっけ……？

　このままじゃダメなのに……。

　村むら瀬せくんのほうも、話はなしかけてこなくなった。

　……当とう然ぜんだよね。

　あんなふうに言いわれたのに、前まえとまったく変かわらずに接せっしろって言いうほうがムリだよね。

　でも、村むら瀬せくんの性せい格かくなら、気きにせず話はなしかけてくるかも、なんてちょっと期き待たいしてたんだ。

　そうしたら、私わたしもなにもなかったみたいに返へん事じをして……なんて。

　人ひとの力ちからをあてにするようなこと、考かんがえちゃダメだったよね。

　私わたしのほうから、話はなしかければよかったんだけど、つらそうな村むら瀬せくんを見みたらできなくて……。

　……このまま、『親したしくない』ただのクラスメイトになっていっちゃうのかな。

　でも、これは私わたしが選えらんだことだ。

　村むら瀬せくんとは、絶ぜっ対たい、恋れん愛あいできないんだから。

　そう思おもうのに、私わたしの心こころは、ずっと痛いたいままだった。

　早はやくこの想おもいなんて、消きえてしまえばいいのに……。
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　部ぶ活かつのない日ひには、安あん心しんさえしてしまっている自じ分ぶんがいる。

　今日きょうは、どの部ぶ活かつも体たい育いく館かんを使つかっていない。

　体たい育いく館かんのそばを通とおりかかって、なんとなく入はいってみることにした。

　だれもいない体たい育いく館かんは、静しずまりかえっている。

　だれかが片かたづけわすれたのか、すみのほうに、バスケットボールが一つ転ころがっていた。

　スリーポイントラインの前まえに立たって、ボールを放はなってみるけど……。

　足あしをかばいながらじゃ、ぜんぜん届とどかなくて。

　ボールはゴールにかすりもせずに、ポンポンと転ころがっていった。

「やっぱり、ムリか……」

　思おもえば、体たい育いく館かんは、ずっと私わたしの好すきな場ば所しょだった。

　小しょう学がく生せいのときは、コートの中なかを走はしりまわって。

　中ちゅう学がく生せいになってからは、コートの外そとから選せん手しゅたちを支ささえて。

　ずっとずっと、大だい好すきなバスケと触ふれあってきた場ば所しょだったんだ。

　それなのに……今いまはただ、部ぶ活かつに行いくのがつらい。

　やっぱり私わたしは、村むら瀬せくんのことが好すきだ。

　どうしたってこの気き持もちを消けすことなんて、できないってことを思おもい知しらされるよ……。
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「もう、どうしたらいいんだろう……」

　思おもわずその場ばにしゃがみこんでしまった、そのときだった。

「アンリちゃん？」

　聞きこえてきた声こえに、顔かおを上あげた。

　そこにいたのは──。

「葉は月づき先せん輩ぱい……!?　どうしてここに……」

　引いん退たいした三年ねん生せいの男だんバスのマネージャーの先せん輩ぱい、葉は月づき先せん輩ぱいだった。

　そのすがたを目めにしたとたん、思おもわず目めがうるんでくる。

　葉は月づき先せん輩ぱいは、すごくたよりになる先せん輩ぱいだった。

　部ぶ員いんみんなが葉は月づき先せん輩ぱいをしたっていて、私わたしの大だい好すきな先せん輩ぱいでもあるんだ。

　でも……。

「アンリちゃんが、体たい育いく館かんに入はいっていくのが見みえて…………大だい丈じょう夫ぶ？」

　尋たずねてくる葉は月づき先せん輩ぱいに、私わたしはなにを言いったらいいのかわからない。

　だって、葉は月づき先せん輩ぱいが、私わたしの恋こいを応おう援えんしてくれるわけがない。

　部ぶ内ない恋れん愛あい禁きん止しのおきては、葉は月づき先せん輩ぱいのお姉ねえさんが原げん因いんで、できたんだ。

　こんなところ、見みられたくなかった……。

「部ぶ活かつで、なにかあったの？」

　やさしく背せ中なかをなでて、そう聞きいてくる葉は月づき先せん輩ぱい。

　答こたえられないことが、答こたえになってしまう。

「もしかして、私わたしが言いったことで、問もん題だいになっちゃったとか……」

「いえ、葉は月づき先せん輩ぱいのせいじゃないです……私わたしが、ちゃんとマネージャーをできてないから……」

　私わたしが、自じ分ぶんの想おもいを消けしさえすれば、すべてはうまくいくんだ。

　それなのに、いつまでもずるずると引ひきずって……。

　本ほん当とうに、マネージャー失しっ格かくだ。

「アンリちゃんは、しっかりやってるよ」

「そんなことないんです。私わたし………………私わたし、もう男だんバスをやめようかと思おもって……」

　ここ数すう日じつ、それしかないのかもって思おもっていたこと。

　それが、ついぽろっと、口くちからこぼれだしてしまっていた。

　まさか、一いち番ばんに葉は月づき先せん輩ぱいに言いってしまうなんて。

　こんなふうに口くちに出だしてしまったら、きっと──。

「あのおきてが原げん因いん……なんだよね？」

　そう言いわれるのがわかってたのに。

　でも、口くちから出でてしまった言こと葉ばは、なかったことにはできない。

　私わたしは、葉は月づき先せん輩ぱいに全ぜん部ぶを話はなすことにした。
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　かべにもたれかかって座すわって、私わたしは事ことのいきさつを、葉は月づき先せん輩ぱいに話はなした。

　葉は月づき先せん輩ぱいは、あいづちを打うちながら、最さい後ごまで聞きいてくれた。

「──だから、私わたしが部ぶ活かつをやめれば、すべてうまくいくんじゃないかって思おもったんです……」

　村むら瀬せくんは、もう私わたしのことはきっぱりわすれて、バスケに集しゅう中ちゅうしたいって思おもってるはず。

　私わたしがマネージャーをしてたら、きっと気きが散ちってしまう。

　もうずっと、いつもの元げん気きがない。

　そんな村むら瀬せくんを見みてるのは、私わたしだってつらい。

　私わたしが男だんバスをやめれば……村むら瀬せくんがバスケに集しゅう中ちゅうできて、チームも強つよくなって、全ぜん部ぶ解かい決けつするんだ。

　村むら瀬せくんの……みんなのためになるんだから。

　私わたしがバスケを捨すてるべきだって、頭あたまではそう思おもうのに……苦くるしくて苦くるしくてしかたがない。

「……アンリちゃんが、部ぶ活かつをやめることはないよ」

　そう言いって、葉は月づき先せん輩ぱいがハンカチを差さしだしてくる。

　私わたしは、こらえきれなかった涙なみだを拭ぬぐった。

「……村むら瀬せくんのことが好すきなんだね」

　葉は月づき先せん輩ぱいは、静しずかに言いった。

　私わたしは、はなをすすって、ただうなずく。

　幸しあわせな恋こいをできたら、よかった。

　だれにも迷めい惑わくをかけないで、毎まい日にち学がっ校こうにくるのが楽たのしくなるような、そんな恋こい。

　それができていたら、相そう乗じょう効こう果かで、バスケ部ぶをもっと、がんばれたんじゃないかな？

　好すきな人ひとと、好すきなこと。

　そろっていたら、幸しあわせなはずなのに、うまくいかない。

　恋こい心ごころを消けす消けしゴムがあれば、いいのに……。

「村むら瀬せくんが、おきてを変かえる勝しょう負ぶに挑ちょう戦せんしてるって聞きいたよ。まさか、そんなことを言いいだす部ぶ員いんが現あらわれるなんて、びっくりした」

　葉は月づき先せん輩ぱいは、ふふっと笑わらった。

　引いん退たいした三年ねん生せいの先せん輩ぱいたちの間あいだで、ウワサになってるのかな？

　何なん年ねんも、みんなが守まもってきたおきてを、一年ねん生せいが変かえようとしてること。

　先せん輩ぱいたちは、どう思おもったんだろう。

「みんな、『村むら瀬せならやりかねない』って言いってた」

　笑わらいながら言いう葉は月づき先せん輩ぱいに、ちょっとだけ、ほっとした。

　村むら瀬せくんに悪わるい印いん象しょうをもたれるのは、いやだったから。

「それにね……聞きいたとき、私わたし、なんだか肩かたの荷にが下おりたような気きがしたんだ」

「え……？」

　思おもわずまじまじと顔かおを見みつめてしまった私わたしに、葉は月づき先せん輩ぱいは、ふわりと笑わらいかけてくる。

「村むら瀬せくんが部ぶ長ちょうに、みんなを納なっ得とくさせるって言いったって聞きいて、はっとしたんだ。私わたしは『おきては絶ぜっ対たいに守まもらないと』って、深ふかく考かんがえずに思おもいこんでたのかもって、気きづいて……」

　葉は月づき先せん輩ぱいは、後こう悔かいしているようだった。

　それはまるで……。

「ごめんね、アンリちゃん」

「～～～～先せん輩ぱいが、謝あやまることないです……」

　先せん輩ぱいは、私わたしに対たいして、申もうし訳わけないって思おもってくれてるみたい。

　でも、おきてはおきてだ。

　別べつに葉は月づき先せん輩ぱいが悪わるいわけじゃない。

『おきて』として決きめられたことには、ふつうの人ひとなら、疑ぎ問もんももたずに従したがうんじゃないかな。

　葉は月づき先せん輩ぱいは、ふるふると横よこに首くびを振ふる。

「それでも、私わたしが言いったことのせいで、アンリちゃんを苦くるしめてしまったから」

　葉は月づき先せん輩ぱいに反はん対たいされなくても、私わたしは悩なやんでいたと思おもう。

　村むら瀬せくんみたいに、『おきてを変かえる』って意い気きごみを持もてたらよかった。

　もしくは、きっぱりと恋こい心ごころを捨すてられたらよかった。

　どっちも選えらべなかったから、一人ひとりで思おもい悩なやむ羽は目めになったんだ。

「アンリちゃんは、村むら瀬せくんのことが好すきなんだよね」

　あらためて聞きかれると、恥はずかしいけど……。

　私わたしは、ハンカチをぎゅっと握にぎった。

「…………はい」

　消きえ入いりそうな声こえだったけど、二人ふたりっきりの体たい育いく館かんでは、葉は月づき先せん輩ぱいの耳みみに、しっかりと届とどいたと思おもう。

「だけど、村むら瀬せくんだけじゃなく……男だんバスのみんなを支ささえたいのも本ほん当とうの気き持もちなんです」

　そう言いって、思おもわず葉は月づき先せん輩ぱいの顔かおを見みる。

　それはまちがいない。

　自じ分ぶんがもうバスケをできないから、っていうのもあるけど……。

　男だんバスのみんなが好すきだから。

「それなら、もし、アンリちゃんが部ぶ活かつをやめても、その願ねがいは叶かなわないんじゃないかな。アンリちゃんも村むら瀬せくんも、……部ぶ員いんのみんなも、全ぜん員いんがつらい気き持もちになるだけだよ」

　葉は月づき先せん輩ぱいに言いわれて、私わたしはただうつむくことしかできない。

　じゃあ、どうしたらいいの……？

　追おいつめられた気き持もちで、また涙なみだがこみあげてきてしまう。

「……アンリちゃん」

　名な前まえを呼よばれて、そろそろと顔かおを上あげると。

　葉は月づき先せん輩ぱいは、真しん剣けんな表ひょう情じょうで、私わたしのことを見みていた。

「アンリちゃんに、考かんがえてほしいことがあるんだ」

　静しずかな声こえで切きりだす葉は月づき先せん輩ぱい。

　考かんがえてほしいことって──？

　なにを言いわれるのかわからなくて、私わたしはごくりとつばを飲のみこんだ。
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　翌よく日じつの部ぶ活かつ。

　私わたしはずっと、かたい顔かおをしていたと思おもう。

「アンリちゃん、大だい丈じょう夫ぶ……？」

　マネージャーの仕し事ごとを手て分わけしてこなしながら、心しん配ぱいそうに声こえをかけてくれる里り奈なちゃんに、私わたしはきゅっと口くちのはしだけ上あげてみせる。

　里り奈なちゃんには、先さきに話はなしておいたほうがよかったかな？

　覚かく悟ごを決きめるのに、せいいっぱいで、言いいそびれちゃったな……。

「今日きょうはここまで──集しゅう合ごう！」

　練れん習しゅう後ごのクールダウンが終おわって、全ぜん員いん集あつまったときだった。

　いつものように、今日きょうの反はん省せいと、この先さきの予よ定ていについて話はなす部ぶ長ちょう。

　ひととおり話はなし終おえてから、部ぶ長ちょうがくるっと振ふりむいて、私わたしのほうを見みた。

　私わたしは、しっかりとうなずき返かえす。

　それを見みてから、部ぶ長ちょうがあらためて口くちを開ひらいた。

「──みんな、ちょっと聞きいてくれ。村むら瀬せが、この間あいだまで、うちの『部ぶ内ない恋れん愛あい禁きん止し』のおきてを変かえようとしてたのは、みんな知しってるよな？」

　とつぜん言いいだした部ぶ長ちょうに、村むら瀬せくんがあわてて前まえに出でる。

「ちょっ……部ぶ長ちょう！　なんで今いまその話はなしをするんすか!?　吉き良らがいるところで、そんな……あとでもよくないっすか!?」

「よくないの、村むら瀬せくん！」

　思おもわず、村むら瀬せくんの言こと葉ばをさえぎっていた。

　久ひさしぶりに話はなしかけたから、村むら瀬せくんが、びっくりしたようにこちらを見みる。

　私わたしたちの視し線せんがまっすぐに合あった。

　目めが合あうことを、あんなにこわがっていたのに。

　村むら瀬せくんのまっすぐな目めに見みつめられて、胸むねがきゅっとなる。

　あの日ひ、「付つき合あうつもりはない」って言いっちゃったから。

　村むら瀬せくんは、私わたしが村むら瀬せくんのことを好すきだってことを知しらないんだ。

　でも、私わたしのこの気き持もちは……。

「──すみません、みんな、聞きいてください。……最さい近きんの私わたしと村むら瀬せくんの雰ふん囲い気きで、察さっしてた人ひともいると思おもうけど……。私わたし、村むら瀬せくんに『付つき合あうつもりはない』って言いったんです。男だん子しバスケ部ぶの『恋れん愛あい禁きん止しのおきて』のことと、それがどうしてできたのかを、葉は月づき先せん輩ぱいから聞きいて──だから村むら瀬せくんに、おきてを変かえるのをやめてって言いったんです。私わたしはマネージャーとして、このチームを一いち番ばんいい状じょう態たいにしたいって思おもってるから」

　その気き持もちは変かわらない。

　でも村むら瀬せくんへの気き持もちは消きえてくれない。

　そして、葉は月づき先せん輩ぱいに言いわれたみたいに、私わたしがバスケ部ぶをやめることでも、解かい決けつできない……。

　じゃあ、どうすればいい？

「でも、本ほん当とうは……本ほん当とうの私わたしの気き持もちは……」

　言こと葉ばを切きって、少すこしうつむく。

　それから、もう一いち度ど顔かおを上あげて、みんなを見みた。

「私わたしも、おきてを変かえたい……。だから、みんなに証しょう明めいさせてほしいんです。恋こいしてても、ちゃんとけじめをもって部ぶ活かつができるって。みんなに迷めい惑わくをかけないようにするって。そのために……私わたしにも、村むら瀬せくんといっしょに、みんなと勝しょう負ぶをさせてほしいんです」

　私わたしがみんなを見みまわして言いうと、全ぜん員いんが目めを丸まるくして言こと葉ばが出でないみたい。

　その中なかでも、一いち番ばんおどろいているのは、村むら瀬せくんだ。

　ぽかーんとつっ立たって、私わたしを見みつめてる。

　村むら瀬せくんは、混こん乱らんして、まだ私わたしがなにを言いっているのか、わからないみたい。

　────はじめから、こう言いっていれば、よかったんだ。

　私わたしが、むりに自じ分ぶんの気き持もちを押おし殺ころそうとしたから。

　村むら瀬せくんのことも、自じ分ぶん自じ身しんのことも、よけいに傷きずつけてしまった。

　部ぶ長ちょうが、私わたしの肩かたをぽんとたたいてから、前まえに進すすみでた。

「村むら瀬せのやってた『勝しょう負ぶ』、あと戦たたかってないのは、オレと副ふく部ぶ長ちょうだけになってたんだよね。それで……オレたちとの勝しょう負ぶは、『一年ねん間かん、付つき合あわないまま、ちゃんと部ぶ活かつをつづけられるか』を提てい案あんしたいと思おもってる」

　それが、きのう、葉は月づき先せん輩ぱいから提てい案あんされたことだった。

　葉は月づき先せん輩ぱいは、部ぶ長ちょうから相そう談だんされてたんだって。

　そんなことだとは知しらなかったから、おどろいたけど……。

　二人ふたりが私わたしと村むら瀬せくんのことを真しん剣けんに考かんがえて、出だしてくれたアイデアなんだって気きづいたんだ。

「えーと、……うーん…………えぇ？」

　頭あたまをひねりながら、うなってる村むら瀬せくん。

　伝つたわりにくかったかな……？

「それってつまり……やっぱ俺おれ、吉き良らとは付つき合あえないってことか？」

「ちがうよ！　これから一年ねん間かん、ちゃんと部ぶ活かつをできたら、そのときはおきてを変かえてもいいってこと！」

「えぇ……えっ!?　まさか吉き良ら、男だんバスの中なかに好すきなヤツがいるのかっ!?」

　～～～～そこから!?

　部ぶ員いん全ぜん員いんが、ずっこけた。

　そっか！

　私わたし、「村むら瀬せくんとは付つき合あうつもりないから」って言いっちゃってるんだ。

　だから、村むら瀬せくんが、「自じ分ぶんのことじゃない」と思おもってもしかたないの……??

　私わたしは、村むら瀬せくんにむきなおった。

「この間あいだは、ごめん！　取とり消けさせて。────私わたしが好すきなのは……村むら瀬せくんなんだよ！　もし勝しょう負ぶがうまくいったら、……告こく白はくさせてくださいっ！」

　私わたしは、ガバッと頭あたまを下さげた。

　体たい育いく館かんが、しんと静しずまりかえる。

　言いったあとで、心しん臓ぞうがバクバクしてきた。

　恥はずかしくて、顔かおが上あげられない……。

　村むら瀬せくん、なにか言いって……。

「マジか……」

　私わたしは、そろそろと顔かおを上あげた。

　真まっ赤かになって、目めをまん丸まるにしてる村むら瀬せくん。

　あ、こんな顔かおするところ、はじめて見みたかも……。

　私わたしの気き持もち、ちゃんと伝つたわったんだ。

「マジです……」

　なんだか胸むねがいっぱいになっちゃって、それだけしか言いうことができなかった。
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　村むら瀬せくんが、

「マジ……？　マジか……」

　とか、

「え、両りょう想おもい……？」

　とか、小こ声ごえで言いってるけど、そうやって噛かみしめられるたびに、恥はずかしさで逃にげだしたくなるんだけど!?

　いや、今いま逃にげだすわけにはいかないけど！

　やがて村むら瀬せくんは、ようやくのみこむことができたらしい。

　ぐっと顔かおを上あげて、ぎゅっと両りょう手てのこぶしを握にぎって、私わたしのほうに、むきなおった。

「吉き良ら！　俺おれ、まちがってた。『俺おれが』おきてを変かえたいからじゃなくて、ちゃんと吉き良らの……気き持もちを考かんがえるべきだった。あと、みんなの気き持もちも！　ちゃんと証しょう明めいできたら、またあらためて告こく白はくさせてくれ！」

　あらためての告こく白はく予よ告こく宣せん言げんに、うれしさがこみ上あげてくる。

　気き持もちを伝つたえられたことが、こんなにもうれしい。

　これから一年ねん間かんの『勝しょう負ぶ』があるから、まだ告こく白はくはできないけど……。

「～～～～～～～だからさ、一いち応おうつっこんどくけど、二人ふたりとも、それってもう告こく白はくしてるようなもんだからな？」

　部ぶ長ちょうのツッコミに、部ぶ員いんたちからドッと笑わらいがおきる。

　大おお笑わらいされちゃってるけど……みんな、私わたしたちの勝しょう負ぶを受うけ入いれてくれてるみたい。

　……このチームで、本ほん当とうによかったな。

　みんな、私わたしと村むら瀬せくんのことを受うけとめてくれた。

　でも、宣せん言げんしたとおり、ちゃんとけじめはつけたい。

　一年ねん間かんだけのこの勝しょう負ぶ、ちゃんとがんばろう。

　……一年ねん後ご、勝しょう負ぶは、どういう結けっ果かになっているのかな？

　わからないけど……村むら瀬せくんを、自じ分ぶんの気き持もちを、信しんじてみよう。

　気きがついたら村むら瀬せくんは、みんなから、もみくちゃにされちゃっている。

　みんなの気き持もちに、応こたえるためにも……。

　この勝しょう負ぶ、絶ぜっ対たいに絶ぜっ対たいに、がんばるんだから！
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　純じゅんくんとの遊ゆう園えん地ちデートから、数すう日じつが経たった日ひのこと。

「りなちゃん、次つぎ、美び術じゅつ室しつだよ！　いっしょに行いこう？」

「あっ、うん」

　純じゅんくんは、遊ゆう園えん地ちでのできごとなんか、なにもなかったみたいに明あかるかった。

「気きにしなくていいからね」って言いっていたし。

　純じゅんくんは、本ほん気きでお兄にいさんたちのことを、無む視しするつもりみたい。

　だけど、わたしは、どうしても『なかったこと』にはできなくて。

　胸むねのどこかで、小ちいさな固かたまりが引ひっかかったまま。

　でも、純じゅんくんの明あかるい表ひょう情じょうを見みていると、わざわざ悲かなしい話はなしをむしかえす、きっかけもなくて……。

　純じゅんくんとならんで廊ろう下かを歩あるいてると、

「あれっ、純じゅんちゃん？」

　声こえをかけられて、わたしたちは振ふりかえった。

　そこにいたのは、二人ふたりの女じょ子しだった。

　ショートボブの人ひとと、そのとなりには……。

「わっ、麻ま友ゆせんぱい！　お久ひさしぶりです」

　はずんだ声こえで、純じゅんくんが、あいさつをする。

　うわぁ、すっごく、きれいな人ひとだ……。

　たしか、純じゅんくんと同おなじ委い員いん会かいの先せん輩ぱいだよね。

　学がっ校こう一いちの美び人じんだっていう、二年ねんの羽はね倉くら麻ま友ゆ先せん輩ぱい。

　話はなしをしたことはないけど、うわさは知しってる。

『学がっ校こう一いちかっこいい王おう子じさま』の純じゅんくんと、羽はね倉くら先せん輩ぱいは「付つき合あってるんじゃないか？」って、うわさが立たったこともあるらしい……。

　そのとき、麻ま友ゆ先せん輩ぱいの目めが、わたしのほうをむいた。

「あっ、もしかして……そっちがうわさの、純じゅんちゃんの『お姫ひめさま』？」

　小こ首くびをかしげて言いう先せん輩ぱいに、心しん臓ぞうがどきんとはねあがる。

　わわっ！

　先せん輩ぱいたちにまで知しられてるんだ……！

　あせるわたしのとなりで、純じゅんくんはまったく動どうじない。

「はい！　りなちゃんっていいます」

「よ……、よろしくお願ねがいします……っ！」

　わたしは、あわててぺこりと頭あたまを下さげる。

　きっぱりと宣せん言げんしてくれた純じゅんくんに、ちょっとドキドキしちゃった。

「わーっ、かわいい～！　すごくお似に合あいだね！」

「いいねえ～。付つき合あいたての二人ふたりの、ういういしいこの感かんじ！」

　にぃーっとチェシャ猫ねこみたいな笑え顔がおで言いってくるショートボブの千ち帆ほ先せん輩ぱいに、麻ま友ゆ先せん輩ぱいはあきれ顔がおをしている。

「ちょっとちほちゃん、おばさんみたいだよ？」

「だって～。うちなんか、もう熟じゅく年ねん夫ふう婦ふみたいって言いわれるんだもん」

「うーん。ちほちゃんと坂さか木きくんじゃ、しかたないんじゃない？」

　……先せん輩ぱいたちって、二人ふたりとも、恋こい人びとがいるのかな？

　ちらっと純じゅんくんを見みあげてみると、盛もりあがってる二人ふたりを、楽たのしそうに見みていて……。

　麻ま友ゆ先せん輩ぱいって……前まえに純じゅんくんが、好すきだった人ひと、だよね。

　でも、もうふっきれているみたい……？

　なんかちょっと、ほっとしちゃう。

「でも、春はるから離はなれちゃうからさー。熟じゅく年ねんっぽいっていっても、不ふ安あんっちゃ不ふ安あんだよ」

　二人ふたりの話はなしは、千ち帆ほ先せん輩ぱいのボヤきに移うつっていた。

　離はなれる……って？

「ちほちゃんの彼かれ氏しって、サッカーがすごくうまくてね」

「来らい年ねんから、サッカーの強つよい学がっ校こうに転てん校こうが決きまってるんだよねー」

　そうなんだ……、すごい！

　でも……それって、転てん校こうしたら、千ち帆ほ先せん輩ぱいと離はなればなれになるってことで……。

「千ち帆ほ先せん輩ぱいは、平へい気き、なんですか？」

　同おなじ考かんがえだったのか、純じゅんくんがえんりょがちに千ち帆ほ先せん輩ぱいに尋たずねた。

　千ち帆ほ先せん輩ぱいは肩かたをすくめて、

「まぁね。悠ゆう馬まとは幼おさななじみで、小ちいさいころからず────っといっしょにいるからね。あいつの夢ゆめは、よくわかってるし……。そりゃさみしいけど、応おう援えんするだけだよ！」

　きっぱりと言いいきる表ひょう情じょうは、すごくきれいだ。

「すごい絆きずなですね……。私わたしだったら、耐たえられないかもです」

　ためいきをついて言いった純じゅんくんの言こと葉ばに、

「ありがと」

　と笑わらう千ち帆ほ先せん輩ぱい。

　わたしも、こんなふうに……おたがいを思おもい合あうカップルになれたらすてきだなって思おもったんだ。

　先せん輩ぱいたちは、別わかれぎわに、

「なんか、時じ間かんとっちゃってごめん。二人ふたり仲なかよくね！」

「本ほん当とうにお似に合あいだから、応おう援えんしてるよ！　またゆっくりしゃべろう！」

　と手てを振ふってくれた。

　うれしくて、胸むねがぎゅーってなってしまった。

「はい！　ありがとうございます」

　応おう援えんしてもらえるのって、やっぱりうれしい。

　純じゅんくんファンの人ひとたちだけじゃなくて。

　もとから純じゅんくんのことを知しってた人ひとに、『恋こい人びと』として認みとめてもらえるのって、こんなにもうれしいんだ……。

　それが、自じ分ぶんの家か族ぞくだったら、もっと……。

「いそごうか、りなちゃん」

　歩あるきだしかけた純じゅんくんの、ブレザーのすそを、きゅっとひっぱった。

「りなちゃん？」

「あのね、純じゅんくん」

　少すこし、心しん臓ぞうがドキドキ言いっていた。

　純じゅんくんは、わたしにすごくやさしい。

　熱ねっ狂きょう的てきなファンもいるから、わたしがいやな思おもいをさせられないように、気きをつかってくれたり、いつもそばにいてくれたり。

　だけど、わたしたちは、『恋こい人びと同どう士し』なんだから……。

「純じゅんくん……わたし、やっぱり、お兄にいさんたちと、もう一いち度ど話はなしたい」

　学がっ校こうでは変かわりなくても、純じゅんくんは家いえで、お兄にいさんたちを無む視ししてるらしい。

　きっと雰ふん囲い気きがぎすぎすしちゃってるはず。

　そんなのは、いやだよ……。

「『私わたしたち二人ふたりが幸しあわせなんだから、他ほかの人ひとの意い見けんなんか関かん係けいない』っていう純じゅんくんの意い見けんもわかるよ？　でも、わたしは────純じゅんくんの家か族ぞくだからこそ、応おう援えんしてもらいたいの」

　ふりむいた純じゅんくんが、表ひょう情じょうをくもらせる。

「でも、私わたしの人にん間げん関かん係けいにまで口くち出だししてくるのは、干かん渉しょうしすぎだと思おもう……」

　わたしは、純じゅんくんの両りょう手てをきゅっと握にぎった。

「まずは、どうしてお兄にいさんたちが、わたしたちの付つき合あいに反はん対たいなのか、聞きいてみようよ。この間あいだは、びっくりして聞ききそびれちゃったから……無む視しするかどうか決きめるのは、それからでも遅おそくないんじゃないかな？」

　もし。お兄にいさんたちの反はん対たいする理り由ゆうが、わたしにはどうにもできないことだったら。

　どうしようもないのかもしれない。

　だけど……。

　あのお泊とまりの日ひ、「もう一人ひとりの妹いもうとってことで、大だい歓かん迎げいだよ」って笑わらってくれたお兄にいさんたちを、このままきらいになんてなれないよ。

　純じゅんくんのことを、大だい事じに思おもっている人ひとたちだから……。

「認みとめてもらえるかな……？」

　純じゅんくんが、不ふ安あんそうに言いう。

　そんな表ひょう情じょうをするのは、めずらしい。

　本ほん心しんでは、お兄にいさんたちを無む視ししつづけることに、まいってたのかな？

「がんばろう？　わたしじゃ、たよりにならないかもしれないけど……でも、がんばるから」

　どうすればいいか、まだわからないけど。

　だけど、純じゅんくんといっしょにいるためなら、がんばれる。

　純じゅんくんのファンの子こたちにきつく言いわれたときも、その気き持もちで立たちむかっていけた。

　純じゅんくんといっしょなら、なんだってできちゃいそうな気きがするんだ。

　わたしの手てを、純じゅんくんがきゅっと握にぎり返かえしてきた。

「うん……そうだよね。りなちゃんがそこまで言いってくれてるんだ。私わたしが逃にげてちゃダメだよね」

　わたしは、純じゅんくんにむかってにっこり笑わらう。

　そうと決きまれば、お兄にいさんたちに会あいに行いかなきゃだ。

　そう考かんがえていたら、純じゅんくんが、ずいっと身みを乗のり出だしてきた。

「でも！　りなちゃんがたよりにならないなんてことは、ないんだからね？　私わたしがいろいろがんばれるのは、りなちゃんのおかげなんだから、そこのところは、忘わすれないでね？」

「う、うん。わかった」

　あらためて言いわれると、なんだか恥はずかしくなってきちゃう。

　そのとき、予よ鈴れいが鳴なった。

「わっ、いけない。りなちゃん、急いそごう！」

　手てを繫つないだまま、わたしたちはいっしょに走はしりだした。
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「緊きん張ちょう、するなぁ……」

　金きん曜よう日びの放ほう課か後ご。

　わたしは、純じゅんくんといっしょに、純じゅんくんの家いえの前まえに立たった。

　となりに立たつ純じゅんくんが、「大だい丈じょう夫ぶだよ」と握にぎる手てに力ちからを込こめる。

「兄あに貴きたちに、言いいたいことを言いおう。兄あに貴きたちにどんなことを言いわれても、私わたしたちの気き持もちは変かわらないんだから！」

　二人ふたり同どう時じにうなずいてから、純じゅんくんはドアを開あけた。

「ただいまー。りなちゃん、きたよー」

　以い前ぜん、きたときは、お兄にいさんたちがリビングから顔かおをのぞかせていたっけ。

　でも、今日きょうはだれも出でてこない……。

　純じゅんくんが出だしてくれたスリッパをはいて、リビングへとむかう。

　そこには、お兄にいさんたちが、ソファに座すわったまま待まちかまえていた。

　かっこいい二人ふたりの顔かおが、かたいのを見みて、気き持もちが縮ちぢこまりそうになってくる……。

「里り奈なちゃん、いらっしゃい」

　そのときキッチンから、そんな声こえがして、純じゅんくんのご両りょう親しんが顔かおをのぞかせた。

「おむかえできなくて、ごめんね」

「い、いえ。おじゃましてます……」

「なにか飲のむ？　アップルジュースと、麦むぎ茶ちゃと、紅こう茶ちゃとあるわよ？」

「えっと……じゃあ、麦むぎ茶ちゃで」

　口くちの中なかが、カラカラに渇かわいていた。

　────ご両りょう親しんは、今日きょうのこと、どう思おもってるんだろう？

　純じゅんくんのお母かあさんは、クールな感かんじだから、ぱっと見みただけではわからないけど……。

　お兄にいさんたちに「どうぞ」と言いわれて、わたしはソファに座すわった。

　重おもたい空くう気きの中なか、純じゅんくんのお母かあさんが飲のみ物ものを持もってきてくれて、勝しょう負ぶの時じ間かんが始はじまる。

　話はなしを切きりだしたのは、お兄にいさんたちだった。

「……この間あいだは、あとをつけるようなことをして、悪わるかった」

　いきなり頭あたまを下さげられて、びっくりする。

「い、いえ……」

「俺おれたちも、あのあといろいろ考かんがえたよ。純じゅんが口くちきいてくれなくなって、正しょう直じき、かなりキツかったしな」

「あぁ。でも、悪わるいけど、俺おれたちの答こたえは変かわらない」

　お兄にいさんたちが、かたい表ひょう情じょうのまま、きっぱりと言いいきる。

　……やっぱり、はっきり言いわれると、胸むねが痛いたんで、なにも言こと葉ばが出でなくなってしまう……。

　そのとき、純じゅんくんが立たちあがりそうないきおいで声こえをあげた。

「なんで!?　なんで兄あに貴きたちに、私わたしの付つき合あいを認みとめないなんて言いわれないといけないの!?」

「…………純じゅんくん」

　わたしは、そっと純じゅんくんの袖そでを引ひいた。

「どうしてか、理り由ゆうを聞きいてもいいですか？」

　聞ききたくなかった。

　でも、理り由ゆうを聞きかなきゃ、なにも始はじまらないから。

　お兄にいさんたちは、顔かおを見みあわせた。

「いや、だって……二人ふたりはまだ中ちゅう学がく生せいだろ？　付つき合あうとか付つき合あわないとか、早はやくないか？」

　明あきらさんの言こと葉ばに、すかさず遥はるかさんが深ふかくうなずく。

「そうだ、早はやすぎる！」

　ええっ、そこ!?

「そんなことないって！　まわりにだって、付つき合あってる子こはいるし！」

「純じゅんは、みんながしてるなら、どんなことをしてもいいって思おもうのか？」

「そんなこと言いってないけど、早はやすぎるからなんて理り由ゆう、納なっ得とくできない！」

「でっ、でも、中ちゅう学がく生せいが、こ、恋こい人びとなんて……！」

「じゃあ、何なん歳さいからならいいの？　十五歳さい？　高こう校こう生せい？　それとも、二十歳はたちになってから？」

　純じゅんくんにたたみかけられた遥はるかさんは、たじろいでしまった。

　明あきらさんが、片かた手てで制せいしてくる。

「何なん歳さいからっていうのは、はっきり言いえないとしても……。それに二人ふたりは女おんなの子こ同どう士しだろ？」

　その言こと葉ばに、わたしたちは、息いきをのんだ。

　遥はるかさんが、少すこし言いいづらそうに、あとをつづけた。

「もし、二人ふたりが本ほん当とうに好すき同どう士しでも、この先さきの未み来らいは？　いまは女おんなの子こ同どう士しじゃ結けっ婚こんできないし……いまは中ちゅう学がく生せいだからそんなことなくても、いつか人ひとから白しろい目めで見みられることがあるかもしれない。純じゅんには…………ううん、二人ふたりには、傷きずついてほしくないんだ」

　明あきらさんと遥はるかさんの視し線せんが、真しん剣けんにわたしたちにむけられてる。

　……たしかに、その問もん題だいは無む視しできないよね。

　理り解かいされつつある世よの中なかとはいっても、やっぱり偏へん見けんのある人ひとがいないわけなくて……。

　はっきりと、傷きずつけられることだって、この先さきあるのかもしれない。

　それでも──。

「それでも、わたしは、純じゅんくんといっしょにいたいんです。みんなの前まえでも、しっかり手てを繫つないでいたい……。大だい事じにしたいのは、だれか知しらない人ひとじゃなくて、純じゅんくんだから」

　まだ、そこまで遠とおい未み来らいのことは考かんがえられなくても。

　もしかして、いつか結けっ婚こんだって、できるかもしれない。

　でも、大だい事じなのは、そこじゃない。

　いまの、わたしと純じゅんくんの、気き持もちなんだ。

「お兄にいさんたちは『知しらない人ひと』じゃなくて、純じゅんくんの家か族ぞくだから……反はん対たいされるのはつらいです。だからって別わかれたくないけれど……わたしのせいで、純じゅんくんの大たい切せつな家か族ぞくがぎくしゃくするのは悲かなしいです」

　純じゅんくんのことを、大だい事じに育そだててくれた家か族ぞくだから。

　兄妹きょうだい三人にんが、笑わらい合あっているすがたを見みていたい。

　純じゅんくんが、わたしの手てに自じ分ぶんの手てを重かさねてきた。

「私わたしも同おなじだよ。兄あに貴きたちのことも、りなちゃんのことも、大だい事じ……。兄あに貴きたちだけでも私わたしたちを応おう援えんしてくれるなら、それでいいって思おもえるくらい……！」

「純じゅんくん……」

　もし、いつか知しらない人ひとから、否ひ定ていされたとしても。

　きっと、傷きずつくだろうけど、二人ふたりで乗のり越こえていける気きがする。

「心しん配ぱいかけちゃうかもしれないけど……。それでもお二人ふたりに、純じゅんくんのお父とうさんやお母かあさんにも、知しっていてほしいんです。わたしたち、まじめにお付つき合あいしていくつもりですから……」

「そばで見みていてほしいんだ。こういうの、わがままかな」

　わたしたちは、手てを繫つないだまま、背せすじを伸のばす。

　そうして、そろって頭あたまを下さげた。

「お願ねがいします！　わたしたちのことを、認みとめてください！」
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　重かさねた手てから、純じゅんくんの気き持もちが伝つたわってくる。

　これでも、だめかもしれない。

　だけど、純じゅんくんといっしょに、何なん度どだって説せっ得とくしてみる。

　わたしたちの関かん係けいも、お兄にいさんたちとの仲なかも、どっちもあきらめたくないんだ。

　そう思おもっていたときだった。

「わがままじゃな～～～～い!!」

「わがままなのは俺おれたちのほうだ～～～～!!」

　そう叫さけんで立たちあがったお兄にいさんたちは、純じゅんくんにむかって左さ右ゆうから飛とびついてくる。

　あまりの勢いきおいに、わたしは思おもわずよけちゃったけど……。

「大だい事じな妹いもうとが取とられるのが、さびしかったんだよ～!!」

「最さい近きん、里り奈なちゃんのことばっか考かんがえてるのか、幸しあわせそうにしちゃってさ～？　俺おれらのことなんか無む視ししても、ぜんぜん平へい気きっぽかったじゃん。ひでーよ～！」

「俺おれたちの後あとをついてまわってた、かわいい妹いもうとはどこに行いっちゃったんだよ～！」

　すねる明あきらさんに、泣なきそうな遥はるかさん。

　これって、もしかして……。

　いろいろ理り由ゆうをつけても本ほん心しんでは、妹いもうとが離はなれていくのが、さみしかっただけ、みたいな……？

「もう俺おれらのこと、嫌きらいになっちゃったのか……？」

「ちがうよな!?　純じゅん!!」

「なに言いってんの！　お兄にいちゃんは……お兄にいちゃんだよ。…………好すきに決きまってるじゃん」

　最さい後ごのほうは、小こ声ごえになる純じゅんくん。

　口くちをとがらせて、ちょっと照てれくさそうで……なんだか、かわいいかも。

「次つぎにラビランドいくときは、俺おれらも誘さそってくれよな!?」

「わかったって！　たまにだったら、いっしょに遊あそんであげてもいーよ！」

「約やく束そくだぞ!?　絶ぜっ対たいだぞ!?　里り奈なちゃんも、な！」

　バンザイして喜よろこぶお兄にいさんたちに、わたしはふき出だしながらうなずいてしまった。

　結けっ局きょく、おたがい大だい事じな兄妹きょうだいだってことなんだよね。

　すれちがいが解かい消しょうされて、本ほん当とうによかった。

　こんなイケメン三人にんに囲かこまれて遊あそびにいくなんて、絶ぜっ対たい緊きん張ちょうしちゃいそうだけど……きっとお兄にいさんたちは、純じゅんくんのことしか見みていないんだろうな。

　……たまに、だよね？

　毎まい回かいついてこられたら、純じゅんくんがまた爆ばく発はつしちゃいそうだから、ときどきにしてもらえたら、助たすかるけど……。

　そう思おもいながら、ほほ笑えましく見みているわたしのそばに、純じゅんくんのお父とうさんとお母かあさんがやってきた。

「わるかったね、心しん配ぱいさせちゃったかもしれないけど……里り奈なちゃん。純じゅんをよろしくね」

「少すこし前まえから、純じゅんがそわそわしたり、考かんがえこんだりしてるから、きっと恋こいしてるんだろうって、ずっと気きになってたのよ。でも、里り奈なちゃんが相あい手てなら、私わたしは安あん心しん。いい子こだって知しってるもの」

　にっこり笑わらってくれた二人ふたりに、胸むねがいっぱいになっちゃって……。

　涙なみだをこらえるために、うつむいてしまう。

「あっ、お父とうさん！　お母かあさん！　なにしてるの!?」

　純じゅんくんがすぐ気きがついて、飛とんでくる。

　わたしは、純じゅんくんのお母かあさんに、ぎゅっと抱だきしめられてしまう。

「純じゅんをよろしくねって話はなしよー？　純じゅん、こんないい子こ、泣なかせたらダメよ？」

「今いままさに、りなちゃんはお母かあさんに泣なかされてるんだけど？」

　たしかに！

　やりとりがおかしくて、みんなで笑わらいあった。

　本ほん当とうに、すてきな家か族ぞく……！
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　帰かえり道みち、純じゅんくんは、わたしの家いえのそばまで送おくってくれた。

　手てを繫つないでいっしょに歩あるける時じ間かんが、こんなにも幸しあわせで……。

　立たち止どまると、純じゅんくんと目めが合あう。

「りなちゃんが、あきらめないでいてくれたおかげ。ありがとうね」

「ううん、純じゅんくんが、信しんじてくれたから……」

　そこで会かい話わがとぎれるけど、同おなじ気き持もちでいることがわかる。

　こんなに幸しあわせで、いいのかな？

「明日あしたの朝あさ、いっしょに学がっ校こうに行いこう。じゃあ、また明日あしたね！」

　そう言いって、純じゅんくんは大おおきく手てを振ふりながら、もどっていく。

　明日あしたもあさっても、いっしょにいられるんだなぁ。

　あったかい気き持もちのまま、わたしは家いえの中なかへと入はいる。

「ただいま～」

　リビングに入はいっていくと、お母かあさんは、電でん話わ中ちゅうだったみたい。

　静しずかにしていなきゃ。

　ごはんの前まえに、宿しゅく題だいをやってしまおうかな。

　自じ分ぶんの部へ屋やで制せい服ふくから着き替がえて、飲のみ物ものを取とってこようと、もう一いち度どリビングにむかった。

　電でん話わは終おわっていたようだけど……。

「……里り奈な、ちょっといい？」

　お母かあさんが、なんだか困こまった表ひょう情じょうをしている。

「えっとね……。お父とうさん、また転てん勤きんなんだって」

　え……？

　耳みみから入はいってきた言こと葉ばの意い味みが、なかなかつかめない。

「引ひっ越こしは、年としが明あけてからになるから、二学がっ期き中ちゅうは、今いまの中ちゅう学がくに通かよえるわね。でもあんまり時じ間かんがないから、引ひっ越こしの準じゅん備びはいそいではじめないと……」

　年とし明あけに、引ひっ越こし……。

　あと一ヶか月げつくらいしかない。

　ううん、急きゅうな転てん校こうなんて、これまでに何なん度どもあったんだ。

　だから、慣なれてるはずなのに……。

　どうしてだろう、京きょう塚づか中ちゅう学がくにきてからの毎まい日にちが、楽たのしすぎて……。

　いつか終おわりがくることを、まったく考かんがえていなかった。

　ううん、もしかしたら、無む意い識しきに、考かんがえないようにしてたのかもしれない。

　転てん校こうはこれまでも、いつだってショックだった。

　でも、こんな気き持もちになるのははじめてで、お母かあさんの話はなしが頭あたまに入はいってこない。

　目めの前まえが、まるで貧ひん血けつのときみたいに、暗くらくなっていくような気きがした。
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　きのうは、いろいろ考かんがえてしまって、よく眠ねむれなかった。

　今いままで、転てん校こうって決きまっても、こんなに悩なやむことはなかった。

　それはきっと、これまでは『絶ぜっ対たいに離はなれたくない』って思おもう人ひとが、いなかったから。

　環かん境きょうが変かわることはゆううつでも、転てん校こうすること自じ体たいを、いやだと思おもうことはなくて……。

　頭あたまの中なかに、純じゅんくんたちの顔かおが浮うかぶ。

　保ほ育いく園えんから文ぶん通つうをつづけてくれてた、アンリちゃん。

　はじめて入はいった部ぶ活かつで、仲なかよくなった村むら瀬せくん。

　そして…………はじめての恋こい人びと、純じゅんくん。

　離はなれるって考かんがえただけでも、心こころがちぎれそうになってしまう。

　これまで、お母かあさんに、『転てん校こうしたくない』とは言いったことがない。

　だって、転てん校こうはお父とうさんの仕し事ごとの都つ合ごうだもん。

　いやだって言いっても、意い味みがないって、わかってる。

　それでも──。

「りなちゃん！　おはよ！」

　純じゅんくんの声こえに、はっとした。

　いつの間まにか、待まち合あわせ場ば所しょについていて、先さきに待まってた純じゅんくんが笑え顔がおで手てを振ふっていた。

　きのう、約やく束そくしたときは、いっしょに登とう校こうできるのが、あんなに楽たのしみだったのに……。

　今いまは、純じゅんくんの笑え顔がおを見みるのが、つらい。

　純じゅんくんが、わたしの顔かおをのぞき込こんでくる。

「なんか、元げん気きない？」

　いけない、顔かおに出でちゃってたみたい……。

「そ、そんなことないよ！　今日きょうは体たい育いくがあるから、ちょっとゆううつで……」

「今日きょうから持じ久きゅう走そうだったよね。私わたしも持じ久きゅう走そうは、あんまり好すきじゃないなぁ」

　……よかった、変へんに思おもわれなかった。

　転てん校こうのこと、打うち明あけるべきだったのかもしれないけど……。

　今いまはまだ、言こと葉ばにできるほど、気き持もちが整せい理りできてない。

　わけのわからないまま、せっかくの、純じゅんくんとの登とう校こうデートを台だい無なしにしたくない……。

　そのとき、少すこしはなれたところから、聞ききおぼえのある声こえがした。

「えええっ、うそ！　英えい語ごの小しょうテストって、今日きょうだっけ!?」

　そんな声こえがして、顔かおをむけると、けっこう先さきのほうに、千ち帆ほ先せん輩ぱいがいた。

　少すこし距きょ離りがあるから、こっちには気きづいてないみたい。

「千ち帆ほ～、俺おれ、先せん週しゅう言いったぜ？　復ふく習しゅうしとかなかったのかよ……」

「先せん週しゅうなんて、言いわれても忘わすれちゃうよお。なんできのう言いってくれなかったの、悠ゆう馬まー！」

「きのう、おまえメッセージ未み読どくスルーだっただろ!!　……ったく、しかたねぇなぁ。あとでヤマ張はってやるから、最さい低てい限げんそこだけは覚おぼえろよ」

「さっすが悠ゆう馬まさま！　大だい好すきー！」

「はいはい」

　あきれたような口くちぶりだけど、となりにいる男だん子しの先せん輩ぱいは、すっごくやさしい目めで千ち帆ほ先せん輩ぱいを見みてる。あれって、もしかして……？

「あっちが坂さか木き先せん輩ぱい。この間あいだ言いってた、千ち帆ほ先せん輩ぱいの幼おさななじみの彼かれ氏しだよ」

　わたしの視し線せんに気きづいた純じゅんくんが、そう教おしえてくれた。

　千ち帆ほ先せん輩ぱいは、熟じゅく年ねんとかなんとか言いってたけど、すごく仲なかよしのカップルに見みえる。

　おたがいのいいところも、悪わるいところも、全ぜん部ぶわかり合あってるような。

　千ち帆ほ先せん輩ぱいたちは、じゃれあうように学がっ校こうにむかっている。

　あれくらいの仲なかだったら、遠えん距きょ離り恋れん愛あいも、乗のりこえられるのかもしれない……。

　でも、わたしは……。

「すてきだね。あの二人ふたりなら、遠えん距きょ離りになっても、きっと大だい丈じょう夫ぶそう」

　わたしもうなずいたけど……。

「二人ふたりなら、きっと大だい丈じょう夫ぶ」って、純じゅんくんは、どんな意い味みで言いったんだろう。

　かたい絆きずなで結むすばれてるからって、こと？

　純じゅんくんとわたしは……？

　もし、わたしが転てん校こうするって言いったら……純じゅんくんはどういう顔かおをするのかな……？

　尋たずねるのが怖こわくて、わたしの心こころは、ざわついたままだった。
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　その日ひ一いち日にちは、転てん校こうのことを考かんがえないようにして過すごした。

　心こころがすくんでしまって、なにも考かんがえられなくなってしまうから……。

　放ほう課か後ご、担たん任にんの先せん生せいに呼よばれて、わたしは職しょく員いん室しつへとむかった。

「おお、鳥とり居い。さっき、お母かあさんから連れん絡らくがあってな。転てん校こうするんだって？」

　あ……お母かあさん、もう連れん絡らくしちゃったんだ……。

「大たい変へんだな、せっかくクラスになじんできたところだったのに……」

　うつむいたわたしに、先せん生せいは残ざん念ねんそうに語かたりかけてくる。

　言こと葉ばにされて、あらためて、現げん実じつが胸むねにつき刺ささった。

　あと一ヶか月げつで、みんなと別わかれて、知しらない土と地ちで暮くらさなきゃいけないっていう現げん実じつが……。

　先せん生せいが、いろいろ話はなしてくるけど、頭あたまに入はいってこない。

　お母かあさんにわたす書しょ類るいを受うけとって、わたしは職しょく員いん室しつを出でた。

　なんだか、足あしに力ちからが入はいらない。ふらっと職しょく員いん室しつから出でて、少すこし離はなれたところで、

「鳥とり居いさん」

　後うしろから声こえをかけられた。この声こえは……。

「村むら瀬せくん……？」

　職しょく員いん室しつのほうから、村むら瀬せくんが駆かけてくるところだった。

　複ふく雑ざつそうな顔かおをしてるけど、もしかして……。

「さっき、先せん生せいが言いってた話はなし、本ほん当とうなのか？」

　やっぱり、聞きかれてたんだ……。

「なんで、職しょく員いん室しつに……？」

「部ぶ活かつのことで顧こ問もんと話はなしがあって……って今いまは鳥とり居いさんのことだよ！　転てん校こうするのか？」

　村むら瀬せくんの瞳ひとみはまっすぐ。また、その言こと葉ばがわたしに現げん実じつをつきつけてくる。

　聞きかれちゃったのは、しょうがない。わたしは、小ちいさくこくんとうなずいた。

「……まだよくきいてないけど、海かい外がいだって……」

　これまでの引ひっ越こしは、日に本ほん国こく内ないばかりだった。

　それでも、小しょう学がく生せいだったわたしにとっては、簡かん単たんに以い前ぜんの友ともだちに会あいにいけるわけじゃない。

　っていうか、ほとんどの人ひととは、一いち度ども会あえていない。

　それが、海かい外がいとなったら……。

「…………！　ごめん、うまい言こと葉ばが思おもいつかねえ」

「ううん、気きにしないで。わたしも、きのう聞きいたばかりで、ぜんぜん心こころの整せい理りがまだで……」

「俺おれ……メッセージとか苦にが手てだけど、書かくよ。絶ぜっ対たい送おくるから。あっ、手て紙がみとかもさ！」

　一いっ生しょう懸けん命めい言いってくれる村むら瀬せくんに、返かえす言こと葉ばがない。

　だって……転てん校こうをきっかけに自し然ぜんに切きれてしまう関かん係けいを、わたしはいっぱい知しってるから。

　どうせ友ともだちになっても、またいなくなる。

　しかも引ひっこみじあんで、うまく話はなせなくて、やっと話はなしができても、誤ご解かいされてしまう。

　小しょう学がっ校こう時じ代だい、アンリちゃんとの文ぶん通つうだけが支ささえだったわたし。

　それでも、アンリちゃんとは『友ともだち』だったから。

　────『恋こい人びと』とは、ちがう。

「純じゅんくんは……」

　純じゅんくんは、遠えん距きょ離り恋れん愛あいになるって知しったら、どんな顔かおをするんだろう……？

　もし、「さびしくて耐たえられないから別わかれよう」って言いわれたら……？

　そんなことあるわけないって、言いえる自じ信しんがない。

「純じゅんくんと、別わかれたくないよ……」

　ぽつりと言いってしまった。口くちに出ださずにはいられなかった。

「えっ……えっ!?　純じゅんが別わかれようって言いったのか!?」

「ううん、そうじゃないけど……。でも、遠えん距きょ離り恋れん愛あいになったらどうなるかわからないし……」

「純じゅんが、そんなこと言いうわけねえだろ!?」

　村むら瀬せくんは、そう言いってくれるけど……。

　わたしは、千ち帆ほ先せん輩ぱいたちのことを、思おもいだした。

『あの二人ふたりなら、きっと大だい丈じょう夫ぶ』って言いえるような時じ間かんを、まだわたしたちはすごしてない。

　付つき合あってから、まだほんの少すこし。

『離はなれてもやっていける』って思おもえるような自じ信しんが、ぜんぜんないよ……。

　今いまは『やっていける』って思おもっても、遠えん距きょ離り恋れん愛あいをしているうちに、『もう無む理り』って思おもわれてしまったら？

　遠とおく離はなれた土と地ちで純じゅんくんにそう言いわれても、面めんとむかって引ひき留とめることもできないんだ……。

　それに……千ち帆ほ先せん輩ぱいにむかって、純じゅんくんはあの日ひ、

「私わたしだったら、耐たえられないかもです」

　って言いったんだ……！

「わー！　鳥とり居いさん、泣なくなよー！」

「ごめん……ごめんね…………」

　村むら瀬せくんまで困こまらせてしまって、わたし、ダメダメだ……。

　ごしごしと目めをこすって、どうにか涙なみだを止とめようとするけど、ぼろぼろとこぼれおちて、止とまらない。
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「でも、ずっとだまってるわけにもいかないよね……。ごめんね村むら瀬せくん、転てん校こうのこと、純じゅんくんには、わたしから話はなすから……」

　そのときだった。

「どういうこと……？」

　声こえがして、はっと振ふりかえった。

　そこには、純じゅんくんとアンリちゃんのすがたがあった。

　き、聞きかれちゃった……？

　純じゅんくんは、かたい表ひょう情じょうをしていた。
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　職しょく員いん室しつに呼よびだされたりなちゃんが、なかなかもどってこないから、私わたしはアンリといっしょに、迎むかえにいってみることにした。

　それなのに……。

　村むら瀬せの前まえで泣なきじゃくっているりなちゃんを見みて、私わたしは頭あたまが真まっ白しろになってしまった。

「ちょっと村むら瀬せくん！　村むら瀬せくんが、里り奈なちゃんを泣なかせたの!?」

「待まて待まて！　ちげーから！」

　詰つめ寄よるアンリに、村むら瀬せはぶんぶん首くびを振ふる。

　おどろいてなにも言いえずにいたけど、ぼんやりしてる場ば合あいじゃない。

「りなちゃん、なにがあったの？」

　声こえをかけると、りなちゃんはビクッとした。

　やさしく言いったつもりだったけど、ちょっと気き持もちが出でてしまったかも。

　だって、りなちゃんが泣ないてて、そばに寄よりそってるのが村むら瀬せだなんて……。

　心こころがざわついてしまう。

「……鳥とり居いさん、こういうのは、早はやく伝つたえたほうがいいって」

　村むら瀬せがやさしい声こえで、りなちゃんをうながした。

　りなちゃんが、素す直なおにうなずくのを見みて、さらにモヤッとした気き持もちが生うまれてしまう。

　ちょっと待まって、りなちゃんにそんな態たい度どをとるのはやめてよ！　って。

　相あい手ては村むら瀬せなのに……？

「えっと、あのね……わたし、お父とうさんの仕し事ごとの都つ合ごうで、また転てん校こうすることになったんだ……」

　………………えっ？

「転てん校こう……りなちゃんが……？」

　予よ想そうもしてなかったことを言いわれて、頭あたまがうまく働はたらかない。

　りなちゃんは、昔むかしから転てん校こうが多おおかったとは聞きいていた。

　また転てん校こうする可か能のう性せいだって、あったんだよね。

　なのに、ぜんぜん考かんがえてなかった。

　いつまでも、この幸しあわせがつづくんだと思おもってた……。

　なにか言いわなきゃって思おもうけど、うまく言こと葉ばが出でてこない。

「遠とおいところなの？」

　聞ききたいのは、そんなことじゃない。

　でも、どうしても、そんな言こと葉ばしか出でてこない。

「海かい外がいだって……。きのう、言いわれたばかりで、どう話はなしたらいいか、わからなくて……」

　そんなに遠とおく……。

「なんで村むら瀬せが、それを先さきに知しってるの？」

　はっとしたりなちゃんの表ひょう情じょうに、言いい方かたをまちがえたと思おもった。

　でも、口くちにしたことは、取とり消けせなくて……。

「それはちがうぞ、純じゅん！　俺おれがたまたま職しょく員いん室しつに居い合あわせて、先せん生せいと鳥とり居いさんが話はなしてるのを聞きいちゃってだな！」

　あわてて村むら瀬せが否ひ定ていしてくるけど、偶ぐう然ぜんだとしても、先さきに知しるのは私わたしでありたかった。

「どうして言いってくれなかったの……？」

　私わたし、なんでこんな、心こころのせまいことを言いっちゃうんだろう？

　顔かおをうつむけて、りなちゃんが黙だまりこむ。

　なにか言いわなきゃって思おもうけど、これ以い上じょう、言こと葉ばが出でてこなくて……。

　親おやの仕し事ごとの都つ合ごうなら、どうすることもできない。

　引ひき留とめられるのなら、引ひき留とめたいよ……。

　でも私わたしたちは、まだ中ちゅう学がく生せいで、大人おとなの都つ合ごうに振ふりまわされてしまう。

　選えらべるとしたら、遠えん距きょ離り恋れん愛あい……だけなのかな。

　離はなれても、やっていける？

　りなちゃんは、どう思おもってるんだろう？

　私わたしに言いいだせなかったのって、まさか……遠えん距きょ離り恋れん愛あいはむりだから別わかれたい、なんて思おもってるからじゃないよね……!?

　そんなはずはない！　でも、それ以い外がいにどんな……？

　りなちゃんは、なにか言いいたそうに私わたしを見み上あげた。

　つづきを聞きくのが怖こわい。

　もし『別わかれたいの』って言いわれてしまったら、どうしたらいいんだろう。

　……心こころの準じゅん備びが、まだできていない。

「純じゅんくん、ごめんね……」

　それだけ言いって、りなちゃんが走はしりさっていく。

　離はなれていく背せ中なかを追おいかけることもできずに、私わたしは見み送おくった。

『ごめん』って、どういうこと……？

　立たちすくむ私わたしと、遠とおざかるりなちゃんを見みくらべて、アンリは、結けっ局きょく、りなちゃんを追おいかけることにしたみたい。

　私わたしと村むら瀬せだけが、その場ばに取とり残のこされた。

「あーもー、バカ純じゅん!!」

　村むら瀬せが頭あたまをガシガシかきながら言いう。

「なんであんな言いい方かたすんだよ！」

「あんなって……」

「鳥とり居いさんを責せめるような言いい方かた！　鳥とり居いさん、泣ないてたじゃねーか！」

「泣ないてたのは、その前まえからでしょ？」

「はぁ？　お前まえ、俺おれが泣なかせたって言いいたいのかよ？」

　わかってる。これはやつあたりだ……。

　それでも、りなちゃんの泣なき顔がおを思おもいだしたら、冷れい静せいになんかなれなくて……。

　いろんな感かん情じょうが入いり混まじって、心こころの中なかがぐしゃぐしゃになってしまってる。

　やりきれないのは、きっと、りなちゃんも同おなじだ。

　そう思おもうのに、やさしい言こと葉ばも、はげましの言こと葉ばもかけられなかった……。

「純じゅんさぁ、鳥とり居いさんのことが、大だい事じじゃねえのかよ」

「大だい事じに決きまってるじゃん。なんでそんなこと言いうの」

　だって。ついきのうだよ？

　ずっと好すき同どう士しでいようって誓ちかったばかりだったのに、ひと晩ばんでくずれ落おちたんだ。

「～～～～村むら瀬せには、わかんないよ……」

「あぁわかんねえよ！　でも鳥とり居いさんが純じゅんの態たい度どでさらに傷きずついたってことは俺おれでもわかる！」

　そう言いわれて、顔かおをひっぱたかれたみたいだった。

「俺おれが、吉き良らと離はなればなれになるわけじゃないし、本ほん当とうの意い味みでは、お前まえらの気き持もちは理り解かいできないのかもしれない。でも！　まだ近ちかくにいるのに、おたがいに大だい事じだと思おもってるのに、気き持もちをちゃんと伝つたえないのは、ダメだろ！」

　村むら瀬せの叫さけぶような声こえに、心しん臓ぞうがギュッとなった。

　そうだ。私わたしはまだ、自じ分ぶんの気き持もちを、りなちゃんに伝つたえられていない。

　離はなれてもやっていきたいとか……。

　りなちゃんが別わかれたいと思おもってるんじゃないか？　とか……。

　それは全ぜん部ぶ、私わたしの頭あたまの中なかだけで考かんがえたことだ。

　真まっ先さきに、りなちゃんの気き持もちを聞きくべきだったのに。

　村むら瀬せに言いわれるまで、そんな簡かん単たんなことに、気きづかなかったなんて……。

「…………私わたし、どうかしてたのかも」

「ほんと、そうだよ。まじで純じゅんらしくねえぞ？」

　ケロッと、いつものテンションで、村むら瀬せが言いってくるけど……。

　私わたしは、むっとしながら、村むら瀬せのほうをむいた。

「そうは言いうけど、半はん分ぶんは村むら瀬せのせいだからね」

「俺おれぇ？　なんで？」

「村むら瀬せが、りなちゃんを泣なかせたからじゃん」

「だってそれは……えぇ!?」

「転てん校こうのことだって、先さきに聞きいちゃうし。りなちゃんの泣なき顔がおを見みるなんて……ずるい」

「えぇ!?　だってそれは偶ぐう然ぜんってやつで……。っていうか、純じゅん！　それってただの嫉しっ妬と！」

　嫉しっ妬と……？

　これが……？

　そっか、私わたし、村むら瀬せに嫉しっ妬としてたんだ。

　だから、村むら瀬せのそばで泣ないてるりなちゃんに心こころがざわついたし、りなちゃんの背せ中なかを押おした村むら瀬せにムカついちゃったんだ。

「………………やっぱり村むら瀬せのせいじゃん。りなちゃんのそばにいたんだから」

　思おもわず、ふくれっつらになってしまう。

「お前まえさあ……。だいたい、俺おれは吉き良らのことしか見みえてねえわ！」

「それはそれでムカつく。りなちゃん、かわいいじゃん」

「俺おれにどうしろと!?」

　吠ほえてくる村むら瀬せと、しばらくにらみあって……やがてどちらからともなく、プッとふき出だしてしまった。

「……冗じょう談だんだよ。ちゃんと追おいかけて、気き持もち、伝つたえてくる」

「おう！　……新あたらしい恋こいをするって決きめたとき、『次つぎは、あきらめたりしない』って言いっただろ。簡かん単たんにあきらめんなよ？」

　村むら瀬せの言いうとおりだ。

　転てん校こうまでのタイムリミットがあるとはいえ、まだ間まに合あうはずなんだ。

　きちんと、りなちゃんとむき合あおう。

　村むら瀬せは、私わたしの表ひょう情じょうが変かわったことに、気きづいたみたい。

　ニッと笑わらって、こぶしを出だしてくる村むら瀬せ。

　一いち時じ期きは、恋こいのライバル同どう士しだった私わたしたち。

　いっしょに失しつ恋れんして、「次つぎは、あきらめたりしない」って二人ふたりで誓ちかって、はげまし合あってきた。

　バカやったりもするけど、村むら瀬せは最さい高こうの相あい棒ぼうだ。

　……なんて、照てれくさいから、口くちにはできないけど！

　私わたしもこぶしを作つくって、村むら瀬せのこぶしに、コツンとぶつける。

　そして、私わたしは走はしりだした。
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　純じゅんくんの前まえから走はしり去さったわたしは、かばんを取とって、教きょう室しつを飛とびだした。

　純じゅんくんが追おいかけてきてないことは、わかってたから、急いそぐ必ひつ要ようなんか、なかったかもしれないけど……。

　少すこしでも早はやく、あの場ば所しょから逃にげだしたかったんだ。

　一人ひとりで帰かえるなんて、久ひさしぶりだ。

　自じ業ごう自じ得とくなのに、悲かなしくて……また涙なみだが出でそうになってしまう。

　どうしてこうなっちゃったんだろう……。

　今朝けさのうちに、転てん校こうのことを純じゅんくんに話はなしてたら、なにかちがったのかな？

　でも、どう言いえばよかったんだろう……。

　アンリちゃんから、スマホにメッセージがきてたけど、なんと返へん事じしたらいいのかわからなくて、既き読どくをつけることしかできなかった。

「ただいま……」

　しぼんだ気き持もちのまま、家いえに帰かえりついた。

　こんな顔かおを、お母かあさんに見みせたら、心しん配ぱいかけちゃうよね。

　リビングに入はいる前まえに、わたしは口くちの両りょうはしを、指ゆび先さきで押おしあげた。

「……お母かあさん、先せん生せいから書しょ類るい、あずかってきたよ」

　夕ゆうごはんの準じゅん備びをしていたお母かあさんのうしろすがたに、わたしはなるべく明あかるい口く調ちょうで言いった。

　水みずを止とめたお母かあさんが、顔かおをあげる。

「早はやかったわね。そこにおいといてくれる？」

　言いわれたとおり、リビングのテーブルに、書しょ類るいをおいたけど……。

　きのうの今日きょうで、もう「わたしが転てん校こうする」ってことで話はなしが進すすんでしまっている。

　本ほん当とうに……もう、どうにもならないことなのかな……。

「里り奈な？」

　お母かあさんの呼よぶ声こえに、はっとした。

　書しょ類るいに目めを落おとしたまま、ぼんやりしちゃってたみたい。

　あわてて笑え顔がおを作つくるけど、お母かあさんは、心しん配ぱいそうな目めをわたしにむけていた。

「学がっ校こうで、なにかあった？」

「そ、そんなこと……」

　思おもわず、目めをそらしちゃった。

　お母かあさんは、ごはんを作つくる手てを止とめて、わたしのそばにやってきた。

　わたしをリビングのソファに座すわるようにうながして、お母かあさんも、わたしのとなりに座すわる。

「里り奈なは、自じ分ぶんの気き持もちを隠かくしちゃうところがあるから、ちょっと心しん配ぱいなのよ。最さい近きんは、楽たのしそうに学がっ校こうに通かよっていたのに……残ざん念ねんよね。しかも、今こん回かいの転てん勤きんは海かい外がいだし」

「……お母かあさん…………」

　もうしわけなさそうに笑わらうお母かあさんに、胸むねがずきんと痛いたんだ。

　お母かあさんだって、心しん配ぱいしてくれてたんだ。

　そりゃあ、気きづいているよね……。

　引ひっこみじあんなわたしが、この町まちに引ひっ越こしてきて、友ともだちが、そして思おもいがけず恋こい人びとまでできて……毎まい日にちが楽たのしかった。

　きっと、家いえでも、今いままでとはちがう表ひょう情じょうをしてたんだろうな。

　でも、親おやの転てん勤きんについていくのは、子こどもにとっては当とう然ぜんのこと。駄だ々だをこねたってしかたがないんだ。

　そう思おもうのに、わたしはなにも言いえなくて……。

「里り奈なさえよければ、おばあちゃんの家いえに住すむってこともできるのよ？」

「おばあちゃんの家いえに……？」

　そうすれば、もう転てん校こうしなくてすむのかもしれない。

　だけど、それはこの町まちじゃない。京きょう塚づか中ちゅうでもない。

　この町まちから離はなれて、純じゅんくんたちとお別わかれしないといけないことには、変かわりない。

「どっちにしても、ここで仲なかよくなった子こたちとは、離はなればなれになっちゃうけど……」

　覚かく悟ごを決きめないと、いけないのかもしれない。

　引ひっ越こすことには、変かわりないんだから、純じゅんくんとのお別わかれを、覚かく悟ごしなきゃいけないんだ。

　……純じゅんくんとは、終おわりになっちゃうのかな。

「どうして言いってくれなかったの……？」って、怒おこったような顔かおをしてた。

　嫌きらわれて、絶ぜっ交こうだって、言いわれちゃうかも……。

　うつむいていたら、お母かあさんが、わたしの手てを、やさしくにぎってきた。

「子こどもの一年ねんと、大人おとなの一年ねんでは、感かんじる長ながさがちがうから、簡かん単たんに『納なっ得とくして』なんて言いえない……。だけど、里り奈な。離はなれても切きれない絆きずなっていうのは、絶ぜっ対たいにあるのよ？」

「そう、なの……？」

「えぇ。お父とうさんと私わたしって、幼おさななじみで、小ちいさいときに『いつか結けっ婚こんしよう』なんて約やく束そくしてたのよ。でも、中ちゅう学がくと高こう校こうは、別べつ々べつだったから……あんなのは子こどもの約やく束そくだよねと思おもいながらも、私わたしは忘わすれられなかったの……。そしたらなんと！　大だい学がくでお父とうさんと再さい会かいしたの！」

「えぇ!?」

　それで今いま、結けっ婚こんしてるってことは……。

　期き待たいを込こめて、お母かあさんを見みつめると、お母かあさんは、幸しあわせそうに笑わらって、うなずいた。

「お父とうさんも、約やく束そくを覚おぼえててくれてね……。ねえ、里り奈な？　里り奈なが仲なかよくなった子こは、簡かん単たんに繫つながりを切きっちゃうような子こなの？」

　そう聞きかれて、わたしは首くびを横よこにぶんぶんと振ふった。

　純じゅんくんは、そんな人ひとじゃない。

　やさしくて、わたしのことを、大だい事じにしてくれている。

　離はなればなれになるから、別わかれたいなんて、言いうはずがなかったのに……。

「わたし、ちゃんと純じゅんくんと話はなしてみるよ」

「里り奈なの一いち番ばんの仲なかよしさんは、純じゅんちゃんなのね？」

　ニコニコ笑わらうお母かあさんに、わたしは真まっ赤かになってしまった。

　お母かあさんには、純じゅんくんのことをはっきりとは言いってなくて……でも、一度ど家いえに連つれてきたこともあったし……!!

　どう伝つたえたものか、わたわたしていたら、チャイムが鳴なった。

「あら、だれかしら？」

　お母かあさんが立たち上あがって、モニターのほうにむかう。

　助たすかった……。ほっと息いきをついたんだけど──。

「はい、どちらさまですか？」

『あの、蒼あお井いといいますが……』

　聞きこえてきた声こえに、飛とび上あがってしまった。

　この声こえ…………純じゅんくん!?
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　りなちゃんの家いえにたどりついた私わたしは、緊きん張ちょうがピークに達たっしていた。

　りなちゃんが、学がっ校こうを出でちゃってることに気きづいたとき、一いち度どは、メッセージを送おくってみようと、スマホを取とり出だした。

　けど、結けっ局きょくかばんにしまった。

　もし、遠えん距きょ離り恋れん愛あいになるとしたら、メッセージや通つう話わだけで、がまんできるようにならなきゃいけない。

　でも、そのためには、今いま、全ぜん力りょくで、りなちゃんにむき合あうことが必ひつ要ようだって思おもったから。

　残のこされた時じ間かんは、限かぎられている。

　それなら、その時じ間かんを大だい事じに使つかわなきゃ。

　深しん呼こ吸きゅうをひとつして、インターホンを押おす。

『はい、どちらさまですか？』

　出でたのは、りなちゃんのお母かあさんだった。

　緊きん張ちょうしながら、私わたしは口くちを開ひらく。

「あの、蒼あお井いといいますが……」

『えっ！　純じゅんくん!?』

　りなちゃんもそばにいたようで、小ちいさくそんな声こえが聞きこえた。

　そのままお母かあさんの背はい後ごで遠とおざかっていく足あし音おとがする。

『あらあら。純じゅんちゃん、ちょっと待まっててね』

　りなちゃん、玄げん関かんにむかってる？

　待まっていると、予よ想そうどおり、ガチャッといきおいよくドアが開あいた。

「純じゅんくん……」

　目めをまん丸まるにしたりなちゃんに、少すこしだけ、ほっとした。

　泣ないてなくて、よかった。

　迷めい惑わくそうな顔かおをされなくて、よかった。

　そして、ちょっとこまったようなりなちゃんの眉まゆが、やっぱりすごくかわいいなって思おもった。

「あの、いきなり家いえにきちゃって、ごめんね」

「ううん、大だい丈じょう夫ぶ……」

　だけどやっぱり、ちょっと、とまどわせちゃったみたい。

「……話はなしがしたいんだけど、今いまいいかな？」

「えっと、上あがる……？」

「うん。じゃあ、おじゃまします」

　断ことわられなかったことに、また安あん心しんした。

　文ぶん化か祭さいの準じゅん備びのとき、りなちゃんのおうちには、一度どきたことがある。

　あのときと同おなじように、リビングに通とおされて、同おなじようにソファに座すわった。

　ちがうのは、私わたしの前まえに、りなちゃんが座すわってること。

　りなちゃんのお母かあさんが、お茶ちゃを持もってきて、気きをきかせてくれたのか「ごゆっくり～」とリビングから出でていった。

　りなちゃんは、テーブルに視し線せんを落おとしていて、目めが合あわない。

「……りなちゃん。まず、言いっておきたいんだけど」

　だから私わたしのほうから、口くちを開ひらいた。

　大だい事じなこと。知しっておいてほしいこと。

「私わたしは、りなちゃんのことが好すき。だから、りなちゃんの本ほん当とうの気き持もちを聞ききたいんだ」

　心しん臓ぞうが、バクバク言いっているのがわかる。

　それでも、ここは逃にげちゃいけない場ば面めんなんだ。

「どうして、転てん校こうのことを言いってくれなかったの？」

　単たん刀とう直ちょく入にゅうに言いった私わたしに、りなちゃんは、ひゅっと息いきをのんだ。

「ごめん、責せめてるんじゃないんだよ。さっきはびっくりしちゃって、きつい言いい方かたになっちゃったけど……あんな態たい度どをとって、本ほん当とうにごめん！　りなちゃんだってつらかったのに」

　自じ分ぶんのことで、いっぱいになっちゃって、りなちゃんの気き持もちを考かんがえてなかった。

　こんなんじゃ、恋こい人びと失しっ格かくだ。

　嫌きらわれてもしかたないって、怖こわくなってくる。

「それは……どうしても、転てん校こうするってことがのみこめなくて……まだ、どうにかなるんじゃないかって……現げん実じつ逃とう避ひしてたの。でも、お母かあさんから学がっ校こうに連れん絡らくがいってて……それを村むら瀬せくんが聞きいちゃって……」

　りなちゃんが、おろおろした声こえで説せつ明めいしてくれる。

「……そうだったんだ」

　やっぱり、ちゃんと聞きくべきだったんだ。

　自じ分ぶんの中なかだけで考かんがえて、悪わるいほうへ悪わるいほうへしか考かんがえられなくなっていた。

「つらいのは、りなちゃんも同おなじだったのに。ごめんね、りなちゃんの気き持もちも考かんがえずに、私わたし、バカみたいに嫉しっ妬となんかして……」

　私わたしがそう言いうと、きょとんとしたりなちゃんと、目めが合あった。

「えっ……嫉しっ妬と……って、純じゅんくんが？　だれに？」

　そっ、そこか……！

　まさか、つっこまれるとは思おもわなくて、恥はずかしくて、私わたしは顔かおを背そむけてしまった。

「～～そうだよ！　転てん校こうのこと、私わたしより村むら瀬せが先さきに知しってて、ショックだったし！　りなちゃんの泣なき顔がおを見みてたのだって……正しょう直じき、村むら瀬せにすごくムカついて……それで、あんな態たい度どを……」

　りなちゃんの気き持もちを聞ききたいんだから、自じ分ぶんの気き持もちも全ぜん部ぶ、話はなすべきなんだろうけど……。

　正しょう直じき、恥はずかしい！

　嫉しっ妬として、きつい態たい度どをとっちゃったとか、すごくかっこ悪わるい！

　純じゅんくんがそんな器うつわの小ちいさい人ひとだったなんて、とか……思おもわれそう。

　思おもわず目めを閉とじていると、りなちゃんのくすくす笑わらう声こえがした。

「りなちゃーん？」

　思おもわず、むすっとした顔かおで、りなちゃんを見みてしまう。

　それでもりなちゃんは、笑わらったままで。

「ごめんね。純じゅんくんが嫉しっ妬としてくれるなんて……なんか、かわいい」

　か、かわいいって……。

　うれしくないわけじゃないけど……まぁ、りなちゃんの笑え顔がおが見みられたから、いっか。

「真まっ先さきに話はなさなくて、ごめんね？」

「うん、それはもういいよ」

　誤ご解かいが一つ解とけて、ほっとした。

　りなちゃんも、安あん心しんしたように笑わらってくれる。

「それで……りなちゃんの転てん校こうは、もう決きまっちゃってるのかな？」

　私わたしが言いったとたん、りなちゃんの表ひょう情じょうが、目めに見みえて暗くらくなる。

「多た分ぶん……」

「じゃあ私わたしたち、遠えん距きょ離り恋れん愛あいに、なるんだね……」

　私わたしが切きり出だすと、りなちゃんは、少すこし緊きん張ちょうしたようだった。

　両りょう想おもいになったばかりで。

　まだまだ、時じ間かんが足たりない。

　おしゃべりも、遊あそぶのも……。

　多た分ぶん、ケンカしたり、いろんなトラブルも……まだまだ二人ふたりで経けい験けんしてない。

　千ち帆ほ先せん輩ぱいカップルみたいな『かたい絆きずな』には、まだまだ遠とおい。でも……！

「私わたしは……別わかれたくない。りなちゃんは……？」

「わたしだって、そうだよ！　ただ……実じっ際さいに遠えん距きょ離り恋れん愛あいを始はじめてみたら、どうなるのかわからないから、不ふ安あんで……」

　うつむいたりなちゃんに、胸むねがぎゅっとなった。

　そうだよね……。

　私わたしだって、未み来らいはどうなるのか、ぜんぜんわからない。

　それでも……。

「うまくいく！　……なんて言いいきれないけど……でも！」

　私わたしは身みを乗のりだして、りなちゃんの手てをとった。

「りなちゃんの手てを離はなしたくない！　どんなに距きょ離りが離はなれても、心こころはそばにいられるように……そして、いつかの将しょう来らいには、りなちゃんのとなりに立たっていられるように！　できることは全ぜん部ぶしたいんだ！」

　りなちゃんは、目めをまん丸まるにしている。

　伝つたえたい。伝つたわってほしいのは、これだったんだ。

　──私わたしはりなちゃんのことが、大だい好すきだってこと。

　未み来らいのために、今いまこの時じ間かんを、大たい切せつにしたいっていうこと。

　それを、一ミリだって、疑うたがってほしくない。

「もし不ふ安あんになったら、すぐに話はなそうよ。時じ差さがあってもいいよ。今いまならきっと、スマホで顔かおを見みて話はなせるよね？　直ちょく接せつ会あうことには、勝かてないかもしれないけど……。メッセージだって通つう話わだって、全ぜん力りょくで伝つたえるから！」

　もしかしたら、不ふ安あんにつぶれそうになるのは、私わたしのほうかもしれない。

　さっきの村むら瀬せとのことで、自じ分ぶんがちょっと心しん配ぱいになったけど……。

「純じゅんくんも知しってると思おもうけど、わたし、ネガティブで……すぐ不ふ安あんになっちゃうと思おもうんだ。それでも大だい丈じょう夫ぶ……？」

「もちろん！　実じっ際さいに遠えん距きょ離り恋れん愛あいが始はじまったら、私わたしのほうが、さみしくなって、メッセージ送おくりまくっちゃうかもしれないし」

　そう言いって笑わらうと、りなちゃんも笑わらいかえしてくれた。

　不ふ安あんなのは、同おなじなんだ。

　それなら、手てさぐりでも進すすむしかない。──二人ふたりで。

「全ぜん部ぶ話はなしたら、大だい丈じょう夫ぶって思おもえてきたかも」

「よかった。……あっ、そうだ」

　私わたしは、家いえから持もってきたものを、袋ふくろから取とりだした。

「りなちゃん、これ。離はなれている間あいだ、これを私わたしだと思おもってほしいんだ」

　持もってきたのは、クラウドくんのぬいぐるみ。

　はじめてのデートの日ひ、私わたしが取とったものだ。

「これを見みたら、ちょっとはさみしい気き持もちも、薄うすれるかなって」

　ぬいぐるみを受うけ取とったりなちゃんは、目めをぱちくりさせて見み下おろしている。

　やがて、ガバッと顔かおを上あげた。

「待まって！　今いまわたしも取とってくるから！」

　そう言いって、りなちゃんはリビングを飛とびだした。

　バタバタと二階かいに駆かけあがって、すぐに下おりてきた。

　すぐに持もってこられる場ば所しょにおいてたのかな？

　私わたしといっしょだと思おもって、なんだかうれしくなる。

　りなちゃんが、ホイップちゃんを差さしだしてくる。

「純じゅんくんには、これ！　これを見みて、わたしのことを思おもいだしてね！」

　笑わらってそう言いうものだから──。

「りなちゃんを忘わすれる瞬しゅん間かんなんて、絶ぜっ対たいにないよ」

　思おもわずぎゅっと抱だきしめてしまった。

「わっ……あ、あのっ、純じゅんくん!?」

「手て紙がみ、書かくから。……前まえから思おもってたけど、アンリとばっかり文ぶん通つうしてたの、ずるい」

　つい、すねたような声こえを出だしてしまう。

　この町まちにくる前まえに、アンリとは、ずっと文ぶん通つうをつづけてたって言いってた。

　それが……ちょっとうらやましかったんだ。

　反はん応のうがないから、身みを離はなすと、きょとんとしているりなちゃんと、目めが合あった。

「ふふっ」

「笑わらわないでよ。いいじゃん、りなちゃんからの手て紙がみがほしいって思おもっても」

　おかしそうに笑わらうものだから、つい口くちをとがらせてしまった。

「笑わらってごめんね？　でも、いっぱい手て紙がみ書かくよ」

「私わたしも書かくからね」

「うん、楽たのしみにしてる」

　約やく束そく、と小こ指ゆびを差さしだすと、りなちゃんは、小こ指ゆびを絡からめてくれた。
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　そうして、覚かく悟ごを決きめた私わたしたちだったけど──。

　数すう日じつ後ご。

　りなちゃんの家いえで、いっしょに宿しゅく題だいをしていたときのことだった。

「里り奈な！　純じゅんちゃん！」

　と、りなちゃんのお母かあさんが、リビングに飛とびこんできた。

　どうしたんだろう……？

「転てん勤きん、お父とうさんだけで行いくことになったの！」

　えっ……？　それって……。

　すぐには言こと葉ばの意い味みをのみ込こめなくて、私わたしとりなちゃんは、顔かおを見み合あわせた。

「転てん校こう、しなくてよくなったのよ」

　笑え顔がおで言いってくる、りなちゃんのお母かあさん。

　やっぱり、そういうことなんだよね!?

「「やった────!!」」

　どちらからともなく歓かん声せいを上あげて、私わたしたちは、ぎゅっと抱だきしめ合あった。

「よかったわね。離はなれたことで強つよまる絆きずなもあるけど……好すき同どう士しの二人ふたりが離はなればなれになるのは、悲かなしいもの」

　あっ……思おもわず抱だきしめちゃったけど、りなちゃんのお母かあさんの前まえだった！

　あわてて飛とびのいても、りなちゃんのお母かあさんは、やさしい表ひょう情じょうのままで。

「じゃあ、ごゆっくり～」

　そう言いって、出でていってしまった。

　残のこされた私わたしたちは、赤あかくなった顔かおを見み合あわせて。

　それから、同おなじタイミングで、笑えみがこぼれた。




　　　　[image: くぎり]




　聞きいてすぐは、喜よろこびのほうが、大おおきかったんだけど。

「はぁぁぁぁ……」

　りなちゃんは、ソファにもたれかかって、気きが抜ぬけたようだった。

　私わたしも、思おもわず苦にが笑わらいしてしまう。

「こんなことって……せっかく、覚かく悟ごを決きめたのに……」

「ほんと……」

　こっちをむいたりなちゃんと目めが合あって、数すう秒びょう。

　どちらからともなく、ふき出だしてしまった。

「なんか、悲ひ劇げきの主しゅ人じん公こうみたいな気き持もちでいたのにね？」

「純じゅんくんも？　わたしもそんな気き分ぶんだった」

　まさかのハッピーエンドに、笑わらえてきてしまう。

「でも、おたがいの気き持もちを、ちゃんと知しることができて、よかったよね」

「そうだね。わたし、自じ分ぶんの頭あたまの中なかだけで考かんがえちゃうことが多おおいけど、それじゃだめだって、気きづけたよ」

「だからさ、この気き持もちを忘わすれないように、ぬいぐるみは交こう換かんしたままにしておかない？」

　私わたしの部へ屋やの、机つくえの上うえに飾かざってあるホイップちゃん。

　毎まい日にちながめながら、これを見みて、つらい日ひ々びを乗のり越こえていこうって、決けつ意いを新あらたにしてきた。

「うん……うん！　それ、すっごくいいと思おもう！」

　目めを輝かがやかせるりなちゃんが、愛いとおしくて。

　あの日ひ、ちゃんと話はなしをしにきて、本ほん当とうによかったと思おもう。

「あっ！　できれば手て紙がみも書かいてほしいな」

「えっ、毎まい日にち学がっ校こうで会あえるのに……？」

　りなちゃんがとまどった顔かおをするけど、ここは譲ゆずれない。

「だめ……？」

　顔かおをのぞき込こんで、だめ押おししてみる。

　りなちゃんが、ほんのり赤あかくなる……。

「だめ、じゃない……」

「やった！」

　言いわせた感かんじはあるけど、どうしても文ぶん通つうしたかったんだもん。

　りなちゃんの手て紙がみを入いれる箱はこを用よう意いしなきゃ。

　きっと、一いっ生しょうの宝たから物ものになる。

　これからも、いっしょにいられるから、直ちょく接せつ話はなすこともできるんだけど。

　それでも、『気き持もちを伝つたえること』は、忘わすれずにいようって思おもう。

「手て紙がみ、いっぱい書かくね」

　文も字じでも言こと葉ばでも、私わたしの気き持もちを知しっておいてもらいたいから。

　ほほ笑えむ私わたしに、りなちゃんも笑わらい返かえしてくれた。
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　私わたしたちの未み来らいは、まだなにも決きまっていない。

　高こう校こうや大だい学がくに行いったり、大人おとなになって働はたらきだしたり、そういったことで、離はなればなれになることも、あるかもしれない。

　それこそ、一年ねん間かんだけじゃなくて、もっと長ながい期き間かん、会あえなくなることも……。

　そのたびに、不ふ安あんになるかもしれない。

　そんなときは、今日きょうのことを思おもい出だして、乗のり越こえられる気きがした。

　おたがいの気き持もちを、ちゃんと話はなして、確たしかめ合あう。

　ずっとずっと、りなちゃんの心こころのそばにいたいから。

　この気き持もちを忘わすれずにいれば、なんだって乗のり越こえていける気きがするよ。























『男だん子しバスケ部ぶ・女じょ子しバスケ部ぶ　交こう流りゅう会かいのおしらせ』






　そんなプリントが、私わたしたちマネージャーにも配くばられたのは、冬ふゆ休やすみが近ちかづいたある日ひのことだった。

　場ば所しょは──。

「スケートリンク？」

　となりからプリントをのぞきこんでいた里り奈なちゃんが、そう言いって顔かおを上あげた。

「そうそう。となり町まちに、動どう物ぶつ園えんがあるでしょ？　あそこの駐ちゅう車しゃ場じょうに、冬ふゆ限げん定ていで、毎まい年としオープンするんだよ！」

　私わたしは、小ちいさいころに、行いったきりだけど……。

　バスケ部ぶは、毎まい年としこの時じ期きに、みんなで行いくのが恒こう例れいになってるらしい。

「みんなで行いくなんて、楽たのしみだね。里り奈なちゃん、スケートしたことある？」

「ううん、はじめて。難むずかしいかな……？」

「きっと大だい丈じょう夫ぶだよ」

　そんなふうに、二人ふたりで話はなしていたときだった。

「でもよー！」

　そんな声こえが聞きこえてきて、私わたしたちは振ふりかえる。

　そこに立たっていたのは、村むら瀬せくんだった。

「吉き良らがいるんだから、スケートじゃない場ば所しょに変かえても、よかったんじゃねぇか？　いっしょに遊あそべないじゃん」

　村むら瀬せくんがふくれっつらをしてる。

　村むら瀬せくんが言いってるのは、私わたしの足あしのことだ。

　ケガの後こう遺い症しょうがある私わたしは、バランスをくずしたらあぶないから、スケートも難むずかしい。

　それを気きにしてくれてるんだろうけど……。

「ううん、いいの！　私わたし一人ひとりのせいで、恒こう例れい行ぎょう事じの行いき先さきが変かわっちゃうほうがイヤだから、私わたしから部ぶ長ちょうたちにお願ねがいしたの！　私わたしはみんなが滑すべるのを見みてるだけでも、きっと楽たのしいし、午ご後ごの予よ定ていもあるでしょ？」

　午ご後ごは、動どう物ぶつ園えんで遊あそぶ、ってことになってるんだ。

　里り奈なちゃんと、女じょバスの子こたちといっしょに、回まわろうって話はなしてた。

「……それなら、いいけどさ」

　村むら瀬せくんは、まだちょっと納なっ得とくがいってないみたいだったけど、私わたしが笑え顔がおで言いうと、照てれくさそうな顔かおで言いってくれた。

　そう、みんなで出でかけられる。みんなと……村むら瀬せくんとも。

　だから、楽たのしみな気き持もちのほうが、大おおきいんだ──。
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　交こう流りゅう会かいの日ひがやってきた。

　冬ふゆ休やすみに入はいったせいか、スケートリンクは、にぎわっていた。

　寒さむいけど、わくわくしているせいか、頬ほおは熱あつい。

　それぞれ自じ分ぶんのサイズのスケート靴ぐつを借かりて、リンクの中なかに入はいっていく。

「里り奈なちゃん、私わたし、ここで見みてるね」

「う、うん……」

　緊きん張ちょうした面おも持もちで、リンクに立たった里り奈なちゃんだったけど。

　かべに手てをついたまま、まったく動うごこうとしない。

「里り奈なちゃん？」

「ア、アンリちゃん、これ、わたしむりかも……」

　こわばった顔かおで、里り奈なちゃんは言いう。

　そういえば、スケートははじめてだって言いってたもんね……。

　里り奈なちゃんは、立たってるのもやっと、といった感かんじだ。

「やっぱり、わたしも、アンリちゃんといっしょに見けん学がくしとこうかな……」

「えっ、せっかくきたのに！」

　だれかに、滑すべり方かたを教おしえてもらうとか。

　リンクの真まん中なかのほうを見みると、みんなはわいわい言いいながら、滑すべりはじめていた。

　その中なかで、こっちに気きづいた純じゅんと、パチッと目めが合あう。

　純じゅんが、すぐにみんなの輪わを外はずれて、サーッとこっちに滑すべってきた。

　さすが、運うん動どう神しん経けいがよくて、友ともだちである私わたしの目めから見みても、さまになっててかっこいい。

「りなちゃん、大だい丈じょう夫ぶ？」

「いやぁ、ぜんぜん大だい丈じょう夫ぶじゃないねぇ」

　いっぱいいっぱいになってる里り奈なちゃんの代かわりに、私わたしは答こたえた。

　……そうだ！

「純じゅんに手てを引ひいてもらえば、いけるんじゃない？」

「えっ!?」

　私わたしの提てい案あんに、里り奈なちゃんが大おお声ごえを上あげる。

　わたわたとしてる間あいだに、純じゅんが里り奈なちゃんの手てを取とった。

「────絶ぜっ対たいにはなさないから。私わたしを信しんじて？」

　純じゅんから、じっと見みつめられて、顔かおを赤あかくした里り奈なちゃんが、うなずきかえすと、純じゅんは片かた手てを里り奈なちゃんの手てに、もう片かた方ほうの手てを腰こしにそえて、ゆっくりと滑すべりだす。

　恐おそる恐おそるって感かんじの里り奈なちゃんだけど、純じゅんがとなりにいるおかげか、なんとか滑すべれている。

「いってらっしゃーい！」

　そう言いって、私わたしはリンクの入いり口ぐちからはなれて、ベンチに座すわった。

　リンクに目めをもどしてみると、男だんバスのみんなも、すいすい滑すべっている。

　中なかでも、村むら瀬せくんは、飛とびぬけて上じょう手ずだ。

　うしろをむいて滑すべりながら、他ほかの男だん子しに話はなしかけたりもしてる……。

　やっぱり、村むら瀬せくんって、すごく運うん動どう神しん経けいがいいんだなぁ。

　部ぶ活かつでも、先せん輩ぱいたちから目めをかけられてるもん。

　スタメンに選えらばれたし、最さい近きんは、バスケ部ぶのギャラリーにくる子こたちからも、注ちゅう目もくされることが、多おおくなったような……。

「おりゃあ！　トリプルアクセル！」

「村むら瀬せ、一回かい転てんしかできてねえぞ～？」

「いや二回かい転てんくらいいったろ!?」

「そこの人ひとー！　他ほかの人ひとに迷めい惑わくになるから、ジャンプしないでくださーい！」

　回かい転てんを決きめた村むら瀬せくんだったけど、係かかり員いんさんに、マイクで注ちゅう意いされてしまっていた。

　あの調ちょう子しだと、恋こいのライバルが登とう場じょうするかもとかは、まだ心しん配ぱいしなくても、大だい丈じょう夫ぶかな？

「あーあ……」

　まわりにだれもいないから、ちょっとだけ声こえに出だしてしまう。

　いっしょに滑すべれたら、よかったんだけどなぁ。

　昔むかしは、スケートは得とく意いなほうだったから、ケガをしてなかったら、村むら瀬せくんといっしょに思おもいっきり滑すべれたはず。

　そう思おもうと、どうしても残ざん念ねんな気き持もちになる。

　……でも、たとえ足あしのことがなくても、私わたしたちの間あいだには、あの『勝しょう負ぶ』がある。

　もし滑すべれたとしても、里り奈なちゃんみたいに「好すきな人ひとに手てを引ひいてもらって滑すべる」なんてシチュエーションは、むりだったしなぁ。

　そのとき、純じゅんと里り奈なちゃんが、リンクを一周しゅうしてもどってきて、私わたしにむかって手てを振ふった。

　里り奈なちゃん、コツをつかんできたのかな？

　さっきよりも、ちょっとは余よ裕ゆうができてる気きがする。

　私わたしも手てを振ふりかえして、二人ふたりを見み送おくった。

「いいなぁ……」

　思おもわず、ぽつりと零こぼれてしまっていた。

　転てん校こう騒そう動どうのあと、二人ふたりの絆きずなは深ふかまったように見みえる。

　あのときは、いったいどうなることやらと思おもったけど……。

　里り奈なちゃんも、純じゅんのとなりで、あんなに安あん心しんした笑え顔がおができるようになった。

　二人ふたりはこれから、もっともっと仲なかよくなっていくんだろなぁ。

　それに引ひき換かえ、私わたしは……。

　今日きょうは、まだ一いっ回かいも村むら瀬せくんとしゃべれてない。

　たまに目めが合あうことはあるけど、女じょバスの子こたちもいるから、その輪わの中なかに入はいってばかりで。

　みんなの目めがあるし、一年ねん間かんはがまんしなきゃいけないから、しかたのないことではある。

　でも、せっかくの機き会かいなんだから、少すこしは二人ふたりですごせたらなって期き待たいしてたんだけど……。

「そんな簡かん単たんには、いかないか」

　二人ふたりで部ぶ員いんたちに、宣せん言げんしたことなんだもん。

　一年ねん後ごに、胸むねを張はって、付つき合あえるようになるために、がんばらなきゃ。

　暗くらい気き持もちになりかける心こころにふたをして、みんなの滑すべる様よう子すをぼんやりながめていた。

　すると、純じゅんたちのほうに、村むら瀬せくんがスーッと滑すべって近ちかづくのが見みえた。

　その場ばで、なにかしゃべっているけど、聞きこえない。

　一いっ瞬しゅん、こっちをむいた村むら瀬せくんと、目めが合あった。

　やばい……ずっと目めで追おってたこと、気きづかれたかな？　すぐにそらしたけど……。

　そっと視し線せんをもどしてみると、三人にんはリンクの外そとに出でてくるところだった。

　村むら瀬せくんは、そのままどこかに行いってしまう。

　純じゅんと里り奈なちゃんは、スケート靴ぐつを借かりに行いって……どうしたんだろう？

　そうしてもどってきた純じゅんは、借かりてきたスケート靴ぐつを、私わたしに差さしだした。

「アーンリ！　これ履はいて～」

「えっ、いや、なんで……？」

「いいから、いいから」

　純じゅんは、有う無むを言いわせず、スケート靴ぐつを押おしつけてくる。

　圧あつに負まけて、とりあえず履はいたけど……。

　スケート靴ぐつを履はくぶんには、問もん題だいはない。

　でも、滑すべれないから、履はいても意い味みがないと思おもうんだけど……？

「よし！　じゃあ、いっしょに楽たのしもう！　私わたしたちにまかせて！」

　そう言いって純じゅんが振ふりかえると、村むら瀬せくんがイス型がたのソリを持もってきていた。

　純じゅんが、耳みみに顔かおを近ちかづけてくる。

「村むら瀬せのアイデアだよ、あれならアンリといっしょに滑すべれるって、くる前まえから調しらべてたらしいよ？」

　そうささやかれて、ボンッと顔かおが熱あつくなった。

　バッと村むら瀬せくんのほうを見みてみると、なんだか照てれくさそうな顔かおで、こっちの様よう子すをうかがっている。

　……もしかして、村むら瀬せくんも、私わたしのことを考かんがえてくれてた？

「四人にんで遊あそぶのなら、セーフじゃない？　滑すべれない友ともだちを手て助だすけするのは、友ともだちとして、なにもおかしくないし」

「わたしも、アンリちゃんといっしょにイスに乗のるね。こける心しん配ぱいをしなくていいし、純じゅんくんが押おしてくれるっていうから」

　里り奈なちゃんも、そう言いってくれる。

　村むら瀬せくんは、イスを氷こおりの上うえにおいた。

「立たてるか？」

「う、うん」

　なんだか照てれくさくて、目めを見みることができないや……。

　さりげなく目めをそらして、かべに手てをついて立たち上あがった。

　氷こおりの上うえでは、先さきにリンクに入はいった純じゅんが、里り奈なちゃんに座すわってもらうために、イスを支ささえて待まっていた。

　少すこし滑すべれるようになった里り奈なちゃんは、一人ひとりで滑すべっていって、そのイスに座すわる。

　私わたしは……。一いっ歩ぽとはいえ、久ひさしぶりに氷こおりの上うえに立たつのが、ちょっと怖こわい。

　怖おじ気けづいていたら、

「ん」

　と手てを差さしだされた。

　その手ては、村むら瀬せくんのもので……。

　見み上あげると、村むら瀬せくんの頬ほおは、少すこし赤あかかった。

　手てを取とっても、いいのかな？

　これは、『友ともだち』の距きょ離り感かん？

「ほらほら、早はやく座すわってー。他ほかの人ひとのじゃまになるよー？」

　純じゅんに言いわれて、私わたしはあわてて村むら瀬せくんの手てを取とった。

　村むら瀬せくんは、私わたしがちゃんと座すわるまで、しっかりと握にぎっててくれた。

　はなれていく手ての温おん度どが、少すこしだけ名残なごり惜おしい。

　となりに座すわった里り奈なちゃんが、にこにこしているのがわかる。

　顔かおが赤あかくなってるのが、自じ分ぶんでもわかるから、そっちを見みられなかったけど……。

　私わたしと里り奈なちゃんのうしろにまわった村むら瀬せくんと純じゅんが、イスを押おしてくれて、前まえに進すすみはじめる。

「うわぁ……」

　ゆっくり押おしてくれるから、風かぜがやさしく頬ほおを撫なでていく。

　ひんやりとした空くう気きに、胸むねが高たか鳴なっていくのがわかる。

「すごい……。氷こおりの上うえって、久ひさしぶり！　やっぱり、スケートって楽たのしいね！」

　振ふりかえってそう言いうと、目めが合あった村むら瀬せくんが、にこっと笑わらいかけてきた。

　思おもったよりも、近ちかい距きょ離りに村むら瀬せくんがいて、心しん臓ぞうがドキッと跳はねてしまう。

「おう！　吉き良らにも、楽たのしいって思おもってもらえて、よかった」

　そしてそんなことを言いってくるものだから、私わたしはまたすぐに前まえをむいてしまう。

　……同おなじ方ほう向こうをむいてて、よかったかも。

　こんなに赤あかくなった顔かお、村むら瀬せくんに見みられるのは恥はずかしい！

　まわりを見みまわしてみると、ほかのみんなも、楽たのしそうに滑すべっている。

　見みてるだけでいいって言いったけど、こうしていっしょにリンクの上うえを滑すべることができて、本ほん当とうによかった！

「…………なあ吉き良ら。一年ねん間かんって、長ながいよなぁ」

　村むら瀬せくんが、ぽつりと言いう。

　うしろを見み上あげると、村むら瀬せくんは、まっすぐ前まえを見みていた。

「でも──……来らい年ねんは、ダブルデートとか、できるといいな」

　思おもわず、まじまじと見み上あげてしまった。

　私わたしの視し線せんに気きづいて、村むら瀬せくんは、みるみる顔かおが赤あかくなっていく。

「な、なんだよ!?」

「村むら瀬せー？　案あん外がい、かわいいこと言いうじゃん」

「かわいくねーよ！」

　そのやりとりに、私わたしと里り奈なちゃんは、声こえを上あげて笑わらってしまう。

　村むら瀬せくんも、そんなふうに思おもったりするんだなぁ。

　でも、両りょう想おもいなのが、すごくうれしい。

　笑わらっちゃったけど、その日ひがくるのが、私わたしも楽たのしみだ。

「ねぇ、次つぎはお正しょう月がつに、みんなで初はつもうでに行いかない？」

　ふいに、純じゅんがそう提てい案あんしてきた。

「クラスの子こたちも誘さそってさ、みんなで行いこうよ」

「私わたしはいいけど……。でも純じゅん、いいの？」

　せっかくなら、そういうイベントは里り奈なちゃんと二人ふたりで行いきたいんじゃないのかな？

「いっしょに『二人ふたりが、勝しょう負ぶに勝かてますように』って、お祈いのりしようよ」

　里り奈なちゃんも、そう言いってくれる。

　私わたしの恋こいは、みんなに支ささえてもらってるんだなぁ。

　はじまりは、「バスケをする村むら瀬せくんを支ささえたい」っていう気き持もちだった。

　それが今いまは、私わたしもみんなに支ささえてもらっている。

　みんな、支ささえて、支ささえられて、やっていってるものなのかも。

　それならば、私わたしもまた支ささえかえせるように、やっていきたいな。

「私わたし、純じゅんと里り奈なちゃんの恋こいも、村むら瀬せくんのバスケも、全ぜん力りょくでサポートするから！」

「ん？　なに？　急きゅうに」

「言いいたくなったの！　一年ねん間かん、がまんだけど、その先さきも……。十年ねん後ごも、二十年ねん後ごも、こうして四人にんでいられたらいいよね！」

　未み来らいには、どんなことが待まっているかな？

　一年ねん後ごの未み来らいさえ、まだ見みえないけれど……。

　すてきな未み来らいになるように、いっしょにやっていけたらいいな！
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　制せい服ふくのリボンを結むすびながら、鏡かがみを見みて。

「ちょっとは似に合あうようになったかな……」なんて思おもった。

　わたし──工く藤どう穂ほ乃の香かが、京きょう塚づか中ちゅう学がくに入にゅう学がくしてから、二度ど目めの秋あきがきた。

　はじめて、このリボンを結むすんだときは、少すこしだけ、大人おとなになったような気きがしたけど、もう『気き』だけじゃないって、思おもってもいいかな？

　あと半はん年としもすれば、はじめて会あったときの『彼かれ』と、同おなじ年としになる。

　わたしの恋こい人びと、村むら瀬せ司つかさ先せん輩ぱいと同おなじ、三年ねん生せいに──。
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　秋あきも深ふかまってきた、この時じ期き。

　わたしの中ちゅう学がくでは、生せい徒と会かい選せん挙きょが行おこなわれる。

　三年ねん生せいがメインだった生せい徒と会かいのメンバーが引いん退たいして。

　新あたらしく選せん挙きょで選えらばれた、二年ねん生せい中ちゅう心しんのメンバーに入いれ替かわるんだ。

「～～～～とは言いっても、私わたしたちみたいな一いっ般ぱん人じんには、あんまり関かん係けいないけどね～」

　そう話はなすのは、親しん友ゆうの千ち帆ほちゃん。

　昼ひる休やすみの教きょう室しつの窓まどから、中なか庭にわを見みおろすと、演えん説ぜつしている立りっ候こう補ほ者しゃたちが見みえた。

　たしかにね。

　生せい徒と会かい役やく員いんに立りっ候こう補ほしているのは、成せい績せき上じょう位いの人ひとや、普ふ段だんからなにかとめだってる人ひとばかり。

　あんなふうに、人ひと前まえに立たって、堂どう々どうと自じ分ぶんの意い見けんを言いえるっていうだけで、別べっ世せ界かいの人ひとって感かんじがするもんね……。

「あれ？　でも、まゆちゃんは、立りっ候こう補ほ、勧すすめられたんじゃなかった？」

　千ち帆ほちゃんのとなりにいる麻ま友ゆちゃんに、身みを乗のりだしてたずねる。

　麻ま友ゆちゃんは、もともとめだつし、男だん女じょともに人にん気きがある。

「えっ……うーん。勧すすめてくれる人ひともいたけど、あたし、リーダーシップとかはべつにないと思おもうし。『この学がっ校こうをよくしたい！』みたいな強つよい気き持もちもあんまりないから……」

　小こ首くびをかしげて言いう麻ま友ゆちゃんは、やっぱりかわいい。

　でも、自し然ぜんと人ひとの目めをひきつける魅み力りょくと、先せん頭とうに立たってなにかをすることは、別べつなのかも。

「うちのクラスからは、小こ柴しばくんが立りっ候こう補ほしてたよね」

　千ち帆ほちゃんが言いうのは、うちのクラスの委い員いん長ちょう。

　あまりめだつタイプじゃないけど、成せい績せきがすごくよかったはず。

　生せい徒と会かい長ちょうに当とう選せんしたら、クラス委い員いんのほうはどうするのかな……？

　中なか庭にわを見み下おろしてみると、ちょうど小こ柴しばくんの演えん説ぜつが、始はじまったところだった。

　生せい徒と会かいとは縁えんがなくても、だれに投とう票ひょうするかは、しっかり考かんがえて決きめないとね。

　みんな、どんな主しゅ張ちょうをしているんだろう？

　これからの学がっ校こう生せい活かつに関かかわることなんだから、ちゃんとチェックしておかなきゃ。

　そう考かんがえながら、小こ柴しばくんの演えん説ぜつを聞きいていたら、ガラッと教きょう室しつのドアが開あいた。

「ねえ～！　だれか、ポスターに、小こ柴しばくんの名な前まえ、書かいてくれない？」

　どうやら、掲けい示じ板ばんに貼はるポスターを、用よう意いしているみたい。

　クラスメイトだし、なにか協きょう力りょくできることが、あるといいんだけど……。

　ぼんやりとそう思おもっていたら、その子こと視し線せんが、パチッと目めが合あった。

「あっ、工く藤どうさん！　よかったらお願ねがいできない？」

「えぇっ、わたし!?」

　急きゅうに声こえをかけられて、声こえがひっくり返かえっちゃった。

　その子こが近ちかづいてきて、フェルトペンを差さしだしてくる。

「工く藤どうさん、字じがきれいじゃん？　おねがーい！」

　そ、そうかな……？

　でも、お手て伝つだいできたら、と考かんがえたばかりだ。

「じゃあ、わたしでよければ……」と、フェルトペンを受うけとった。
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　選せん挙きょの結けっ果かは、小こ柴しばくんが学がっ校こうの生せい徒との半はん分ぶん以い上じょうの票ひょうを獲かく得とくして、みごと生せい徒と会かい長ちょうに当とう選せんした。

　クラスのみんなが拍はく手しゅしたけど……

　小こ柴しばくんはいつも通どおり、表ひょう情じょうを変かえなかった。

　先せん生せいには「別べつの人ひとに、クラス委い員いんを代かわってもらってもいいんだぞ」って言いわれてたけど、小こ柴しばくんは、

「両りょう方ほうできます」

　ってきっぱり言いって、そのまま続ぞっ行こうすることになった。

　副ふく委い員いん長ちょうの子こが、「サポートするから」とは言いってるけど……。

　クラスの中なかには、「小こ柴しばなら大だい丈じょう夫ぶだろう」みたいな空くう気きがある。

　なんか、本ほん当とうにすごい人ひとだなぁ……。

　クラスをまとめるのだって大たい変へんそうなのに、それと生せい徒と会かい長ちょうを同どう時じにやれる、なんて。

　はっきりと「両りょう方ほうできる」って言いいきれるのには、あこがれてしまう。

　実じつ力りょくがともなう自じ信しんっていうのかな……。

　小こ柴しばくんは、なるべくして生せい徒と会かい長ちょうになったって気きがする。

　選せん挙きょで選えらばれるのは、会かい長ちょうと副ふく会かい長ちょうだけ。

　あとのメンバーは、会かい長ちょうと副ふく会かい長ちょうが声こえをかける、任にん命めい制せいなんだって。

　小こ柴しばくんが選えらぶんだから、他ほかのメンバーも、きっと『すごい人ひと』たちなんだろうなあ。
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　──そう思おもっていたのに……。

「工く藤どうさん」

　一人ひとりで廊ろう下かを歩あるいていたとき、うしろから声こえをかけられた。

　振ふりかえった先さきにいたのは、あの小こ柴しばくん。

　えっ、どうしたんだろう？

　小こ柴しばくんとは、同おなじクラスだけど、直ちょく接せつ話はなしをしたことは、ほとんどないのに。

　むき合あうと、小こ柴しばくんは、わたしと視し線せんの高たかさが同おなじくらいだった。

　まっすぐにわたしの目めを見みながら、小こ柴しばくんが口くちを開ひらく。

「……工く藤どうさん、生せい徒と会かいに興きょう味みない？」

　え？　興きょう味み、って……。

　なんの前まえ振ふりもなく尋たずねられて、目めをぱちくりさせてしまう。

　生せい徒と会かいって、あの生せい徒と会かいだよね？

「工く藤どうさんが、必ひつ要ようなんだ」

「え……えええっ!?」

　なんで!?

　だって、どう見みても、わたしは生せい徒と会かいって柄がらじゃない。

　引ひっこみじあんだし、めだつことは苦にが手てだし！

　あせっているわたしに、小こ柴しばくんは、メガネの奥おくから、まっすぐな視し線せんをむけてくる。

　どっ、どうしたらいいのー!?
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　小こ柴しばくんには、

「返へん事じは、すぐにじゃなくていいから」

　と言いわれた。

　そのまま、返へん事じができないまま、金きん曜よう日びがきてしまった。

　金きん曜よう日びは、放ほう課か後ごに、公こう園えんに寄より道みちするのが決きまり。

　いつもなら、待まち遠どおしい金きん曜よう日び。それというのも──。

「ほのちゃん！　お待またせ！」

　こっちにむかって駆かけてくる、つかさ先せん輩ぱいのすがたに、胸むねがドキッとなった。

　つかさ先せん輩ぱいも、衣ころも替がえをして、冬ふゆ服ふくになっていたんだ。

　何なんヶか月げつかぶりに見みるそのかっこうは、やっぱりかっこいいなぁって思おもっちゃった。

　わたしの『彼かれ氏し』、つかさ先せん輩ぱいは、二つ年とし上うえの、高こう校こう一年ねん生せい。

「じゃあ、行いこっか」

　そう言いって、つかさ先せん輩ぱいが、わたしの手てを取とって歩あるきだす。

　高こう校こう生せいのつかさ先せん輩ぱいと、中ちゅう学がく生せいのわたし。

　去きょ年ねん、中ちゅう学がく生せいだったときまでは、同おなじ学がっ校こうだったんだ。

　つかさ先せん輩ぱいが中ちゅう学がく三年ねん生せいのときに、わたしたちは付つき合あいはじめたんだけど。

　先せん輩ぱいが高こう校こう生せいになってからは、学がっ校こうがちがうから、毎まい日にちは会あえない。

　先せん輩ぱいの部ぶ活かつがない金きん曜よう日びには、こうして待まち合あわせて、いっしょに帰かえっているんだ。

　会あえない日ひでも、メッセージや通つう話わでやりとりをしている。

　けど、やっぱり顔かおを見みて話はなすほうが、何なん倍ばいも何なん倍ばいも、幸しあわせだ。

　二人ふたりですごせるこの時じ間かんは、いつも宝たから物ものみたいなんだけど……。

「ほのちゃん、なにかあった？」

「えっ!?」

　となりを歩あるいていた、つかさ先せん輩ぱいが、心しん配ぱいそうに顔かおをのぞきこんできていた。

　気きがついたら、また考かんがえごとをしちゃっていたみたい。

　この間あいだからずっと、頭あたまに引ひっかかっているのは、やっぱり『あのこと』で……。

「じつは……わたし、生せい徒と会かいに誘さそわれたんです」

「生せい徒と会かい？」

　わたしは、こくっとうなずいた。

　小こ柴しばくんとは、一度どだけ授じゅ業ぎょうで同おなじ班はんになったことがあった。

　班はんごとに調しらべ学がく習しゅうをして、まとめたものを、発はっ表ぴょうしなきゃいけなかったんだ。

「発はっ表ぴょうのとき、わたしのまとめたノートのことを覚おぼえてたみたいで……。書しょ記きをやらないかって声こえをかけられたんです。わたし、そんなこと言いわれたことないから、びっくりしちゃって……」

　字じもきれいだし、要よう点てんのまとめ方かたがうまい、なんて言いってくれたけど、自じ分ぶんでは、そう思おもったことがなかった。

　きっと、わたしより生せい徒と会かいむきの人ひとが、いると思おもうんだけど……。

「ないでしょ！」って思おもっているのに、「必ひつ要ようなんだ」って言いったときの、小こ柴しばくんの顔かおを思おもいだすと、はっきりと断ことわるって決きめることもできなくて……。

　わたしの話はなしをきくと、つかさ先せん輩ぱいはちょっと考かんがえてから、言いった。

「……うん、やったらいいんじゃないかな。ほのちゃん、むいてると思おもうよ」

「ええっ、そうですか!?」

　つかさ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしはびっくりして首くびをかしげてしまう。

　どのへんが、むいてるんだろう？

「たしかに、ほのちゃんって字じがきれいだし、メッセージだって、すごく読よみやすいよ」

「メッセージに、読よみやすいとかありますか？」

「あるよ！　昴すばるなんて、文ぶん章しょうの順じゅん番ばんがめちゃくちゃだし、なぞのスタンプはさんでくるし……」

「あははっ！　そうなんですね」

　岡おか本もと昴すばる先せん輩ぱいは、つかさ先せん輩ぱいの親しん友ゆう。

　わたしのいる美び術じゅつ部ぶの上じょう級きゅう生せいだった、レナ先せん輩ぱいと付つき合あっている。

　二人ふたりの付つき合あいは、高こう校こうに入はいった今いまもつづいてる。

　何なん年ねんも、うまくいってて、すごいなって、いつも思おもっているんだ。

「──あとさ。ほのちゃん知しってた？　生せい徒と会かいに入はいってると、入にゅう試しの面めん接せつ対たい策さくにもなるらしいよ」

　えっ？

　つかさ先せん輩ぱいのセリフは、まったく予よ想そう外がいで、わたしは立たち止どまってしまう。

「面めん接せつ……って……高こう校こうの推すい薦せん入にゅう試し、ですか？」

「そう。うちの高こう校こう、推すい薦せん枠わくがあるし。ほのちゃんの成せい績せきなら、チャレンジできるんじゃないかなって、前まえから思おもってたんだ」

　つかさ先せん輩ぱい、そんなこと考かんがえていたなんて……！

「わたしが推すい薦せんなんて……もらえるかな」

「せっかくだし、チャレンジしてみなよ」

　先せん輩ぱいにそう言いわれると、やってみようかなって、思おもえてきた。

　つかさ先せん輩ぱいが、いたずらっ子このように笑わらう。

「……ほら、それにさ。もし、ほのちゃんが推すい薦せんで早はやく合ごう格かくが決きまったら……そのぶん、遊あそべると思おもわない？」

「！」

　高こう校こう受じゅ験けんって、まじめにがんばらないといけないんだって思おもいこんでたから、そんなふうな考かんがえ方かたもできるんだって、ちょっと気きが抜ぬけちゃった。

「あっ！　でも、勉べん強きょうはちゃんとしなきゃ、ダメだよ？」

　人ひと差さし指ゆびを、ピッとつきだして、急きゅうにまじめな顔かおをするつかさ先せん輩ぱい。

「ふふっ、そうですよね」

　落らく差さがおかしくて、わたしは思おもわず、ふき出だしちゃった。

　つかさ先せん輩ぱいが、三年ねん生せいのとき。

　先せん輩ぱいが、希き望ぼうしてる高こう校こうに成せい績せきが届とどかないかもしれなくて、三年ねん生せいの秋あきから、受じゅ験けんが終おわるまで、「会あわない」って決きめていたことがある。

　思おもうように会あえなかった、あの時じ期き。

　先せん輩ぱいにとっても、わたしにとっても、きびしい「試し練れん」の時じ間かんだったんだ。

　でももし、先せん輩ぱいが言いうように、わたしが推すい薦せんで合ごう格かくをもらえたら。

　つかさ先せん輩ぱいと同おなじ高こう校こうにいける。

　それも、ひと足あし早はやく、結けっ果かを出だして。

　あのときとはぜんぜんちがう、「三年ねん生せいの秋あき冬ふゆ」にできちゃうのかも……！

　つかさ先せん輩ぱいが、いつものふわっとした表ひょう情じょうになる。

「それでさ、生せい徒と会かいの話はなしだけど。……ほのちゃん、受じゅ験けんとか推すい薦せんとかを抜ぬきにしても、そんなふうに悩なやむってことは、やってみたい気き持もちもあるんじゃない？　チャレンジしてみたらどう？」

　つかさ先せん輩ぱいに言いわれて、ドキッとする。

　…………そうなんだ。

　小こ柴しばくんから言いわれた「必ひつ要ようなんだ」っていう言こと葉ばが、ずっと心こころの中なかで、光ひかってる気きがして。

　でもやっぱり、自じ信しんはなくて。迷まよってた。

　でも、つかさ先せん輩ぱいに言いわれると、考かんがえてもいいのかなって思おもえてくる。

「……ちょっと、前まえむきに考かんがえてみます」

「うん。ほのちゃんなら、できるよ」

　つかさ先せん輩ぱいがほほ笑えんでくれる。

　それだけで、答こたえはもう出でているような気きも、しなくはないけど……。

　気きがつくと、もうわたしの家いえについてしまった。

　先せん輩ぱいといっしょにいられる時じ間かんは、いつも、あっという間ま。

　名残なごり惜おしいなぁって思おもっていたら、つかさ先せん輩ぱいは、やさしい瞳ひとみで、わたしのことを見みていた。

「ほのちゃんと、同おなじ高こう校こうに通かようのが、待まち遠どおしいな」

「わたしもです……！」
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　わたしたちの間あいだにある、二歳さい差さって、いっしょの学がっ校こうに通かよえる時じ間かんが、どうしても短みじかい。

　わたしが高こう校こうに入はいっても、また一年ねんで、先せん輩ぱいは大だい学がくに進すすむ。

　追おいついても、すぐにまた離はなれてしまう。

　せめて、一歳さい差さだったらよかったのに。

　そうやって、考かんがえてもしかたのないことを、考かんがえてしまうこともあるけど……。

　つかさ先せん輩ぱいが「待まち遠どおしい」って言いってから、あせりそうになる気き持もちが、やわらいでいく。

　それに、年としの差さがあるからこそ、今日きょうみたいに、いいアドバイスをもらえるんだよね。

　だけど……。

　わたしも先せん輩ぱいから、たよられるようになりたい。

　つかさ先せん輩ぱいは、『ただの先せん輩ぱい』じゃなくて、わたしの『恋こい人びと』だから。

　先せん輩ぱいのとなりに、自じ信しんを持もって立たてるような人ひとに、なりたいって思おもう……！

　やっぱり、答こたえはもう出でているのかもしれなかった。
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　今日きょうは、生せい徒と会かいメンバーが、はじめて集あつまる日ひ。

　生せい徒と会かい室しつのイスに座すわるのは、緊きん張ちょうした。

　長なが机づくえが四し角かくにおかれてるだけだし、イスも、ただのパイプイスなんだけど……。

　ホワイトボードの前まえのイスには小こ柴しばくん。

　窓まどぎわのイスにわたしが座すわって、他ほかのメンバーがくるのを待まっていた。

　副ふく会かい長ちょうも会かい計けいの子こも別べつのクラスで、しゃべったことはない。

　選せん挙きょで副ふく会かい長ちょうのことは、見みたことはあるけど……仲なかよくなれるかな？

　一年ねん間かん、いっしょにやっていくんだから、仲なかよくなれるといいなぁ。

　そう思おもっていると、ドアが開あいた。

「あ、ごめん。待またせちゃったね」

「いや、大だい丈じょう夫ぶだ」

「ホームルームが長なが引びいちゃってね～。あっ！　そっちが工く藤どうさん？　女じょ子しが増ふえてうれし～！」

　入はいってきたのは、副ふく会かい長ちょうの梅うめ崎さきくんと、同おなじ二年ねん生せいの女じょ子しだった。

　えっと、たしか名な前まえは……。

「あたし、松まつ島しま美み波なみだよ！　よろしくね！」

　松まつ島しまさんは、そう言いいながらわたしの手てを取とって、ぶんぶんと振ふる。

　げ、元げん気きな子こだなぁ……。

「松まつ島しまさん、自じ己こ紹しょう介かいはこれからやろうと思おもってたんだが」

「いいじゃ～ん、かたくるしくなるし」

「俺おれたちと正まさ臣おみは、一年ねんのときにいっしょのクラスだったんだ。俺おれは、梅うめ崎さき壮しょう吾ご。俺おれが副ふく会かい長ちょうで、美み波なみが会かい計けいな」

　梅うめ崎さきくんは、おだやかそうな雰ふん囲い気きだ。

　小こ柴しばくんとは、またちがった落おちつきようで、面めん倒どう見みのいいお兄にいちゃんって感かんじ。

「工く藤どう穂ほ乃の香か、……書しょ記きになりました。一年ねん間かん、よろしくね」

「よろしく～。あっ、あたしのことは、美み波なみでいいから！　ほのかちゃんって呼よんでもいい？」

「うん、もちろん」

　タイプのちがう四人にんだけど、うまくやっていけそうな気きがした。
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　生せい徒と会かいって、どんなことをしているのか知しらなかったけど、大たい変へんそうなイメージだった。

　全ぜん校こう生せい徒とのまとめ役やくだし、上うえに立たつって、きっと難むずかしいんだろうなって。

　だから、わたしに務つとまるのか、ちょっと不ふ安あんだったんだけど……。

　月つきに一度どの、委い員いん長ちょう会かい議ぎ。

　各かく委い員いん長ちょうが集あつまって、活かつ動どう内ない容ようや、今こん後ごの取とり組くみを話はなしあっていくんだ。

　わたしは書しょ記きということで、生せい徒と会かいの先せん生せいに確かく認にん印いんをもらうために、記き録ろくをとった。

「工く藤どうさん。これ、過か去この生せい徒と会かい便だよりのファイル。できれば、前ぜん年ねんまでと同おなじ頻ひん度どで発はっ行こうしていきたいから、目めを通とおしておいてくれ」

　そっか、書しょ記きって、そういったお仕し事ごともあるんだ。

「書かくのを、全ぜん部ぶ工く藤どうさん一人ひとりにまかせるわけじゃないから、目めを通とおすのは、かるくでいいよ。下した書がき用ようの紙かみも用よう意いしておくから、いっしょに考かんがえていこう」

　どんなものを書かいたらいいのかな、ってちょっと悩なやんだわたしに気きづいたのか、小こ柴しばくんはすぐにそう言いってくれる。

「あ、ありがとう……」

「それから、この前まえの会かい議ぎの記き録ろく、コピーして各かく委い員いん長ちょうに配くばっておくってことだったけど……」

「えっ、そうだったっけ!?」

　そういえば、生せい徒と会かい顧こ問もんの先せん生せいに、最さい初しょにそう言いわれたような……。

　文ぶん章しょうをまとめるのに必ひっ死しで、うっかりしていた！

「ごめん、すぐやるね！」

「いや、ちょうど先せん生せいに記き録ろくを預あずけられたから、ついでにやっといた。その報ほう告こくだ」

「うぅ……わすれててごめんなさい……」

「気きにするな」

　そう言いって、小こ柴しばくんは行いってしまった。

　小こ柴しばくん、本ほん当とうにしっかりしているなぁ。

　生せい徒と会かい便だよりだって、これまでももらって読よんでいたんだから、自じ分ぶんで気きづくべきだった。

　こんなファイルまで、用よう意いしてくれて……。

「あっ、小こ柴しば～。冬ふゆ休やすみ前まえに、募ぼ金きん活かつ動どうするんだよね？　募ぼ金きん箱ばこってどうするか知しってる？」

「それはたしか、視し聴ちょう覚かく室しつに……いや、僕ぼくが確かく認にんしてくる」

　みなみちゃんを片かた手てで制せいして、小こ柴しばくんはパッとたちあがって生せい徒と会かい室しつを出でていった。

　視し聴ちょう覚かく室しつって、生せい徒と会かいの物もの置おきになっているんだよね。

　いろんなものがおかれているはずだけど、全ぜん部ぶ把は握あくしているのかな？

　頭あたまがいい人ひとだなぁって、前まえから思おもってたけど、本ほん当とうに『できる人ひと』なんだなぁ。

「小こ柴しばくんって、一年ねんのときから、あんな感かんじなの？」

　わたしは、みなみちゃんと梅うめ崎さきくんに、問といかけた。

　二人ふたりは顔かおを見み合あわせた。

「あんなって、『先さき回まわりマン』なとこ？」

「先さき回まわりマン？」

　首くびをかしげるわたしに、みなみちゃんは、そうそうとうなずいた。

「こっちが気きづいたときには、なんでもやっちゃってるでしょ？　だから、先さき回まわりマン」

「そう呼よんでるのは、美み波なみだけだろ」

　みなみちゃんは、梅うめ崎さきくんにつっこまれていたけど、わたしは「まさにそれ！」って思おもっちゃった。

「入にゅう学がく当とう時じから、あんな感かんじだね～。クラス委い員いんにもすぐ決きまっちゃったし」

「そうだったんだ」

「副ふく委い員いん長ちょうだって、まじめな子こではあったんだけど、『小こ柴しばくんがいつの間まにか全ぜん部ぶやってくれてるから、仕し事ごとがない』ってなげいてたよ」

「そ、そこまで……？」

　助たすかると言いえば、助たすかるんだけど。

　それってなんだか……。

「もっと頼たよってくれても、いいのにね」

　そう話はなすのは、梅うめ崎さきくん。

　みなみちゃんも、梅うめ崎さきくんのとなりでうなずいている。

　そう、なんとなくね。

　頼たよりにされてないようで、ちょっともやもやしちゃうんだ。

　もちろん、小こ柴しばくんにそのつもりがないのは、わかっている。

　だけど……せっかく同おなじ生せい徒と会かいになったんだし、少すこしでも力ちからになりたい。

　こっちが気きが回まわらなくてもうしわけないとは思おもうけど……。

　そういうの、どう伝つたえたらいいんだろう？

「相あい手てが女じょ子しだから、男だん子しだからってわけじゃないんだよね。友ともだちがいないわけでもないのに、なんか……一いっ匹ぴきおおかみっていうか。アイデアも実じっ行こう力りょくもあるから、文もん句くは言いえないんだけど」

「まあ、ついていくしかないのかなーって」

　二人ふたりは、しかたないなとでも言いうかのように、笑わらっていた。

　それが小こ柴しばくんの性せい格かくだって、受うけ入いれているのかな？

　そう言いってしまえば、それで終おわりな話はなしなのかもしれないけど……。

「そういえば小こ柴しば、庶しょ務むはおかないつもりなのかな？」

　梅うめ崎さきくんの言こと葉ばに、たしかに、とわたしはうなずく。

　会かい長ちょう・副ふく会かい長ちょう・書しょ記き・会かい計けいは、生せい徒と会かいの必ひっ須すメンバーだけど、庶しょ務むは絶ぜっ対たい入いれないといけないっていうわけじゃない。

　この四人にんで今こ年としの生せい徒と会かいは決けっ定ていなのかなって、思おもっていた。

「庶しょ務むも、絶ぜっ対たいいたほうがいいよね～。小こ柴しばの仕し事ごと、減へらせるし」

「でも、正まさ臣おみのことだから、また『僕ぼくがやったほうが早はやくないか？』って言いいそう」

「わ、今いまの言いい方かた、似にてた」

　盛もり上あがる二人ふたりに、わたしもつい笑わらっちゃった。

　それにしても。

「三人にんって、仲なかがいいよね。中ちゅう学がくでいっしょになったとは、思おもえない」

「あたしと壮しょう吾ごは、小しょう学がっ校こうからいっしょなんだ」

「美み波なみがこの性せい格かくだから、正まさ臣おみをかまいに行いくんだよ」

「ちょっと～。あたしがおせっかいみたいな言いい方かた、やめてよね」

　頬ほおをふくらませるみなみちゃんだけど、梅うめ崎さきくんは、あははと流ながしている。

　どちらかと言いうと、この二人ふたりがいいコンビなのかな？

「まったく……。ま、ほのかちゃん、小こ柴しばには、そんなに気きをつかわなくていいよ。この生せい徒と会かい、けっこううまくやっていけてると思おもうし」

　みなみちゃんが、明あかるく言いいはなつ。

　それもそう……なのかな。

　わたしは、小こ柴しばくんが出でていった生せい徒と会かい室しつのドアを見みつめた。
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　それから、しばらくたっても、わたしは『先さき回まわりマン』に先さきを越こされつづける日ひ々びだった。

「工く藤どうさん、生せい徒と会かい便だよりの仕し上あげは、どう？」

「今日きょう中じゅうには、できると思おもうよ」

「じゃあ、冬ふゆ休やすみの注ちゅう意い事じ項こうの資し料りょう作づくりのほうは、僕ぼくがやっておくから」

「あっ、えっ？」

　小こ柴しばくんは、原げん稿こうを手てに、去さっていってしまう。

　止とめる間まもなかった……。

　この生せい徒と会かい便だよりを書かき終おわったら、自じ分ぶんでコピーしに行いくつもりだったんだけどなぁ。

　～～～～小こ柴しばくん、ちょっと優ゆう秀しゅうすぎない？

　仕し事ごとも早はやくて、よく気きがついて……いつも先さきにいかれてしまう。

　自じ分ぶんのいたらなさに、落おちこんでくる。

「小こ柴しばがせっかちなだけなんだから、気きにしなくていいよ～」

　って、みなみちゃんは言いうけど、どうしても気きになってしまう。

　だって、気きづいたときには、なにもかも終おわってしまっているんだもん。

「わたし、本ほん当とうに、生せい徒と会かいに『必ひつ要よう』なのかなぁ……」

　思おもわずそうつぶやきながら、ため息いきをついた。

　もちろん、全ぜん部ぶが全ぜん部ぶを小こ柴しばくんがやってしまっているわけじゃない。

　わたしなりに、会かい議ぎの記き録ろくも、生せい徒と会かい便だよりの仕し上あげも、やるにはやっているんだけど……。

　今いまも、生せい徒と会かい便だよりのチェックを先せん生せいにしてもらいに行いったところではあるんだよね。

　でも……。

　どうしても、胸むねを張はって生せい徒と会かい役やく員いんって言いえるのかなって、考かんがえてしまう。

　だってこれも、小こ柴しばくんに「言いわれて」やってることだから。

　もう少すこし自じ主しゅ的てきに動うごけてないと、「生せい徒と会かいをやってました！」って、入にゅう試しの面めん接せつで、自じ信しんを持もって話はなせない気きがする。

「……やっぱり、小こ柴しばくんに直ちょく接せつ言いってみようかなぁ」

　でも、どう言いったらいいかわからなくて、これまで相そう談だんできずにいた。

　実じっ際さい、今いまの状じょう況きょうで、生せい徒と会かいはうまく回まわっている。

　それなら、変かえる必ひつ要ようはないのかな……？

　答こたえは出でないまま、わたしは生せい徒と会かい室しつにもどることにした。

　生せい徒と会かい室しつのそばまできたときだった。

「あれ……？」

　生せい徒と会かい室しつのむかい側がわの視し聴ちょう覚かく室しつに、だれかが入はいっていくのが見みえた気きがした。

　視し聴ちょう覚かく室しつって、生せい徒と会かいの物もの置おきだよね？

「しかも、さっきのって」

　小こ柴しばくん……だった気きがする。

　たしかに、視し聴ちょう覚かく室しつのかぎを管かん理りしているのは、生せい徒と会かいだ。

　小こ柴しばくんが出で入いりしても、なにもおかしくはない。

　でも、なにかまだ用よう事じがあったかな……？

　気きになって、わたしはしゃがみこんで、そっと視し聴ちょう覚かく室しつをのぞいてみた。

　視し聴ちょう覚かく室しつでは、小こ柴しばくんと、一人ひとりの女じょ子しがならんで座すわっている。

　だれだろう？

　なにかのプリントを、ホチキスで留とめていて、資し料りょう作づくりをしているようなんだけど……。

　ふいに、その女じょ子しが歌うたいだした。

　その歌うた声ごえに、わたしは思おもわず息いきをのんだ。

　すっごく上じょう手ず……。

　歌うたってるのは、最さい近きん、動どう画がアプリで流行はやっている曲きょくだ。

　アカペラだと雰ふん囲い気きが変かわったように感かんじるけど、あの子こが特とく別べつにいい声こえをしてるのは、少すこし聞きいただけですぐわかる。

　小こ柴しばくんを見みると、作さ業ぎょうの手てを止とめて、目めを閉とじて聞きき入いっているみたい。

　あの小こ柴しばくんが、あんな顔かおをするなんて……！

　でも、気き持もちはすごくわかる。

　それくらいすてきな声こえなんだ。

　一番ばんが終おわったところで、その女おんなの子こは、歌うたうのをやめてしまった。

　もうちょっと、聞きいていたかったなぁ……。

「～～これでいいですか、会かい長ちょう……？」

　女おんなの子こが恥はずかしそうな声こえで言いう。

「ずいぶん堂どう々どうと歌うたえるようになったじゃないか」

「それは、会かい長ちょうのおかげですけど……」

　話はなしぶりから察さっするに、こうしていっしょにいるのは、今日きょうがはじめてじゃないみたい。

　いったいいつから、こうしていっしょにいたんだろう？

　生せい徒と会かい室しつのすぐそばなのに、ぜんぜん気きがつかなかった。

　視し聴ちょう覚かく室しつって、防ぼう音おん設せつ備びがしっかりしているんだよね。

　それにしても、あの小こ柴しばくんが、だれかと作さ業ぎょうを分ぶん担たんしているなんて……。

　二人ふたりが作つくっている資し料りょうって、さっき小こ柴しばくんが持もっていったお仕し事ごとだよね。

　どうして、あの子こといっしょにやっているんだろう？

　考かんがえこんでいて、わたしはまわりの様よう子すに気きを配くばっていなかった。

「なにしてるの、工く藤どうさん」

　はっと気きづくと、小こ柴しばくんがドアを開あけて、わたしのことを見み下おろしていた。

　そのうしろからは、あの女おんなの子こもあわてた表ひょう情じょうでのぞきこんでいて。

　のぞき見みしてるところを、見みつかっちゃった！
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　わたしは、のぞき見みをしちゃったことを謝あやまって、二人ふたりの作さ業ぎょうに加くわわった。

　一年ねん生せいだっていう、その女おんなの子こ──高たか槻つきひばりさんが、これまでの事じ情じょうを説せつ明めいしてくれる。

「────そんなわけで……。会かい長ちょうから、歌うたの練れん習しゅうのために、ここを使つかっていいと言いってもらったんですけど……ただで場ば所しょを貸かしてもらうのは、もうしわけなくて……」

「どうしても、なにかやらせてほしいと言いうから、資し料りょう作づくりを手て伝つだってもらっていたんだ」

　小こ柴しばくんが、無む表ひょう情じょうのまま言いう。

　まさか、そんなことをやっていたなんてなぁ。

　この資し料りょう作づくりも、ちょうどプリントを持もって入はいってきた小こ柴しばくんに、「手て伝つだわせてください」と高たか槻つきさんがたのみこんだんだって。

「僕ぼくとしては、ここは空あき教きょう室しつなんだから、貸かすのはまったくかまわなかったんだが」

「でも、これって私わたしの個こ人じん的てきな理り由ゆうじゃないですか……！　悪わるいです……」

　高たか槻つきさんは、もうしわけなさそうに、身みをすくめる。

　まじめな子こだなぁ。

　高たか槻つきさんの目めの前まえには、資し料りょうの山やまができあがっている。

　仕し事ごとの手てが早はやくて、この資し料りょう作づくりも、あっという間まに終おわっちゃいそう。

　こういう事じ務む作さ業ぎょうが、得とく意いなのかな？

　小こ柴しばくんが、高たか槻つきさんに視し線せんを送おくる。

「代かわりに、人ひと前まえで歌うたえるようになったら、歌うたをちゃんと聞きかせてくれるって約やく束そくだろう？」

　それは……と口くちをパクパクさせる高たか槻つきさん。

　その顔かおが真まっ赤かになってる。

　えっ、えっ、小こ柴しばくん、高たか槻つきさんにそんな約やく束そくをしているの？

　それって、高たか槻つきさんの歌うたが、すごく気きに入いってるってことだよね？

　気きに入いってるのは…………歌うただけ？

　高たか槻つきさんの歌うたを聞きいているとき、おだやかな表ひょう情じょうをしていた小こ柴しばくん。

　普ふ段だんのきりっとした無む表ひょう情じょうとはちがって、リラックスして見みえた。

　あんな顔かおをしてるのに、自じ分ぶんでは気きづいてないのかな？

　この二人ふたりの関かん係けいって、教きょう室しつの貸かし借かりだけ？

「工く藤どうさん、高たか槻つきさんの歌うた、どう思おもった？」

「すごくよかった！　うまくてびっくりしちゃった。ずっと聞きいていたいなぁって、思おもったよ」

「そっ、そう言いわれると、恥はずかしいんですが……ありがとうございます」

　笑わらって言いったわたしに、高たか槻つきさんは、背せ中なかを丸まるめて小ちいさくなってしまった。

　二人ふたりの会かい話わから察さっするに、高たか槻つきさんはまだ、小こ柴しばくんの前まえでしかあんなふうに歌うたえていなかったみたい。

　小こ柴しばくんは、高たか槻つきさんが人ひと前まえで歌うたえるように、協きょう力りょくしてあげてたんだ。

「生せい徒と会かいって忙いそがしそうだし、先せん輩ぱいたちの力ちからになれてるなら、いいんですけど……」

「あぁ、助たすかってるよ」

　小こ柴しばくんは、表ひょう情じょうを変かえずにそう言いう。

　もくもくと手てを動うごかしてるから、小こ柴しばくんは気きづかなかったようだけど……。

　高たか槻つきさん、さっきよりもっと顔かおが赤あかくなってない？

　えっ、えっ……もしかして、高たか槻つきさんって!?

　ドキドキしてきちゃったけど、高たか槻つきさんはひたすら、手て元もとの資し料りょうに視し線せんを落おとしてる。

　……高たか槻つきさんの、片かた想おもいなのかな？

　小こ柴しばくんに付つき合あっている人ひとがいるとは、聞きいたことがない。

　わたしは、二人ふたりのほうをちらっと横よこ目めで見みてみた。

　もくもくと作さ業ぎょうをしているけど……。

　二人ふたりの関かん係けいが、いいものになるといいなぁ。

　って、今いま考かんがえるべきは、このことじゃない。

　このさいだから、思おもってたことを言いってみよう！

「あ、あのね、小こ柴しばくん。生せい徒と会かいのお仕し事ごとのことなんだけど……。もっと、わたしたちに頼たよってくれても、いいんだよ？」

「え？」

　けげんな表ひょう情じょうで、わたしのほうを見みる小こ柴しばくん。

　わたしは、ホチキスをおいて、ぎゅっと手てを握にぎりしめた。

「小こ柴しばくんが、一人ひとりでなんでもできちゃう人ひとだっていうのは、わかるんだけど……わたしたちみんなで『生せい徒と会かい』なんだから。要よう領りょうがわるくても、もっと仕し事ごとを振ふってくれたら、わたしもうれしいなって」

　小こ柴しばくんがやる前まえに、自じ分ぶんで気きづけたらいいんだけど、慣なれないから、気きづけないことも多おおい。

　小こ柴しばくんが、高たか槻つきさんには手て伝つだってもらってるなら、わたしたちが手て伝つだうことだって、できないわけじゃないはずだ。

　わたしの言こと葉ばに、小こ柴しばくんは、右みぎ手てをあごに当あてて、考かんがえこんでいる。

「たしかに、それも一いち理りある。善ぜん処しょしよう」

　わかってくれた……！

　こんなことなら、もっと早はやく言いっておけばよかったなぁ。

　わたしも、小こ柴しばくんに言いわれる前まえに、自じ分ぶんで仕し事ごとを見みつけられるように、がんばらなくちゃ！

「……それに」

　と、小こ柴しばくんはつづける。

「いつまでも高たか槻つきさんに手て伝つだわせているのも、悪わるいしな」

「え？」

「えっ……」

　小こ柴しばくん、そんなこと言いっちゃうの!?

　思おもわず高たか槻つきさんの顔かおを見みると、どう見みても、ショック受うけてる！

　やっぱり、小こ柴しばくんと過すごせる時じ間かんがうれしかったんだよね……？

　わたし、高たか槻つきさんのじゃまをするつもりじゃなかったのにー！

「でっ、でも！　高たか槻つきさん、お仕し事ごと早はやいし、助たすかってるんじゃない!?」

「それはある」

「だよねだよね!?」

　そのとき、わたしの頭あたまの中なかで、梅うめ崎さきくんたちとのやりとりがよみがえった。

　……そうだ!!

「じゃあ！　高たか槻つきさんに、生せい徒と会かいの庶しょ務むをやってもらうのは、どう!?」

「へっ!?」

　高たか槻つきさんは、裏うら返がえった声こえを上あげて、目めをぱちくりさせた。

　わたしは、思おもいついたいきおいのまま、言こと葉ばをつづける。

「ほら！　高たか槻つきさんのおかげで、資し料りょうだってこんなに速はやくできあがってるし、やっぱり生せい徒と会かいに必ひつ要ような人じん材ざいだよ！」

　わたしは、高たか槻つきさんの作つくった資し料りょうをビシッと指ゆび差さして、なんとか説せっ得とく力りょくを持もたせようとする。

　お願ねがい！　小こ柴しばくん！　うんって言いってー!!

「……たしかに、いいかもしれない」

　小こ柴しばくんの言こと葉ばに、わたしは目めを輝かがやかせた。

　逆ぎゃくに高たか槻つきさんは、さらにあせったようだったけど……。

「きみの仕し事ごとぶりはしっかりしてるし。庶しょ務むの席せきは、まだ決きまってなかったんだ。もしよければどうだろう？」

「ぜひ！　人ひと手ではほしいかな！」

　わたしは、さらに言こと葉ばを連つらねる。

　こんなふうに押おしたら、断ことわりづらいかな？

　でも、これを逃のがしたら、二人ふたりの接せっ点てんがなくなっちゃうよ!?

　わたしのせいでそうなるのは、どうしてもさけたかった。

　高たか槻つきさんが、こくりとうなずく。

「か、考かんがえさせてください……」

「いい返へん事じを、期き待たいしてる」

　そう言いって、小こ柴しばくんは、ほんの少すこしほほ笑えんだ。

　わっ、小こ柴しばくんが笑わらったところって、はじめて見みた……。

　もしかして、わたしが気きを回まわさなくても、二人ふたりはいい感かんじなのかな？

　それなら、よけいに高たか槻つきさんは、生せい徒と会かいに入はいるべきだ！
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　にこにこしていたら、小こ柴しばくんが、ふうとため息いきをついた。

「…………どうも僕ぼくは、こういうことに鈍にぶくていけないな」

「えっ!?　こ、こういうことって!?」

　まさか、わたしの思おも惑わくに気きづかれた!?

　あせっていると、小こ柴しばくんは、

「将しょう来らいの夢ゆめのために、勉べん強きょうばかりしてきて……。なにごとも、『自じ分ぶんでやったほうが早はやい』とすぐに考かんがえてしまうんだ。それじゃいけないと、わかってはいるんだが」

　あ、そっちか……。

　頭あたまがよくて、なんでもできてすごいなって思おもってたけど、小こ柴しばくんにも、自じ分ぶんがだめだって思おもうところがあるんだ。

　ちょっとだけ、親しん近きん感かんが湧わいちゃった。

「小こ柴しばくんの将しょう来らいの夢ゆめって、なんなの？」

「弁べん護ご士し。だからこそ、もっと上じょう手ずに他ほかの人ひとと関かかわれるようになるべきだとは思おもうんだが……なかなか難むずかしい」

　真しん剣けんな顔かおでそう言いうものだから、わたしは思おもわずふふっと笑わらってしまった。

　小こ柴しばくんは、けげんそうな顔かおをむけてくる。

「それだけ話はなせるなら、大だい丈じょう夫ぶじゃないかな？」

「そうか？」

　わたしの言こと葉ばに、真しん剣けんに考かんがえこむ小こ柴しばくん。

　まじめすぎる人ひとなんだなぁ。まわりに誤ご解かいされちゃうくらいに。

　高たか槻つきさんに目め配くばせすると、わたしの意い図とに気きづいたようで、ちょっとあせっている。

　うん、高たか槻つきさんの恋こいが、うまくいくといいね。

「それにしても、小こ柴しばくんって、もう将しょう来らいのことを決きめてるんだね。すごいね」

「早はやいか？　もう決きめてるやつは、決きめてるんじゃないのか？」

「えっ、そうなの？　高たか槻つきさんも？」

「わ、私わたしは……音おん楽がくに関かかわることができたらなって、ぼんやりと考かんがえてるだけですけど……」

　まだ一年ねん生せいだもんね。だけど、考かんがえてるんだなぁ。

「僕ぼくが生せい徒と会かい長ちょうに立りっ候こう補ほしたのも、そのためなんだ」

「推すい薦せん入にゅう試しの、面めん接せつ対たい策さく？」

「いや。弁べん護ご士しになるためには、いろんな経けい験けんをしとくに越こしたことはない、って思おもうから」

　そう話はなす小こ柴しばくんの横よこ顔がおを、わたしはまじまじと見みつめてしまった。

　思おもいおこしてみれば、わたしのまわりの人ひとたちもそうだ。

　みんな、けっこう将しょう来らいのことを考かんがえてる。

　サッカーをするために、強きょう豪ごう校こうに転てん校こうする坂さか木きくん。

　おうちのカフェを、継つぐと決きめている天てん神じんくん。

「工く藤どうさんは、美び術じゅつ方ほう面めんに進すすむんじゃないのか？」

「えっ、美び術じゅつ!?」

　思おもいがけないことを言いわれて、声こえがうらがえってしまう。

「工く藤どうさん、部ぶの絵かい画がコンクールで、何なん度どか賞しょうを取とってるじゃないか。そっち方ほう面めんに進すすむんだとばかり思おもっていた」

「………………考かんがえたこともなかった……」

　だって、ずっと「つかさ先せん輩ぱいと同おなじ高こう校こうに行いきたい」って思おもってたから。

「そうなのか？　……まあ、人ひとそれぞれだし、家いえの事じ情じょうもあるだろうし。才さい能のうがあるからといって、必かならずしもその道みちに進すすまなきゃいけないわけじゃないけどな。でも、すぐに決きめる必ひつ要ようがないなら、いろいろな可か能のう性せいをじっくり考かんがえてみてもいいんじゃないか？」

　小こ柴しばくんのおちついた声こえが、心こころにしみとおってくる。

「うん……」

　そう返へん事じしたけど……。

　小こ柴しばくんに言いわれて、はじめて気きづいた選せん択たく肢しに、わたしの心こころは、小こ石いしを投なげいれられた水面みなもみたいに、小ちいさくざわめいていたんだ……。







[image: ４　わたしのやりたいことって？]

　なんだか、心こころがざわざわするのを感かんじながら、部ぶ活かつの日ひがきた。

　今いま、描かいているのは、冬ふゆのコンクールに出だす予よ定ていの絵えだ。

　もやもやをわすれるには、好すきなことに集しゅう中ちゅうするのが一いち番ばんだよね。

　わたしは、顔かおをたたいて、筆ふでを取とった。




「…………のちゃん……ほのちゃん!!」

　名な前まえを呼よばれて、はっとした。

　顔かおを上あげると、千ち帆ほちゃんが、わたしを見みつめている。

「ずいぶん集しゅう中ちゅうして描かいてたんだね？」

　窓まどの外そとは、もうすっかり真まっ暗くらになっていた。

「もう、部ぶ活かつ終おわりの時じ間かんなの？」

「めずらしいね。ほのちゃんが、話はなしかけられても気きづかないなんて」

　千ち帆ほちゃんが、心しん配ぱいそうな顔かおをした。

　わたしは、筆ふでをおいて、小ちいさくため息いきをつく。

「なんか最さい近きん、いろいろ考かんがえちゃって……」

　自じ分ぶんがいままで描かいていた絵えを見みてみる。

　だけど、客きゃっ観かん的てきに見みたら、ぜんぜんすごいとは思おもえない気きがする。

　こんなレベルで、美び術じゅつ方ほう面めんに進すすめるものなのかな……？

「なにか、悩なやみごと？」

　わたしの表ひょう情じょうの変へん化かに、千ち帆ほちゃんは、すぐに気きづいてくれた。

「……千ち帆ほちゃんには、将しょう来らいの夢ゆめってある？」

「夢ゆめ？　そうだなぁ。本ほんに関かかわることができればいいな、とは思おもってるけど。はっきりとは、まだ決きまってないかも」

　千ち帆ほちゃん、本ほんが好すきだもんね。

「司し書しょの先せん生せいとかあこがれるけど、あんまり就しゅう職しょく先さきがないって聞きくし……」

「すごい、そこまで調しらべてるんだ」

　ちょっと聞きいたことがあるだけだよ、と千ち帆ほちゃんは笑わらうけど……。

　うっすらとでも、将しょう来らいの目もく標ひょうが決きまっているのは、えらいと思おもう。

「……悠ゆう馬まが、将しょう来らいにむけてがんばってるからね。私わたしも負まけてられないなって」

　そっか。

　坂さか木きくん、次つぎの春はるには転てん校こうしちゃうから……。

　照てれくさそうに言いった千ち帆ほちゃんだけど、その表ひょう情じょうには、どこかさびしさも浮うかんでいる。

　夢ゆめを追おいかけてのこととは言いっても、好すきな人ひとと離はなればなれになってしまうのは……なんだかわたしまで、苦くるしくなってきてしまう。

　それでもみんな、将しょう来らいのことを考かんがえているんだ。

　なぜだか急きゅうに、あせりが湧わいてくる。

「ほのちゃんは？」

「えっ」

　そう考かんがえていたところに、千ち帆ほちゃんから尋たずねられて、わたしはとっさに返へん事じができない。

「ほのちゃんには、絵えがあるもんね」

　まただ。小こ柴しばくんも、似にたようなことを言いっていた。

　たしかに、絵えを描かくことは好すきだけど、それを将しょう来らいの夢ゆめにするなんて、思おもってもみなかった。

　ときどき、コンクールで賞しょうをもらうけど、毎まい回かいっていうわけじゃない。

　美び術じゅつって、もっと才さい能のうのある人ひとしか、できないものじゃない……？

「あ、でも」

　千ち帆ほちゃんが、なにか思おもいだしたようだった。

「先せん輩ぱいの高こう校こうって、たしか美び術じゅつ部ぶないんだよね」

「えっ、そうなんだ」

　高こう校こうでも美び術じゅつをつづけられたらなって、うっすらとは思おもっていた。

「私わたしも、ほのちゃんといっしょの高こう校こうに行いきたいって思おもってたけど、そうしたら文ぶん芸げい部ぶに入はいるしかないかなあー」

　千ち帆ほちゃんが言いうみたいに、他ほかの部ぶ活かつに入はいるっていう選せん択たく肢しもある。でも……？

　足あしもとが、ぐらりと揺ゆれそうになった、そのときだった。

「ほーのちゃん！」

　窓まどのほうから、わたしを呼よぶ声こえがした。

「えっ、つかさ先せん輩ぱい!?」

　窓まどの外そとから、高こう校こうの制せい服ふくすがたのつかさ先せん輩ぱいが、手てを振ふっていた。

「えっ、えっ？　今日きょうって待まち合あわせしていましたっけ？　わたし、わすれてました!?」

「いやいや、そうじゃないよ。部ぶ活かつが早はやく終おわったんだ。びっくりさせようと思おもって、きちゃった。やっぱ中ちゅう学がくはなつかしいな」

　そう言いって、つかさ先せん輩ぱいは、いたずらっ子このように笑わらう。

　つかさ先せん輩ぱいってば……！

　サプライズなんてめずらしくて、まだ心しん臓ぞうがドキドキ言いっている。

「ちょっとバスケ部ぶに顔かおを出だしてくるから、待まっててくれる？　いっしょに帰かえろうよ」

「はい！　いってらっしゃい」

　こんなやりとりが、なんだかなつかしかった。

　去きょ年ねんまでは、つかさ先せん輩ぱいも、この学がっ校こうにいて……。

　それだけで、幸しあわせだったんだなって思おもう。

　いまも毎まい日にち、メッセージアプリでやりとりしていても、直ちょく接せつ会あえる日ひは、とびきりうれしい。

　いっしょの高こう校こうに行いけば、毎まい日にち会あうことだってできる。

　そのために、がんばっていたはずなのに……。

『ほのちゃんと、また同おなじ学がっ校こうに通かようのが、待まち遠どおしいな』

　この間あいだ見みた、つかさ先せん輩ぱいの表ひょう情じょうが、頭あたまをよぎった。

　わたしだって、本ほん当とうにそう思おもってる。なのに……。

　足あしもとが、ぐらぐらしているみたい。

　わたし、このまま「つかさ先せん輩ぱいと同おなじ高こう校こうに行いきたい」って気き持もちだけで、進しん路ろを決きめてもいいのかな？

　千ち帆ほちゃんも、坂さか木きくんも、天てん神じんくんも、小こ柴しばくんも、自じ分ぶんの道みちが見みえている。

　つかさ先せん輩ぱいだって、バスケをがんばっている。

　将しょう来らいも、バスケやスポーツに関かんすることを目め指ざしているのかな？

　先せん輩ぱいと、そういう話はなしをしてこなかった。

　まだ、中ちゅう学がく二年ねん生せいではあるけど……。

「まだ時じ間かんはある」って言いう人ひともいる。

　だけど、ぼんやりとさえ見みえてなくて、わたしだけが取とり残のこされているよう。

　つかさ先せん輩ぱいと、いっしょにいたい。

　そのためには、どうしたらいいんだろう……？


──『一年ねん間かんだけ。⑫』につづく
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『一いち年ねん間かんだけ。』11巻かんを読よんでくれて、ありがとうございます！

　純じゅんとりながデートする『ラビランド』のモデルがどこか、気きづいてる人ひともいるかもしれませんね。じつは私わたしも、親しん友ゆうとペアでぬいぐるみを持もっています。

　なので、クラウドくんとホイップちゃんを見みるたびに、にこにこしちゃいます。花か芽が宮みやさんの描かかれたイラスト、めちゃくちゃ可愛かわいいですよね。グッズ化かしてほしいレベル……。

　さて12巻かんでは、ほのかちゃんとつかさ先せん輩ぱいカップルが、再さい登とう場じょうします。『レジェンドカップル』が、もう一いち度ど伝でん説せつになるような恋こいを見みせてくれる……はず！　そしてなんと、最さい終しゅう巻かんです。

　もちろんちほちゃんや、まゆちゃんたちも……。みんなのラストシーンに、ぜひ最さい後ごまでお付つき合あいくださいね！


安芸あき咲さく良ら




＊ファンレターのあて先さきはこちら

〒１０２─８１７７　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み２─13─３　　　「安芸あき咲さく良ら先せん生せい」

株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　　　　　「花か芽が宮みやるる先せん生せい」　＊作さっ家かさんごとに別べつのふうとうで送おくって下くださいね
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